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多くの経験をして
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ただ生きるのではなく

いかに良く生きるかが

満ち足りた人生である
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２、 感ଟの気持ち、心からのಞऎが出来る

３、 知識、技術を高め、ఒᅲ性のある看護が

　　提供できる
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Ǎą年ຢ所ࠐ　令和 5 年「総ਗᄆ࿈」

社会医療法ఱ青雲会　理事長　　ರۈ๜　ৰ

　令和6年(2024)1月4日(ᄄ)

　新年おめでとうございます。Ⴔ年正月を迎えると一࢑ೕ師の঒ᅝを思い出します。「正

月やყ土のᆟの一ᆊง めでたくもあり めでたくもなし」とܓんでいますが、今年80ਫ਼を

迎えるにあたり、まさにこの心境です。

生で、この80ਫ਼を迎えるにあたって、同じ職場で仕事ができるといࢡಪ生と私は同৳ڈ　

う事は、࿱通考えられない、ありがたいことだと思っているのですが、一方でބ々の合঒

ᅝは「いつまでできるかな」という঒ᅝです。まさに、めでたくもあり めでたくもなし、

そういう心境でこれからもいくのだろうと思います。しかし、今後もやれるঔりࡂෟりた

いと思います。

　「৉ۢᄚの໵し 少年老いやすく 学なりがたし 一౥の৉ۢ　軽んずべからず」とはよく

঒ったもので、঒い得てკと༐得している次第です。私にとっては、時はあっという間に

過ぎていきました。 

　઀年５月からあれɕど　ᡍᡗ(しɡうけつ)を極めたコロナ感ಹ௏も５類に引き下げられ、

どうやら収ഩの෗しが見えてきたようです。 

　この３年間、職員諸णには大変良くࡂෟって෴き、ありがとうございました。

　઀年12月は、Ǔ年ぶりのႆ年会を開催しましたが、ޣさんの表情が、本当にߖしそう

に、ࡌしそうにして、いいひと時を過ごしておられました。私も開催して良かったと心か

ら思っているところです。

　઀年Ⴢ、業者と話をする機会があり、その人はࣻୋ一円に事業展開している人ですが、

青雲会の印௣はどうですかとဧいたら、「ʬカイチです」と঒ったので「本当か、理ᄻ

は何か」とဧいたら「お世૷では無いです。みんながცるい。それからډ઎をしてくれ

る。」という事のようです。他の病ۡに行くと、業者だという事で、いわɠる今ᆔ行りの

上から目線、それからډ઎をしても返してくれないそうですが、青雲会の職員は、こちら

からډ઎しなくても「おྚれ様です。」と঒われるし、人によっては立ち止まって目を見

てډ઎をしてくれる。こんな素౴らしいところは無いと঒ってくれました。

　青雲会にもಐ、෥ډ઎をしないට性職員がいました。「णはなȶ෥おはようございます

と঒えないんだ」と঒ったら「えっ！෥そんなこと঒うのですか。うちの家では෥ډ઎を

したことが無いです」と঒ったのにはࣙきましたが、これは育った環境ですɇ。ډ઎をし

ない環境で育った人は、なかなかډ઎をすることは໧しいのでしɡう。しかし、ಠߍ社会

人になったのなら、ډ઎Ȫらいはしないとޣと協調して仕事が出来ません。ですから౩非

外部の人へもですが、お঱い同士もしっかりډ઎をしていただきたいと思います。

さんによって多くޣ、々の仕事は医療介護であり、人の役に立つための仕事ですのでބ　

の人々がࢗわれたと思います。

　人生において人の役に立つための仕事が出来るという事は、素౴らしい事ですɇ。ބ々

が仕事に൅ちਮむ事で、多くの人々をࢗう事が出来たという事実はপりに思える事であ

り、ޣさんも自ఒが生まれた事でしɡう。
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コロナ禍において多くの人々がࢗわれたという事実は、素౴らしいことだったと思ってお

ります。

　フリードリヒ・ニーチɿは「仕事に൅ちਮむ事で心や人格をඟᇧしどんな障害があっても

乗り越えた時には強くなれる。ৢてない。たじろがない。心配しない」と঒っています。

。いて見えますࡩ々は仕事に一生॰命に൅ちਮんで、そして自ఒを付けると、表情がބ　

ですから、౩非一生॰命仕事をして、この事だけはඋにも負けないのだというɏうに仕事

をしていただきたいと思います。

　未知のଊ病であったコロナ感ಹ௏対応については、非常なࡇ険を伴うかもしれないが、

と行動したわけです。その結「。々がやらなければඋがやる。ಪずはやってみようބ」

果、仕事に൅ちਮむ事で多くの障害を乗り越え、コロナに対する൲ટの知見を得、強くな

れたと思います。ބが青雲会はまさにそれを実೉しました。最初、どんな病気かも分から

ず、あちらこちらでコロナ対応はしたくないという౾の中で、コロナの対応をするとణっ

ಪに手を挙げました。この事でఋんな知見を得ましたし、そして評価もされました。今コ

ロナ対応をしなかった病ۡは、収入がॗ減したとဧきます。

　青雲会も同じように収入がॗ減しましたが、ၒ助金でധを繋いだという状態でした。一

生॰命仕事をするという事は、いかに重要かという௠だと思います。 

　2030年問題として、これからは高齢者がどんどん増えて行き、医療ޢは、それを担う人

材が少ા化で極඘に不足すると予測されています。ર念ながら青雲会も人手不足にはৣえ

なくなってきました。

　2030年には、75ਫ਼以上の後期高齢者が10人に対して3人強の割合になる。そういう時代

にໃ入するそうです。しかも、઀年のニュースで、18ਫ਼の成人が100万人ちɡっとという

状態だそうです。これは౪いことです。

　47๬道࿬県で100万人と঒ったら、一つの๬道࿬県に２万人ちɡっとです。そしてຄ

大ੳの大๬市がɕとんどでしɡうから、鹿児島に18ਫ਼以上の人が何人いるのだろうと・ࢶ

考えるとȸっとします。

　今現在、あちこちの業ޢで঒われているのは、人手不足。まず、物ᆔ業ޢ、トラック運

๖手がいない、タクシー運๖手がいない。そしてɕとんどが高齢化してきた。だから物ᆔ

の値ඦがもの౪く上がってきている。そのうち宅配の配送も無くなるかもしれませんɇ。

それから८築関係。設計事務所の社長が঒っていましたが、設計図を作って、見積もりگ

ᅲしても、今までは10社ȪらいがすȪྦんで来て、うちにさせてくれと応ၕがあったそう

ですが、今は見積گᅲをGAYでᆔしても、1社も来ない。それで、今まで取りに来ていた

と ころにこちらから出向いて「お願いします」とگᅲするそうです。そうしたら、すごく

高い値ඦを提૲してくる。そこで、この値ඦでは無理なのでもう少し下げてᅧしいとお願

いすると 「これ以上は出来ない。人がいない。」と঒われるそうです。

　この病ۡをഢる時、コンクリートの८物がด単価60万〜70万円でしたが、今は150万円

だそうです。ᄄഢ८築30万〜40万だったのが、今は100万だそうです。  　

　ですから、これからはマンションも出来ないだろうとの事です。ഢっても、今の規ჹの

マンションではなくて、部ݎをもの౪く࣏くした८物になっていくだろうということでし

た。 ८築業ޢも大変だという話をしていました。

　それから医療ޢ。医療ޢはもっとྒྷઠな状態になると思います。と঒うのは、看護学৫
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の２৫が今年からၕୠを止めたそうです。それから今ある学৫も定員に満たない状態だそ

うです。しかもその཰分が県外に行ってしまう。રり཰分は県内ですが、鹿児島市内の大

きな病ۡに行ってしまうという状況が今現在です。これが、2030年になったらもっとਣく

なることが考えられます。だから人がいないという事はᄻ々しき問題で、今ベトナムの人

たちが２人来ていまして、今年も新たに２人来ますが、このベトナム人もいつまで来るか

わかりません。 

　と঒うのは、円安でオーストラリアにᆔれるそうです。今考えられるのは、インド・ネ

パールの人々に఍指を఑ばすことですが、2030年には大変なことになりそうです。要する

に人手が足りなくなるという事をߌহしなければならないと思っているところです。

　ストアー็学のణౕは、ᅧ࢙・行動・受容です。 

　あの手この手を尽くして、人材確保に努めていますが不足がސ௉出来なければ、可能な

の組織運営に切りൖえる事も視ᄘに入れております。受容するしかありません。身のڱཱྀ

௬にあった対策を講じる時がきているのかもしれません。

　このような時代にބ々は入りつつあるという事をຢのएに入れておいて下さい。ひるが

えって世ޢを見てみますと、プーチンのロシアがウクライナにఓᆒし、何の意Ⴭもないಱ

ഈをしかけ、多くの人命をഹ஥しています。あの広い国土を持ちながらまだ国土߄大をɇ

らっているようです。

　႘ຄアジアにおいては中国が൤ሕへのက力ఓ০をಭ঒し、႘෥೏は߇ဪ器やජ道ミサイ

ルの開発に余念がないようで、平和な日本も対࠹の火事として見ておられない 状況です。

石࢔・޼গ・݋໢・ྰܢ・種ા島と次々に防ܒ整備がなされようとしています。

　プーチン、習金平、金正ݖも50年もしたらこの世に生きてはいないのに、せめて生きて

いる間は、世の為、人の為に行動をすればよいのにと思いますが、そのࢍの行動をしよう

としているようです。その思考が全く理ސ出来ません。

　ショウペンハウアーは「࿩と名౾は۝めば۝むɕど৒がかわく」と঒っています。ᅧを

出せば切りがないという事です。人間のᅧ望はつきる事がないですɇ。

 ！々は、とにかく人の役に立つという事を目的としようではありませんかބ　

　要するに、人がいない、今年、ಱഈが始まるかもしれない、平和であるか分からないな

どの不安要素はありますが、ބ々は「何か世の為人の為」やるべきことをやろうという考

えです。

　2024年がさらなるಱഈのႢ発のない、平和な日本である事を願うばかりです。 

今年の総合目標 

  々の仕事は 人の役に立つための仕事であるބ」

　仕事に൅ちਮむ事で 心や人格をඟᇧし 

　どんな障害があっても 乗り越えた時には強くなれる 

　余裕と笑顔が生まれる 

　始めなければ 何も始まらない さあ始めよう」 

　以上です。今年もよろしくお願いします。 

\理事長ډ઎をそのままထ౿ć文ಗ　総務部長ཝ中^
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ǎą「ઝୁɬ॒ȢĂɩȦబɬచɤ၄ɥ」

青雲会病院　মᄎ　ڈ৳　ৗ

　1944年10月９日、私のඞ生日である。すなわちઝୁを迎えることとなる。

　ഐ書体やᆒ字で「ઝ」と書くと、「ཞ୥」を୬に書いたवに見えることがઝୁ୳いのᄻ

来とされている。これまでいろいろなඞ生日　࠮ᇗĤの迎え方をしてきたが、さすがにਫ਼

をとったものだと思う。そのཞ୥年前のこの頃は、時はまさに第二次世ޢ大ಱのさなか、

日本のࡔఋもޖしくなりつつある頃、鹿児島の๏保ટのࣷくに生まれたという。その後、

ऋ୙をພれ、ၚの実家がある大口にೢ開した。よくも生きરったものだ。

児の４、５ਫ਼の頃からである。ᅌܠとしてરるのは上ਃ๜に今もあるルンビニᅌනݏࡥ　

නܠに行かないとൊ々をこɇၚをਲらせていたようである。一方で進ාधのジープをฃい

かけてチューインガムをຂげてᄍってࡈんでいたことを೏ცにߌえている。ಱ後間もない

ことであり、ୣんでいたਃ๜ཞཚ付ࣷだけでなく市内も何ஐもかしこもਃれ果てていた。

今とڽなり、電ଠは上ਃ๜と下ਃ๜のੴ目の少しࢎになった所をഖっており、ા供達の格

৕なᄿび場でもあった。また、自๖ଠでڝを売りながらഖる紙଑居にპ中であったことも

。に೏ცにરっているݏࡥ

　小学৫は೯立110年のཞཚ小学৫である。丸ႃ主のຢからEETのဢをડかれて駆தされ

たこともݏࡥに生々しい。また、঒ᅝ使いの指導がとても厳しく、方঒を話したら「方঒

を使った人」と書かれたઑをଽからぶら下げられた。今では考えられない教育法指導法で

もあった。この時代、学৫での勉強に関することは全೓ݏࡥになく、道ᇭでの఼取り合ಱ

やਃ๜ཞཚత社でڧくなるまでᄿびまわったことがޙかしい。

　中学になると中नの新しい家に引っ越した。その頃は৫ࣾ制度があって、߷ද中学に割

り当てられたが、体がଯかったこともありࣷい方の৳໤中学に入学した。そこで運命のྒ

டに出会った。それが一生の伴ᆝとなるとは。ಌஏがටடそれȸれ名ၛஏ（ڈ৳・ද๜）

であり、ྒடと同ಌとなった。テストや学業でも何かと教えてもらった。

　当೓のごとく৳໤高৫に進学し多感な時代を過ごした。中学時代とۅい、自ᄻ活発な青

୽時代であったが、学業に関しては厳格に管理されていた。なȶここまで厳しく勉強をし

ないといけないのかĉもっと大切なことがあるのではないかĉと自問自ຒし༎むႴ日の連

続であった。そのような೻いもあり学৫を࢑むことが多くなった。෥、家を出て学৫には

いかずޠ၃やࣷᆿのટをさწいだした。ၚは学৫に行っていないことを知ってはいたが、

॰命にྰჍしい弁当を何も঒わず作ってくれた。

　いわɠる๨৫ྏࢩであったが、高৫１年次後཰と２年になってからもしばらくは続い

た。学業はྒடがʦートを家のᆈにあった私の部ݎの窓のक़間からੇしਮんでくれてい

た。テストの時はそれらを丸ࡥڧすることで何不自ᄻなかった。コʬー機の無かった当

時、ྒடは૖໧なことであったと思う。そんな中、担任に大学受験はどこにするんだĉと

ဧかれ、ࣻୋ大学を受験するとຒえたところ、今の成績じɝ合格するのもんかと一ߡされ

た。そこで発အしૌにもの࣎いに勉学にᇋんだ。

　大学では福݊市໤部のᇿ本௄でശ分に青୽をᱼݬした。下ୱはキャンパスのᆿの௼ݎの

二階であった。鹿児島出身のᄯ人達のたまり場となったことは自೓のᆔれであった。下ୱ

仕送りのお金が無くなればカップラーメン、ํ型、ݎそのᆿが居଼、ݎの前がパチンコݎ
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的な࿟ၿ学生の࿟ਲ生活であった。それでもとてもߖしいことには変わりなかった。どう

にかᆗ年せずに本学へ進めたことは幸いであった。

　教養部時代とڽなり本学の大学病ۡ時代は勉学が厳しく単位を取得するのにं労した。

この頃になると大学ဤഈもॗしくなり、ຄ大のடા学生がデモ規制中にૌႀしたことや、

本学構内にジɿット機が฀ᅶしたことが学ܠഛ動をထઔにした。学ܠဤഈにはʦンポリな

がらޣにฃ୦した。そのような学生生活のなかྒடが鹿児島大学をല業し福݊に移ୣ୊職

したことは最高のࡈびであり、ߖしい有意ࡹな時代であった。

　大学ല業後は外科医になることをड़め、鹿児島大学第一外科に進んだ。ྒடのयが外科

医であったことが大きく影ࣗした。入局当時は内ટཞᇾ教ୂであり、内ટ๏৴と۾われる

ごとく౪くཋ力のあるಪ生であった。手術中も手を出したら๴られ、手を出さないと๴ら

れ、背中を見て学んだ。今では考えられない教ୂജであった。ಪ生は多くの外科医を、医

学ག士を育て、ூ和46年に退官された。

　その後、間もなくしてಀ満౮ಪ生が࠼研から࿻任された。鹿児島出身のバリバリの଺ᣇ

外科医であり、私の೴ದな外科医生活が始まった。各地の関連病ۡに࿻任し外科医・ᆽ床

医のሗをႭいたことは現在の大学でのローテーションと同様である。その中でも、イラン

に出ෟしたことは一生ႆれられない。島෿ಪ生が急಄され、図らずも教ୂとなり身၃が一

変した。ഁ෥からカンファレンスにおいて若いಪ生方に厳しく指導にあたった。とくに手

術は߄大਺治手術がもてはやされた時代であり、国内外で一ၐಪんじた治療法の開発に余

念がなかった。

　教ୂ時代は15年あったので、５年ごとに教室作りの構೻をۡ内向け、国内向け、国੫向

けに分けޣとᵘ進した。この間、その時の成果を日本௉化器外科学会、国੫఍道ଊ患会議

などを開催しंしくもߖしい時代であった。特に日本௉化器外科学会ではバスを数୥൤ઇ

島まで連ɇ、਷ప会を開催した。今でもাり継がれていることはޙかしいかぎりである。

その後、ဋ学長時代を経て青雲会病ۡで勤務することとなり、今も現在に૖っている。

　これまで関わってきて෴いた総てのޣさんと家族に心から感ଟしたい。
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令和５年 青雲会総合ᄆ࿈

「自ఒを持っている人はࡩいてみえる

　多くの経験をして人生に自ఒとপりを持とう

　ただ生きるのではなく、いかに良く生きるかが満ち足りた人生である」　　　

＜本年度の取り組み＞

　本年度は、過去に経験した事のない看護師不足でした。リリーフ体制を取り入れ、ঔ

られた人数でお঱いに౾かけをしながら協力し、またチーム医療を充実させる為にも他

部ᄑからの協力を得てޣでࡂෟってくれました。本当に心より感ଟしています。

　看護師不足は、手術室、入ۡ患者の受入れ等まで影ࣗを及ɖし、手術日のܤ期や入ۡ

受け入れ制ঔをする状態までとなり大変心ंしい思いをしました。

　現場では、ྚ労がたまりྚီし、ۡ内ラウンドをすると「看護師はまだ入らないので

すか」と何度も౾をかけられましたが応ၕがなく本当にどうしようかと்りを感じまし

た。

　8月にຄࢶで行われた日本看護管理者学会で他県の看護部長と話す中で、どこも看護師

不足で病ງ削減や病ງ体制の見直し等༎むことは同じであることを知りました。看護師

不足は今後益々課題になってくるとฅ切に感じました。

　今年度は、6年ぶりにৎ生局の適時調査、5年ごとの病ۡ機能評価更新の受గがあり

ました。多ႇな中、どの部署もきちんと準備がなされ、重要な指฾はなくʳッとしまし

た。日々の管理がいかに大切か改めて考えさせられました。

　いかに良く生きるかが満ち足りた人生である為には、ึめないでコʜコʜと努力し続

けることが大切である有る事をฅ切に感じる一年でした。

＜活動状況＞

経営面

　・急性期一ཾ入ۡ料1のڿ持

　・リリーフ体制（応援体制）を充実させる

　・施設基準の管理（ৎ生局適時調査）

　・物࿚を大切に使用する

　・5ǯ活動の充実

患者満足度

　・入ۡ患者の面会制ঔを状況に合わせて緩和する

　・ಞऎの強化

　・病ۡ機能評価受గ

　・入ۡ時に患者のサポートが必要であればഁ期にǩǯǳにگᅲする

職員満足度

　・職員間のಞऎをきちんと行い、お঱いに協力し合う

　・感ଟ・労いの঒ᅝかけをする

Ǐą看護部

ဋ院長१看護部長　਱村　ᄻྰ子
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　・働きやすい職場環境作りをする

　・スクラʮのఋを変え、ᄕ勤者、日勤者の်ࣾをする（業務を୒える職員への業務گ

　　ᅲを軽減）

教育

　・看護ၒ助は、Ⴔ月計画的に研修が行えた

　・看護師は、看護協会等のۡ外研修に参加する人数が増えてきた

　（施設基準に関係のあるものは必ず参加）

＜今後の課題＞

　看護学৫、介護福祉科の学৫が今後数ˍ所閉৫になります。看護学৫への入学ࡏ望者

も減少してきており、益々看護師・看護ၒ助者の確保は厳しさを増してきます。確保が

厳しければ、現在勤務している職員のᆋ職防止・入職者の勤務௸件の緩和等当ۡで可能

な事を実೉し、看護師・看護ၒ助者の確保をしなければなりません。青雲会病ۡに৕印

௣を持って෴けるよう面ಞ者へූ໿にತცをし「青雲会病ۡで働きたい」と思って෴け

るような対応をし、入職後も看護師としてのやりがい、ࡈびを感じられる環境作りを行

い、様々な問題点は、ഁ期に発見しސड़していける様努めて参ります。
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年　　月 ߓ　　　　　　　　　　　　　　ܨ

　昭和 55 年 8 月
川井田病院 開設 （31 床 ）

救急告示 

　昭和 63 年 4 月 50 床 にഝ床

　平成 2 年
3 月 ၸᄎ看護 開始

4 月 脳神経外科 開設

　平成 3 年
4 月 青雲病院に名称ဿ৩

7 月 136 床にഝ床

　平成 6 年 7 月
MRI ・ 高気ڗબ೧治療 ・ 人間ドック 開始

日本脳神経外科学会専門医認定౫度 指定थᇣ場所 認定

　平成 7 年
1 月 科 開設࠽

4 月 医療法人 青雲会 設立

　平成 10 年 9 月 ၸᄎ看護ステーション青雲 開設

　平成 12 年 6 月 医薬ယ業 実施

　平成 13 年 5 月
ฆ所リハビリテーション青雲 開設

居宅介護支援事業所青雲 開設

青雲୨ັクラʮ 設立

　平成 14 年 9 月 （ੰ）日本医療機能評価機৭認定 Wer.3.0 ĺ一ཾ病院ହ AĻ 

　平成 15 年 1 月 日本外科学会外科専門医౫度 関連施設 認定 

　平成 16 年

2 月 地域医療連携室設立開放型 病床 18 床

3 月 ᆽ床研修病院 指定

4 月 介護老人保健施設青雲഑ 開設 （入所 70 名　ฆ所 80 名）

7 月 総合リハビリテーション ・ 言া療法ѐ 開始

8 月 院長 ৄ代 （川井田院長から島内院長へ）

　平成 17 年

2 月 日本脳卒中学会 研修教育病院 認定

3 月 日本࠽科学会専門医౫度 研修施設 認定

7 月 歯科口腔外科 開設

11 月 人工透析 開始

　平成 19 年 7 月 泌尿器科 開設

　平成 20 年
1 月 （ੰ）日本病院機能評価機৭認定 Werą5ĺ一ཾ病院ହ AĻ

7 月
青雲病院 全ჶ新භ移๖

青雲会病院 ʂープン

　平成 21 年 12 月 ၸᄎ看護ステーション青雲 ༥止

　平成 25 年
2 月 人間ドック健診施設機能評価認定

3 月 （ੰ）日本病院機能評価機৭認定 Werą6

　平成 26 年 4 月 ྛ࿶科開設

　平成 27 年 10 月 ଜ会医療法人認定

　平成 28 年 4 月 介護老人保健施設青雲഑ 入所 74 名　（4 床ഝ床）

　平成 29 年
4 月 へき地医療ࢪ๘病院指定

9 月 ( ੰ ) 日本医療機能評価機৭認定 3reG;Wer.1.1ĺ一ཾ病院 1Ļ

　令和 3 年 11 月 介護老人保健施設青雲഑ ฆ所リハビリテーションဲ੍

　令和 4 年 9 月 ( ੰ ) 日本医療機能評価機৭認定 3reG;Wer.3.0ĺ一ཾ病院 1Ļ

ǐą社会医療法ఱ「青雲会」Ɉ೨ఉ

　Џ　ߓ　ܨ
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А　ޱ　ᅟ

名      称 ଜ会医療法人 青雲会 青雲会病院

所  ੭  地 〒899-5431　鹿児島県姶良市西餅田3011番地
TEL： 0995-66-3080　FAX： 0995-66-3057 
E-mail： hospseiun@seiunkaibyouin.jp

開  設  者 社会医療法人 青雲会　理事長    川井田　浩
病  院  長 島内　正樹
診  療  科 外科、脳神経外科、眼科、整形外科、 消化器外科、内科、胃腸内科、肛門外

科、呼吸器内科、循環器内科、内視鏡内科、リハビリテーション科、泌尿器
科（人工透析）、歯科口腔外科

病  床  数 一般病棟 100床、回復期リハビリテーション病棟 36床
指 定 医 療 機 関 救急告示病院
ଜ 会 保 ঃ 等 指 定 健康保険、国民健康保険、労災保険、生活保護、結核予防法、

身体障害者福祉法、原子爆弾被爆者一般疾病医療
施 設 基 ஈ 　 医 科

　 　 　 　 　 歯 科

急性期一般入院料1
回復期リハビリテーション病棟入院料1
急性期看護補助体制加算 25対1
診療録管理体制加算2
療養環境加算
重症者等療養環境特別加算
医療安全対策加算1（地域連携加算1）
医師事務作業補助体制加算1　区分40対1
感染防止対策加算2
データ提出加算2
患者サポート体制充実加算
後発医薬品使用体制加算2
入院時食事療法費（Ⅰ）
薬剤管理指導料
医療機器安全管理料1
夜間休日救急搬送医学管理料の注3に規定する救急搬送看護体制加算
地域歯科診療支援病院歯科初診料
歯科口腔リハビリテーション料２
歯科治療総合医療管理料
歯科外来診療環境体制加算2
クラウン・ブリッジ維持管理料

認 定 施 設 日本脳神経外科学会専門医認定制度 指定訓練場所 認定
日本外科学会外科専門医制度 関連施設 認定
日本脳卒中学会 研修教育病院 認定
日本眼科学会専門医制度 研修施設 認定
（財） 日本医療機能評価機構 認定
人間ドック健診施設機能評価 認定

検体検査管理加算Ⅰ
検体検査管理加算Ⅱ
コンタクトレンズ検査料1
ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
胃瘻増設術
脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）
がん患者リハビリテーション料
人工腎臓
導入期加算1
透析液水質確保加算2
ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術
がん治療連携指導料
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Б　年࠰਄事

令和５年

　３月２Ǔ日

　５月１３日

　５月１５日

　５月２９日

　６月１５日

　６月２９日

　９月２１日

　９月２ǔ日

１０月　５日

１０月１Ǔ日

１１月　Ǔ日

１１月１４日〜

１１月１６日

１２月２９日

　　　２９日

令和６年

　１月　４日

　１月　９日

　２月１３日

入職式

電気設ྩ法定๘検(全࠵พ電ć自家発電ക඲࿹ݷ૚অ）

院内勉強会（感染管理）

院内勉強会(医療安全）

院内勉強会（感染管理）

防災थᇣ（ᄕ間೻定）

救急೩生勉強会

救急೩生勉強会

九州ৎ生局　適時調査

ৎ生労働省　患者調査（外来・入院）

防災थᇣ（෇間೻定）

病院機能評価　審査　　11/14〜15

院内勉強会（感染管理）

সᅙ༐ɛ

愛甲孝ಪ生講演会

仕事始ɛ

院内勉強会(医療安全）

院内勉強会(放射線ྡばくについて）
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В　೨  ఉ  ూ

令和5年4月1日現在
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回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 棟

令
和

5年
4月

1日
 改

定
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回 復 期 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 棟

名　称 委員長 開　੓ ৭成人員

医療安全管理対策委員会 島　内　正　ୃ 月 １ ޑ 22

病床管理委員会 島　内　正　ୃ 月 １ ޑ 24

ＩＣＴ委員会 ௄　ঈ　௎　౮ 月 １ ޑ 32

感染対策委員会 ๜　　　進　܊ ޑ月１ߒ 25

ᆽ床検査委員会 ๜　　　進　܊ 月 １ ޑ 22

褥瘡対策委員会 ટ　みどり　܊ 月 １ ޑ 19

リスクマネジメント委員会 小　ൢ　ɠかり 月 １ ޑ 34

薬事委員会 ྰ　ৰ　܊　ື 月 １ ޑ 22

ಟ఍Ꭷݚ委員会 ఝ　ટ　ౌ　ݸ 月 １ ޑ 23

栄養管理委員会 島　内　正　ୃ 月 １ ޑ 25

ᆽ床検査適正化委員会 ๜　　　進　܊ ޑ月１ߒ 22

看護部教育委員会 諸　ᄄ　　　ष 月 １ ޑ 6

看護記録委員会 中　ಀ　൬　ᇾ 月 １ ޑ 18

看護ၒ஝者委員会 ᤁ　ඇ　ᄯ　ྰ 月 １ ޑ 26

診療録管理委員会 島　内　正　ୃ ޑ月１ߒ 17

ǠǬＣ検ບ委員会 島　内　正　ୃ ޑ月１ߒ 19

খ人情報保護対策委員会 今　村　ᄻྰા 月 １ ޑ 21

倫理委員会 今　村　ᄻྰા ޑ月１ߒ 21

労働安全ܒ生委員会 ཝ　中　ൗ　教 月 １ ޑ 19

地域連携委員会 前　ঈ　健　作 月 １ ޑ 16

ಞऎ実行委員会 ರۈ๜　࿩士ા 月 １ ޑ 47

ǑＳ・コスト委員会 ႘　ঈ　修　ാ 月 １ ޑ 46

教育委員会 ఝ　๜　ᄻ　ݠ
月 １ ޑ

29

防災委員会 ᄘ　๜　์　平 29

職員・患者サービス委員会 今　村　みずɕ 月 １ ޑ 22

ＳǬǠ委員会 ཝ　中　ൗ　教 ޑ月１ߒ 20

ＳǠǣ s ై進部 ๜　ୃ　ᆊ　܊ 不 定 期 14

ＩＴシステム部 ๜　ୃ　ᆊ　܊ 月 １ ޑ 10

未େ入ࣸ対策委員会 ཝ　中　ൗ　教 月 １ ޑ 12

Г　߂ହۙڳ会 令和5年4月



− 14 −



− 15 −



− 16 −



− 17 −

ৗ（௵ࣦĂমᄎ）　৳ڈ
　鹿児島県出身

　鹿児島大学名ᅈ教ୂ　ケルン大学名ᅈ教ୂ（外科）　鹿児島県特်ম問（医療）

　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本外科学会指導医・ಮᄑ医　

　　　日本௉化器外科学会指導医・ಮᄑ医

　　　日本人間ドック学会指導医・ಮᄑ医

ိ๜　జ঵（௵ࣦĂ医ࣟ長）
　鹿児島県出身　平成ই年　鹿児島大学ല業

　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本外科学会ಮᄑ医　日本௉化器外科学会認定医

　　　検診マンモグラフィ຿影認定医

　【所മ学会】

　　　日本外科学会　日本௉化器外科学会

（ࣦ௵）๿　ဦᅂࡦ
　鹿児島県出身　平成ই年　鹿児島大学ല業

　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本内視鏡外科学会技術認定医

　　　日本外科学会ಮᄑ医　日本௉化器外科学会認定医　

ެ　科

診療ݨ

ರۈ๜　ৰ（௵ࣦĂ理事長）
　鹿児島県出身　ூ和44年　鹿児島大学ല業

　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本ঘ࢓器学会ಮᄑ医

　【所മ学会】

　　　日本外科学会　日本ঘ࢓器学会　日本ດ尿病学会

＜診療内容＞

　肺࠼、肺炎、肺結߇、჉性ঘ࢓不全、፿ധ、急性気管支炎を主としながら、生活習

病（ດ尿病・高ॠ圧・高૕ॠ௏）、ಇიॠ಴௏、჉性閉੗性動ი৵化௏等の下૔ஃࠑ

環障害、過࿢性෬௏েद、感ಹ性෬炎等の௉化器ଊ患、ݴဢ௏、ʜʜガムシ病等のࡠ

ಣ性ଊ患、その他ਨฅ、関ಣฅ、不ნ、心気௏など多ࡎにわたり診療しております。

ঘࡉ࢓科　内科　଺ᣇ )࠼*　健ఫެᅰ
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　【所മ学会】

　　　日本外科学会　日本௉化器外科学会　日本内視鏡外科学会

　　　日本緩和医療学会

৐ࡊ　ۈ )௵ࣦ）
　鹿児島県出身　平成ই年　鹿児島大学ല業

　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本外科学会ಮᄑ医　日本外科学会指導医　日本小児外科学会ಮᄑ医　　　

　　　日本小児外科学会指導医  日本小児ॠܕ・がん学会　小児がん認定外科医

　【所മ学会】

　　　日本外科学会　日本小児外科学会　日本小児がん学会　

　　　日本ୈ産期・新生児医学会　日本小児ॠܕ・がん学会

＜診療内容＞

　外科では、ケガやおできのஐ置、૰や足・ࢋの଺れの治療、ග石・ං෬・්ె炎・

෬閉੗等のポʬュラーなおなかの病気の手術・治療、ہ・大෬࠼の手術、および各種

௉化器࠼の化学療法を行っております。

　小さな೯で行うတ腔鏡手術で、多くの患者さんが手術を受けておられます。おなか

の手術では全身Ⴏ౐に加えて৵Ⴘ外Ⴏ౐を併用することで஥のฅみも少なく、在ۡ日

数も格ඦに඗くなってきています。すこしでもഁくंฅがなくなり、できるだけޕ適

な入ۡ生活が送れますよう日々努力して参ります。

　4年間のコロナ禍で、世ޢも日本もさまざまなことが਺ฦから大きく変わりつつある

ように思います。多くの職種と同様に医療ޢも「჉性的人手不足」状態が続いており

ますが、姶良地ࣾの方々が鹿児島市の大病ۡまで行かずとも、地ইで安心して手術や

治療を受けていただけますよう努力をつづけていきます。

野村　紘一郎（௵ࣦ）
　鹿児島大学医学部　第二内科出身

　「鹿児島県立႘ઓ病ۡ」名ᅈۡ長　　医学ག士

　「౔ၣ小ୄ௕」受௕（平成25年11月）　

　【認定医・所മ学会】　日本内科学会認定内科医　日本ດ尿病学会会員

　　　　　　　　　　　　日本内科医会会員

　　令和5年7月まで担当（8月から介護老人保健施設青雲荘施設長ශ任）

内　科
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松ঈ　௎౮（௵ࣦĂဋ院長）
　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本௉化器内視鏡ಮᄑ医

　【所മ学会】

　　　日本௉化器内視鏡学会　日本௉化器病学会　日本内科学会

௫๜　ག一郎（ྥ௵ࣦ）
　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本௉化器内視鏡ಮᄑ医・指導医 日本௉化器病学会ಮᄑ医

　　　日本内科学会認定医

　【所മ学会】

　　　日本௉化器内視鏡学会　日本௉化器病学会　日本内科学会

౉野　৚（ྥ௵ࣦ）
　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本௉化器内視鏡ಮᄑ医

　【所മ学会】

　　　日本௉化器内視鏡学会　日本内科学会

１ą௉化器内科医師、内視鏡室スタッフ及び診療内容

　常勤医師は௄ঈ௎౮、上๜ག一ᇾ、౉ᄘ৚、非常勤医師は、ဴ࢏村ࠌ大、ܑ܊ࢀ

໖良ག文、গರஇ一ᇾ、႔་ঈ基、ટইᆚ文です。内視鏡室スタッフは福﨑みど、ࡏ

り、小៤ྰषા、茶Ꮎ有ᆊ、๧ᵛর月、ݴ๜ᄻ਑利看護師、ࢀᆗさやかᆽ床検査技師

及び看護助手にఝইまɠみそしてᆽ床৙学技士の福܊ᄭ౳、က下໿ܻです。

　診療は঳前に主に上部௉化管内視鏡（ہカメラ）を行い、人間ドック部ᄑの上部௉

௉ࡉݛ内科

診療科 担当医
診療日

月 火 ౉ ᄄ 金 ঳前 / ঳後

内科全ཾ

　ঘ࢓器科 ರۈ๜　ৰ ś ś × ś ś ঳前

　検診外来 ৗ　৳ڈ ś ś × ś × ঳前

　内科全ཾ・ດ尿病
　　　　　・ॠܕଊ患

ᄘ村᧾一ᇾ
(R5.7 月Ⴤ )

ś ś ś ś × ঳前 / ঳後

　ດ尿病ಮᄑ外来 中ರ　理ष ś ঳前 / ঳後（要予約）

　ஃ環器科 市成ৰാᇾ ঳後 ঳後 　　/ ঳後（要予約）

　ஃ環器科 ᄀඇ　૬ ś ঳前 / ঳後

「内科ृ外来」おɢɍ「内科ृ専門外来」の診療担当日
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化管検査はバリウム透視を行わず全て内視鏡で実施しています。そのために前ஐ置、

後ஐ置がࠤ၆でᎎ๟反射の少ない経ྱ内視鏡をǓ本以上そろえフル稼働させていま

す。঳後は主に大෬内視鏡、ගᫍृのFRCP関連手技、Ꭷ下ਲ໧者に対するہᣑഢ設

などが主です。また๟ॠ下ॠなどの緊急内視鏡にも対応しています。

２ą検査・ஐ置

令和5年度の検査・ஐ置件数は်表(数値実績表)の通りです。

　（令和4年、令和3年度も参௎）

３ą現況及び今後へ向けて

　コロナの5類移行から1年ɕどが経過し内視鏡業務も以前の状態に戻りつつあります

が、病ۡのスタッフ減に伴う病ງ受け入れ人数制ঔなどもあり内視鏡総数はやや減と

なりました。内視鏡室も少ないスタッフで効率よく検査を行うよう日々努力していま

す。その中で治療内視鏡については件数減をまɆかれており単なる検査には収まらな

い内視鏡治療へのニーʒが増えてきているのを実感します。ただスタッフ減もあり土

日やᄕ間はその対応が現在できず、ごწላをおかけしており今後の課題です。

ෂರ　理ष（ྥ௵ࣦ）(鹿児島大学ດ尿病内科）

　鹿児島大学医学部医学科ല業（平成22年）

　【所മ学会】

　　　日本ດ尿病学会、日本内科学会、日本ດ尿病学会

ດ໶病ಮᄑެᅰ（Ⴔଢ଼ᄄᅓ໲）

๿内　౷樹 )௵ࣦĂ院長*　
大ੳ࿬出身　ூ和59年 ࢔੸医科大学ല業

　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本脳త経外科学会ಮᄑ医　日本脳ല中学会ಮᄑ医　日本ಖౕ外科学会認定医

　　　日本医師会健康スポーʜ医　日本体育協会公認スポーʜドクター　

　　　高気圧酸素治療管理医

　【所മ学会】

　　　日本脳త経外科学会　日本脳ല中学会　日本ಖౕ外科学会　

　　　日本脳ല中脳外科学会　日本高気圧酸素環境・಺౉医学会　

　　　日本人間ドック学会　日本ಇი経෬栄養学会

༒తॄެ科
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ટರ　健一（௵ࣦ）
　鹿児島県出身　平成7年　ᆖ࢝大学ല業

　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本泌尿器科学会　ಮᄑ医、日本透析医学会 ಮᄑ医

　【所മ学会】

　　　日本泌尿器科学会　日本透析医学会

৮๜　జ一（௵ࣦ）
　鹿児島県出身　ூ和61年　ટ口大学ല業

　【ಮᄑ医、૝格】

　　　日本泌尿器科学会　ಮᄑ医

　【所മ学会】

　　　日本泌尿器科学会

ྙ໶ࡉ科

ද๜　ఒ一 )௵ࣦ*　平成27年5月〜　

鹿児島県出身　平成8年 鹿児島大学ല業

　【ಮᄑ医】

　　　日本脳త経外科学会ಮᄑ医　　TPA講習୒ᆡ医（兼 現TPA治療実施医）

　　　ᆽ床研修指導医　　໧病指定医(ಮᄑ医૝格・脳త経外科）

　【所മ学会】

　　　日本脳త経外科学会　日本脳ല中学会 　日本脳ല中の外科学会 

　　　日本脳త経外科コングレス会員　日本ຢฅ学会 　日本病ۡ総合診療学会 

ರۈ๜　೑ാ郎 )௵ࣦ*　平成31年4月〜

鹿児島県出身　平成24年ګᆹ大学ല業

　【所മ学会】

　　　日本脳త経外科学会 
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ଳટ　ൗશ（௵ࣦ）
　෵取県出身　平成２年　鹿児島大学ല業

　【所മ学会】

　　　日本口腔外科学会

野๒　ܙ郎（௵ࣦ）
　鹿児島県出身　平成12年　鹿児島大学ല業

　【所മ学会】

　　　日本口腔外科学会ಮᄑ医

ૡ科৏਀ެ科

៤๜　拓ఱ（௵ࣦĂ医師）
　福݊県出身　　鹿児島大学医学部ല業

　【ಮᄑ医、૝格】

　日本眼科学会および日本ಮᄑ医機構眼科ಮᄑ医、身体障害者福祉法第15௸指定医

（視ߌ障害）、໧病指定医、日本ᄀႸ௑ા体学会PET認定医

　　　

　【所മ学会】

　　　日本眼科学会

　　　日本ᄀႸ௑ા体学会

科　࠽

ੲᆄ　ॾ一（ྥ௵ࣦ）
　【ಮᄑ医、૝格】

　　　整व外科認定医　Ⴏ౐標ᛠ医

　常勤医不在の中、診療は月曜日の঳後と火曜日の঳前中となっております。

　内容としては、ॼྸਨの჉性ଊ患（ॼこり、র୥型、ྸ関ಣฅ、ਨฅなど）に対して

リハビリを中心とした治療を行っています。

　ৄ通障害やਬಠ等のࢗ急ଊ患に対しては、当ۡで対応できるཱྀڱ内で治療を行ってい

ますが、更なる診療内容の充実のためには、常勤医の確保が望まれるところです。

౲वެ科
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ެᅰ師長　ూ師　ᄻ਑ᆊ
＜本年度の取り組み＞

　本年度の課題として、人手不足により業務改善が挙げられました。ஐ置室やࢗ急対応

をする看護師の確保、各ಮᄑ部の看護師の確保をしていくため、自動ॠ圧計の導入、診

察室付き看護師の配置の検討、診察室に医師事務の配置の検討を行いました。その結

果、人手不足の中でも、ஐ置室の業務が円滑に౏行でき、ࢗ急受け入れ態勢を整えてい

くことが出来ました。

　また、内視鏡、泌尿器科、眼科、口腔外科など、人が不足している所にフʁローに入

るなどし、協力をしていきました。

　コロナは5類に移行されましたが、プレハʮでの発༂外来は継続し、感ಹ対策に努めて

まいりました。

＜活動状況、業務内容＞

・෥ᇏ時、人員配置の確認

・問診時トリアージの่ฦ

＜今後の課題＞

　発༂・ဇଣ外来はプレハʮを้去しۡ内での対応を開始しています。感ಹ対策にᆗ意

しながら、受付から会計までスムーʒな対応ができるようにしていきます。また、現在

コロナᕿ患者のߒᆋ期間中の外来受診はできませんが、今後は、ߒᆋ期間中の患者でも

受け入れる体制を検討していきたいと思っています。

　外来はタスクシフト/シɿアで検査技師・ᆽ床৙学技士・ۡ内ࢗ急ࢗ命士などが、看護

師の業務を担っています。外来全体で人材育成に取り組み、質の高い看護の提供を目指

していきたいと思います。

ެ　ᅰ

診療・૭療部ᄑ

5ި病ງ師長　ஜᄄ　ष
＜本年度の取り組み＞

　新型コロナウィルスに対しては、5類へ移行し、社会的なルールは変わりましたが病

ງでの感ಹ対策は変わらず継続し、ۡ内発生予防に取り組んできました。しかし、長引

いたコロナ禍や感ಹ予防は通常以上の業務内容で、病ງのスタッフ不足に直面しベッド

数を減らしながら、1人1人力を合わせて、乗り越えてきました。

　今年度は病ۡ機能評価や適ࡱ調査がありました。感ಹ対策の見直しをし、ラビジɿル

ǐި病ງ
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の使用ᆲが病ۡとして少ないため、病ງではラビジɿルの使用ᆲを見える化しました。

個人の使用したᆲが分かるように表૲することで、スタッフの個人の意識を高めるよう

にしました。ܸ物室の物࿚の၀づけや表૲方法も変え、使いやすいようにしたことは、

5t活動にも繋がっています。

　教育では、クリニカルラダー教育に変更し、ラダーを「4ඦ階」に設定しました。年

間研修を立て、ラダーёがラダーѐに、ラダーђがラダーёに研修を行い、スタッフの

レベルアップと、人材育成に取り組みました。課題はありますが、来年度はf.ラーニン

グを取り入れた研修を計画します。

＜活動状況・業務内容＞

　看護体制ć急性期一ཾ入ۡ料１で定数が50床です

　看護方ૺćঙ定チームナーシングと機能်看護を取り入れています

＜今後の課題＞

・感ಹ対策を続けます

・新人から中६までඦ階をຝんで、教育が受けられるような体制つくりを取り入れます

5ި病ງ師長　෨๜　ྰܑ子
＜本年度の取り組み＞

　新型コロナウイルスが５類に移行し、面会制ঔが緩和され、ɕɖ制ঔなしとなり患者

さん、家族にࡈばれています。本年度は、ࣻୋৎ生局の適時調査、病ۡ機能評価受గが

あり、メンバーと協力し対応しました。

　年間を通してਲったことは、看護師の人手不足でした。対応策として入ۡ患者数の制

ঔと、9月から看護方ૺをパートナーシップナーシングシステムに変更しました。これ

は機能်看護に充てる人員不足の為、2人の看護師がペアを組み、ထ数の患者さんを受

け持ち、看護業務を行っていく方法です。パートナーとなった2人の看護師は、お঱い

協力し合って、看護業務を行いました。

＜活動内容・業務内容＞

看護体制ć急性期一ཾ入ۡ料１で定数が50床です。

看護方ૺć前཰　ঙ定チームナーシングと機能်看護

　　　　　後཰　パートナーシップナーシングシステム

＜今後の課題＞

　看護部の研修の一環として、学研ナーシングサポートのfランニング配ఒが始まり、ラ

ダー်に受講ができるようになりました。ဍ広い内容の教育が受けられるため、人材育

成につながると考えます。

５ި病ງ
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子ܙ　Ćʋロʢ病ງ師長　೐ཛྷࡖဌޑ
＜本年度の取り組み＞

　新型コロナウイルスは5類になりましたが、当病ງでのコロナᕿ患者の入ۡは継続

し、感ಹ防止に努めて業務に取り組んできました。

コロナ入ۡ時は、コロナ病ງスタッフの業務がႇしい時には、ޑ復期病ງのスタッフが

協力して手๙うなど、コロナ感ಹに対する意識も高まり年を増すごとに良い環境で業務

が出来ていたと思います。

　病ۡ全体の看護師人手不足の問題があり、一ཾ病ງから応援要請があれば、スタッフ

の勤務調整を行い応援協力してきました。

　3月からޑ復期病ງのဋ師長が配置されました。コロナ禍以前のようにޑ復期リハビリ

テーション病ງとしての役割を果たせるように、ဋ師長やリハビリスタッフ、ʕーシャル

ワーカーと協力して、業務の改善を行い病ງを౻り上げていきたいと考えています。

復期病ງ・コロナ病ງスタッフの入れൖわりもあり、委員会活動も積極的に関われޑ　

ていない状況であり、今後ޑ復期病ງとして稼働していくので以前のように委員会メン

バーがಗ任をもって活動していけるように取り組んでいます。

＜活動状況、業務内容＞

復期リハビリテーション病ງ入ۡ料1  定数ć36床ޑ・

　看護体制13ć1    ၒ助者体制30ć1 

　ঙ定チームナーシングと機能်看護（状況によりঙ定チームナーシングのみ） 

・コロナ病ງ

　県病床確保計画に基づくフɿーʒのࣾ分

＜今後の課題＞　

・今後も感ಹ防止対策に取り組んでいきます。

復期リハビリテーション病ງとしての役割を果たせるように、病ງスタッフの意識ޑ・

　改革、病ງの業務改善をしていきたいと考えています。

リハビリテーション病ງğʋロʢ病ງࡖဌޑ

଴୹ଆ主任　福ટ　႟ྰ
＜総合目標に対する取り組みと反省＞

　より多くの手術を経験するため、手術経験ຖ達の年間計画を立て個人目標を　見える

化しました。特に෻しい術ૺに関しては積極的に勤務調整し指導の下、多くの手術を経

験させることが出来ました。今後も継続していきます。

＜活動状況、業務内容＞

　職種、勤務व態、個人の力ᆲを考ᆞした手術経験ຖ達の年間計画を立て、計画をもと

଴୹ଆ
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ຟ಑ଆଆ長　藤੸　৘୑
＜本年度の取り組み＞

　新型コロナ感ಹ௏は、分類上インフルエンʎ感ಹ௏と同等の感ಹ௏5類に分類され行動

規制がなくなりましたが、いまだに感ಹの୒ധはみられません。透析室としましては今

までの感ಹ防止対策を続けて透析治療を行っています。

　また、今年度はᆽ床৙学技士のಮᄑ学৫と連携しᆽ床実習の受け入れを行い、合わせて

看護師2名、ᆽ床৙学技士1名が新たに入職したため人材の育成、教育に෉力しました。

＜活動状況＞

　令和5年度Ⴢ現在。外来透析患者32名、入ۡ患者1名、計33名のڿ持透析を行っていま

す。令和5年度のܤべ透析ޑ数は6054ޑと前年度を下ޑりました。ঈۚとしましては、

病ۡ全体でマンパワー不足により入ۡ病床数が制ঔされ、長期入ۡの透析患者を๖ۡさ

せざるを得ない状況となったことが一ۚと考えます。

　新型コロナ感ಹ透析患者に関しましては、透析患者の感ಹ者が多くなり受け入れを表

ცした病ۡだけでは受け入れがਲ໧となったため、透析医会から軽௏の患者は自施設で

透析を実施するようにと通達があり他施設からの透析گᅲはなく、当ۡの透析患者4名が

新型コロナに感ಹしॠܕ௺化療法を行いました。また、新型コロナ感ಹ௏が5類へ移行し

たことで当ۡのコロナ病ງが閉鎖となり病ງでのॠܕ௺化療法ができなったため透析室

で透析を実施するこことなり、他の透析患者への二次感ಹのࡇ険性があるため、時間で

。ᆋして透析を実施しましたߒ

　あと、透析時運動指導加算のため今年度もリハビリテーション部の協力を得て透析時

運動指導を行っています。さらに透析室看護師１名が講習を受講し૝格を得ましたので

リハビリテーション部が介入できない日にも連携して介入ができるようになりました。

運動指導の効果ですが、介入前後で運動機能測定を行い介入後はࣰ力の向上がみられ効

果が実௠されました。

＜参加研修＞

　鹿児島県ᆽ床৙学技士会総会。Xfcやリアルでの透析関連講習会参加。

ຟ಑ଆ

に教育を進めていきました。

　職種・所മ部署が様々なので、๙達はۡ内メールと๙達ファイル、手術カレンダーを

活用しました。

　外来看護師では、変則勤務者が多いため、変則勤務の少ないスタッフで手術を分担

し、定期手術の຾り立ちに向けて教育をしてます。

＜今後の課題＞

　セミナー、研修会のアナウンスを継続し手術室に関わるスタッフ一人一人のဍ広い知

識の向上と経験を目指していきます。
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＜今後の課題＞

　今年度入職した看護師は、透析治療が未経験でしたので教育、育成を引き続き行います。

また、病ۡ全体の看護師不足をၒうため、手術室、内視鏡でのᆽ床৙学技士の業務ཱྀ

ฃ加研修を受講し૝格取得をഁ期ڱ大して対応するために、ᆽ床৙学技士業務ཱྀ߄をڱ

に行う必要がありஏ次取得するように計画をしています。

　さらに、令和６年度は診療報酬改定があり、年々増加する医療費の問題で診療報酬の

減ߗが予೻されますので、情報収ୠを行い透析治療の質をᅶとすことがないようにする

必要があります。

子ࡢڃ　ᅤࠣ理部部長　ರ野܉
＜総合目標に対する取り組みと反省＞

ϱ イフステージの変化に合わせた働き方が出来る部署

　ા育て世代、シニア世代の働きたい意ᅧのある方々が安心して働けるよう　に作業

৙าの見直しを行い、時間や個人の体力に無理のないシフトとしました。60ਫ਼以上の

正社員の負担を軽くすることで定年後も継続して働けるようになりました。ા育て世

代のパートも3名、シニア世代のパートも8名が活ᄠしています。

ϲ ఍物アレルʆーに対する正しい理ސと対ஐを行う

　今年度、఍物アレルʆーの確認گᅲがあった件数は94件、そのうちアレルʆー対応

఍が必要でࡏ望された方は22件という結果になりました。఍事療法でத去しなけれ

ばならないのは、あくまでも「఍べるとアレルʆー௏状が出る」఍物だけです。௏状

が出たかどうかࡷわしい、あるいはॠܕ検査やྛ࿶試験でᅣ性だったという理ᄻだけ

で、その఍物をࠊ全にத去する必要がない場合もあります。今年度の取り組みにより

患者さんご家族だけでなく、医療スタッフへのरᄂ活動につながったと思います。

＜活動内容・業務内容＞

入ۡ患者さんの఍事の提供・栄養管理

外来患者さんの఍事・栄養指導、栄養相談

人間ドック受診者の఍事提供

＜今後の課題＞

　今年度はބޖによる労災が2件ありました。調理中やಸ௺作業中にࡧこる事ঠを未೓

に防止するため、労働環境を整備することŁ5ǯ活動が重要であると考えます。安全な

職場環境の構築に力を෉ぎたいと思います。

ᅤࠣ理部܉
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リハビリテーション部　部長　థ　ᅣ一
＜本年度の取り組み＞

　઀年同様、チームアプローチを大切にしリハビリテーションを実施しました。脳త経

外科、リハビリテーション科で行っていたޑ診後のカンファレンスを内科、泌尿器科、

త経内科の医師にも協力をして෴き実施しました。治療目標や他部ᄑとの情報共有も積

極的に行うことができチーム医療がますます充実してきていると思います。

　コロナで中止していましたୣ宅訪問や家族との面談などを再開する事ができました。

数はまだ少ないですが少しずつコロナ前に戻りつつあると感じます。

　数年に一度の病ۡ機能評価機構受ఒやৎ生局の立ち入り調査などありました。病ۡ機

能評価の更新や立ち入り調査での大きな指導事項など無く࿱ඦの運営が正常であると第

જ者から評価していただき大変うれしく思っております。

＜業務内容＞

　令和5年度は療法士名（44）、マッサージ師2名で業務を行っております。

　青雲会病ۡにܷいては入ۡ・外来患者へのリハビリテーションの提供。青雲荘にܷい

ては入所利用者へのリハビリテーション、在宅訪問リハビリテーションの提供。また医

師、看護師、MSXをৄえてのカンファレンスの౏行、運営、自宅訪問を行い家ݎ調査や

ୣ宅改修、サービス利用への助঒などを行っています。

＜今後の課題＞

　コロナ感ಹ௏が第5類になりましたが、まだコロナ前のような活気はないと思います。

コロナ禍で様々なことが୴小され、患者家族や外部とのৄᆔがႄげられました。来年度

は、ୣ宅訪問や家族面談などの実績を向上させる事。職員教育にܷいても、ۡ外研修に

積極的に働きかけるなどリハビリテーションの質の向上を目指していきたいです。

リハビリテーション部
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薬ࣟ長　ື܊　ৰྰ
＜本年度の取り組み＞

　在ঝ管理の最適化を取り組みました。不動在ঝをリストアップして、返࿚などをおこ

ない、期ঔ切れをなくしました。

　新型コロナのᆔ行が続いており、感ಹ防止に努めました。ۡ内でのアウトʮレイクも

。こらず、管理できたと思いますࡧ

　今年度は適時調査・病ۡ機能評価があり、書類の整理を行いました。

＜活動状況、業務内容＞

ϱ　入ۡ患者への内ဎ・෉射の調剤

ϲ　ஐ方のࡹࡷ௎会

ϳ　入ۡ・外来の化学療法の਼෉。新患へのဎ薬指導

ϴ　各委員会への参加「ICT・医療安全・ᰡᣌ」

ϵ　入ۡ患者へのဎ薬指導

϶　調剤薬局との情報共有

Ϸ　薬科大学からの実習生を１名受入れ

ϸ　新型コロナワクチンの配送業務

＜今後の課題＞

　新型コロナ感ಹ௏が5類へ移行したことで、ޣの感ಹに対する行動が緩くなったと思い

ます。改めて感ಹ予防の大切さ、重要性を再認識させたいと思います。

　また、今後のアウトʮレイクに備えて、௉ຽ薬・医薬࿚の準備を行いたいと思います。

　薬剤師３名での業務が続いています。ႇしい日々ですので、調剤過িをࡧこさないよ

う気を付けたいと思います。

　ۡ外での研修会・XFB勉強会への参加を積極的に行い、自己研Ⴍに努めたいと思います。

　医薬࿚の不足が続いており、医師・患者へწላをかけないよう情報収ୠに努めたいと

思います。

薬　ࣟ
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放射線科　科長　ෂ村　ऋᄓ
＜本年度の取り組み＞

　大型装置を有する放射線科は、電気代高ຣ対策として装置の稼働体制を見直しಣ電を

心ߙけました（SEHtの取り組み）。1年間を通して電気使用ᆲの削減に貢献できたと思

います。働きڹい環境作りを目指し、業務や動線、スタッフの人員配置の効率化を行い

ました。放射線科スタッフの有給取得率も平均90&となり、働きڹい環境を作れたと思

います。

　また個々の能力向上としては、૝格取得・講習会への参加等にᇋみました。その中で

も૱気共ხಮᄑ技術者・マンモグラフィ撮影認定技師の取得など໧ڹ度の高い૝格も取

得し、より良い検査・画ജの提供ができるよう努めました。

＜業務内容＞

　・Y線撮影（一ཾ撮影・ポータʮル・歯科口腔外科）

　・マンモグラフィ（2E・3E）

　・ਬ密度測定

　・透視（௉化管・整व・ࠨගᫍ・泌尿器・術中透視）

　・CT（単஋・ഢ影）

　・MRI（単஋・ഢ影）

　・画ജ出力ğ取ਮ・ܳߒ຿影

＜活動状況＞

　・2023年6月ć医用画ജ管理システム（PACS）更新

　・2023年6月ć胸部YPސ析ʕフト（CYR.AIE）導入

　・2023年6月ć結石破砕装置更新

＜今後の課題＞

　働き方改革・タスクシフト・シɿアの1つとして放射線技師による緊急௏例の຿影ၒ

助（STAT画ജ所見報告）の課題が挙げられています。当ۡはࢗ急告૲病ۡとして෇ᄕ

問わずࢗ急ଠのུ入があります。医師の画ജ診ඣのၒ助として技師個人の຿影能力を高

め、ᄕ間・࢑日等もしっかりサポートできる体制を作りたいと思います。

放射線科

検査部ᄑ
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臨床ॳੈ科　科長　܊๜　మ
＜取り組みと反省＞

　今年度は、ʰリコバクターʬロリ検査をコスト削減のため、ॠ中検査から尿中検査へ

変更しました。そして、前ஐ理ഀ作が大変でしたが、脳外科医からگᅲされていた˸E

グルカン検査を令和5年7月からۡ内開始することが出来ました。それから、令和6年3月

からカンʬロバクターによる急性෬炎のৣঈキットを採用しました。

　最後に、઀年の年報にもお知らせしましたが、最大の課題であった15年以上使用して

いたᆽ床検査システム(Pmbujovn.1)の更新と10年使用していた生化学自動分析装置の更

新を、今年度成し౏げることが出来たことが非常に良かったと思います。しかし、ᆽ床

検査システムの更新時にୠ中しすぎて診療科への配ᆞが足りずにごწላをおかけしたこ

と、また、生化学自動分析装置の更新前のঠ障や更新後のトラʮルで医師ူびに看護師

へ大変ごწላをおかけしたことが反省材料となりましたので、次ޑの更新へ活かしたい

と思います。

　当初は、ᆽ床検査システムの更新が、こんなにも大変な事だとは思ってもいませんで

したので、現在も不具合が発生している状況ですが、次へのスタッフにもしっかり๙達

をしたいと思います。

＜活動状況＞

・令和5年4月、ॠ中から尿中ʰリコバクターʬロリ検査へ変更

・令和5年7月、˸Eグルカン検査のۡ内開始

・令和5年8月、鹿児島県医師会౼度管理の実施

・令和5年9月、日本医師会౼度管理の実施

・令和5年12月、新しいᆽ床検査システム(Pmbujovn.1)を導入開始

・令和6年1月、脳波検査を鹿児島大学と同じᄾ導法へ変更

・令和6年2月、ᄪॠဋ作用をಘ୥字ॠܕセンターへ報告

・令和6年3月、令和４年のアンチバイオグラム作成

・令和6年3月、カンʬロバクター急性෬炎ৣঈキット採用

・令和6年3月、新しい生化学検査機器(BM.[FRP)導入準備開始

＜今後の課題＞

　少ા高齢化社会による影ࣗなのか、２月からᆽ床検査技師の採用ၕୠを出しているの

ですが応ၕがなくఠਟな課題となっています。઀年Ⴢに今年度の新ല者のၕୠをしな

かったことが大きなঈۚだと思いますが、現在人手不足をฅ感しているため、フルタイ

ム勤務にこだわらない人材確保が必要と感じています。

臨床ॳੈ科
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ʡʛʇ部ᄑ

ఱ࠰ʡʛʇ部部長　܊࠾　əȳȴ
＜本年度の取り組み＞

　人間ドック、脳ドック、生活習ࠑ病予防健診、労働安全ܒ生法による健康診ඣなど受

診減少とならないよう取り組みました。

　研修会、学会等に参加し知識技術の向上に取り組みました。　

　その他、感ಹ防止対策、検査ڨ内書類の見直し、人間ドック఍セルフサービス、イン

ボイス対応など行いました。

＜活動状況・業務内容＞

　受診数については、例年通りの検査数と受診数をड़め年間の計画を立てました。予約

ड़定しても急用や体調不良等で日า変更となる受診者が、未受診とならないよう対௣の

方々に受診ࠅயを行い受診に繋げました。

　また、受診者ひとり一人にූ໿な対応とಞऎ、ಮᄑ医による診ඣと画ജのダʮル

チɿック、受診者のライフスタイルを考ᆞした生活指導や保健指導、職員間の連携を密

に行い安心安全な検査環境にも努めました。

　結果、今年度は前年より60名多く7,514名の受診数となりました。

　研修については、健診事務セミナー(基ೣ၂) 人間ドック健診情報管理指導士ʮラッ

シュアップ更新、超ݙ波部会での௏例発表　健診超ݙ波認定取得など多くの研修に積極

的に参加しました。そして、その報告を行い、情報共有を図り業務に生かせられるよう

にしました。

　その他、予約から検査の実施、結果報告、そして請࢙までの健診全体を通し、受診者

や健康保険組合、共੟組合、企業等と問題なく୒ᆡさせることが出来ました。

＜今後の課題＞

　今後も安心安全、そしてఒᅲされる健診を提供できるよう努めたいと思います。

ఱ࠰ʡʛʇ部
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医療安全ࠣ理ൎ઄ଆ長　小ൢ　ɠȥɤ
＜本年度の取り組み＞

　本年度は、ୋৎ生局の適時調査、病ۡ機能評価受గがあり、ৢただしい年でありまし

たが、マニュアルの見直しや施設基準おける「医療安全管理室の管理」の重要性を再認

識しました。病ງ・外来と人手不足で大きな事ঠが発生するのでないかと不安でした

が、理事長・ۡ長・看護部長と入ۡ数の調ಣや他部署の協力体制で有害事௣の発生はあ

りませんでした。

　医療安全管理者の役割として患者さんや職員にとっても、ルールを஍ଳする事などの

安全確保に努めてきました。

＜業務内容・活動状況＞

　ϱ 医療安全管理対策室カンファレンス（Ⴔଢ଼౉曜日開催）

　ϲ インシデント、アクシデント報告分析・再発防止の取り組み

　ϳ ۡ内ラウンドチɿック

　ϴ 各所മのリスクマネジャーの取り組みへの参加や相談

　ϵ 安全管理における教育研修（新人・看護部ᄑ・看護ၒ助者　シルバー等）

　϶ 姶良・ੂڭ　医療・看護情報ネットワーク

　Ϸ 部ᄑ・ミニリスク会

　ϸ 医療安全対策地域連携加算の実施

　　　　　　　　　　加算１　連携機関施設　国立機構໤ࣻୋ病ۡ

　　　　　　　　　　加算２　連携機関施設　加治ᄄ温泉病ۡ

＜今後の課題＞

　ǟǫǲǥǠ−19が5類感ಹ௏となり、面会等が緩和となりましたが、新たな安全・感

ಹ管理の取り組みが必要となってきます。安全・安心な医療の提供のために、安全で効

率的な業務改善につなげられるように、職員一人ひとりが安全意識を持って業務を実೉

できるよう活動しています。

　その為にも研修会など参加し安全管理のスキルを向上に努めていきます。

医療安全ࠣ理ൎ઄ଆ

療ૢ務・ࠣᆅ部ᄑۇ
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ଆ長　೐ঈ　健作
＜本年度の取り組み＞

　本年度は、地域連携室に看護師を配置し、入退ۡ支援の強化を行いました。医療分ᄘ

に長けている看護師配置により、医療度の高い患者さんの退ۡ支援もスムーʒに行える

ようになりました。更に医師、看護師、リハ等多職種ޑ診を診療科Ⴔに始め、情報の共

有化・多職種連携強化に繋がりました。

また入退ۡ支援加算２の算定を開始し、より安心して当ۡに入ۡしていただけるよう支

援体制を作りました。

　コロナも５類となり、ࣷᆿの医療機関や施設等との連携も密に行えるようになりまし

た。Ⴔ月の訪問活動にも力を入れることで地域連携を強化しました。

　本年度は、新しい取り組みを通じて多くの経験を積む事が出来ました。ただ仕事をす

るだけではなく、たくさん考え行動し充実した１年でした。

＜活動状況、業務内容＞

　（状況）

　　・相談対応　5162件/年

　　・地域連携訪問件数　ܤべ174件/年

　　・介護支援連携指導料　30件/年

　　・入退ۡ支援加算２　288件/年　

　（業務内容）

　　・地域連携業務（௘介・ࢍ௘介に係る業務、訪問活動）

　　・下ࡥ内容の相談対応・調整

　　　医療費等の経੟的なことについて

　　　退ۡ後の生活について

　　　๖ۡや施設入所について

　　　福祉制度について(介護保険等)等の相談業務

　（その他）

　　・姶良市「脳をই気にする教室（認知௏予防）」の開催

＜今後の課題＞

　次年度より「入退ۡ支援センター」を開設し、今まで以上にスムーʒな入退ۡ支援が

出来るよう努力して参ります。

　入退ۡ支援加算１の算定に向けて本年度１年かけて実績を積み重ɇてきました。ひと

つ上の加算算定を目標にޣでࡂෟっていきます。

　地域連携業務も引き続き、訪問活動を通して݁の繋がり・顔の見える連携強化に努め

て参ります。

ᇦ़ଆۊ地ކࡅ
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総務部長　ཝෂ　ൗ࣋
＜本年度の取り組み＞

　コロナ禍を積極的に行動したことで得た経験を活かし、本年度も現場第一主ࡹで行動

しました。日々同じような業務の中においても、常に改善点や効率的に仕事をする為に

はどうするかを考えながら取り組みました。職員が働きやすい環境を整え、事務職員で

無ければできない業務に自ఒとপりを持つことが出来ました。

＜業務内容＞

・施設基準の管理・医療用機器及び医療ガスの管理・医療廃棄物管理

・電ાカルテ及びۡ内ǨǝǪのシステム管理・設備管理・委託業者管理

・契約管理・医局や大学に関する事項・ड़੟・ᥤ議に関する事項、経理部ၒੂ業務・未

　収金管理業務・ۡ内行事に関する企画運営（各委員会との連携）

・人事労務管理・社会保険に関する事項・福利ৎ生・ࠁਵഒ祭に関する事項

・法務に関する事項　・公印管理・選挙管理・広報に関する事項

・防火、防災、防犯に関する事項・理事会・社員総会の運営

・4月〜9月コロナに関する現場改善策・ၒ助金申請

＜活動状況＞

　4月に新入職員24名を受け入れて新年度がスタート。コロナ禍で新ല者は実習もまま

ならない状況だった為、教育担当者が研修内容を１か月間の長期にわたり充実させ活動

してくれました。また、管理職へのீ格者も4名いましたので、ீ格者研修を開催し、自

ఒを持って業務に取り組めるよう講習を行いました。

　コロナ感ಹ௏も５類感ಹ௏へ移行され、少しづつコロナ前のように患者も増え状況も

改善すると思われましたが、職員の退職や育児࢑暇等も重なり、特に下期は職員不足に

༎まされました。ハローワークはもちろん、自ۡʳームページや௘介会社もフル活用し

ましたが、なかなか成果が得られず、1月には県内の高৫13৫とಮᄑ学৫4৫を訪問し、

担当教員の方々に話をળい、今後に繋げる為の活動も行いました。しかし、令和6年3月

まで人手不足はސ௉されず、やむを得ず入ۡ患者の受入制ঔも取られ、総務部としての

ಗ任を感じ反省し、今後の大きな課題とനえております。

　このようなこともあり、理事長の提ڨで、看護師においては、今後はய学金制度でႴ

年５人受け入れることになりました。今ޑのような事態を発生させないよう引き続き࢙

人活動に尽力します。

　コロナ感ಹ௏関連では、ྃઔだったၒ助金申請書類作成・実績報告書作成等も５類感

ಹ௏へ移行したこともあり、ર務ஐ理のみとなりました。発༂外来として活用してきた

ᆽ時のプレハʮも3月Ⴢで役目を୒え、令和6年4月ഁ々には้去し外来ාଠ場をইの状

態に復ࢤさせました。

総務部

ૢ務部ᄑ
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医事課長　野๜　์ိ
ఫ療௶報ࠣ理ଆ主任　๿Ⴈ　ஶ幸

＜本年度の取り組み＞

・ࣻୋৎ生局の適時調査、病ۡ機能評価の受గなど大きな行事がありました。現場のಗ

任者が中心となって対応し、大きな指฾事項などもありませんでした。これまで適切

に業務を行ってきた結果であり、私たちの自ఒになりました。今後も病ۡ経営を担う

部署としてপりを持ち業務を౏行します。（医事課）

・EPCデータの提出等の業務をඵ滞なく行うことができました。診療ሃに関連する各種

書類のࡥ੪内容を点検し、ࡥ੪不備に関して適時報告を致しました。ࣻୋৎ生局の適

時調査、病ۡ機能評価の受గし、大きな指฾事項はありませんでした。日々の業務の

大切をฅ感するとともに、各規定・要৻の見直し、診療報酬算定要件の確認、各種書

類の内容見直し等を適時行わなければいけないと気づかされたこともありました。本

年度の経験を生かして今後もপりを持ち業務を౏行します。（診療情報管理室）　

＜活動状況、業務内容＞

・受付、電話対応、診療報酬請࢙、外来・病ງ担当者業務、入ۡڨ内・診ඣ書申ਮ書・

自費コスト料金の見直し、実習受入れ、歯科オンライン૝格システムの導入、ࣻୋৎ

生局適時調査、病ۡ機能評価更新గ査、国分生協病ۡ施設見学受入れ。（医事課）

・診療情報管理室の主な活動は、診療ሃの点検、円滑な運用管理、診療情報の収ୠ・開

૲、正確なEPCデータの提出等があります。令和５年度はࣻୋৎ生局適時調査、病ۡ

機能評価更新గ査があり、関連項目に対して適時対応しました。（診療情報管理室）

＜今後の課題＞

・診療報酬改定に向けた施設基準の新規届出の検討。診療報酬に関する知識・能力を高

め、病ۡ経営に寄与する。研修会の参加など。（医事課）

・EPCデータより診療情報を可視化して適時報告し、経営課題の可視化、経営改善に繋

がるような業務ができるよう努めていきます。

診療ሃの質向上の為、診療ሃの質的点検項目をც確化し、チɿックシートを作成し、

ሃの重要性、大切さをୈ知できるよう努めていࡥ、を的確に行いࡧ੪内容の問題提ࡥ

きます。（診療情報管理室）

医事課Ćఫ療௶報ࠣ理ଆ

　今後は、これまで取り組めなかった設備改修や各種更新手続きに目を向けられるよう

になります。引き続き助成金やၒ助制度等を活用すべく、医療にঔらず関係機関の情報

収ୠに努めます。

＜今後の課題＞

・人材確保（全ての職種）

・外国人労働者受入準備（R6年5月2名、9月4名入職予定）

・設備更新（老健施設20年、病ۡ16年経過）
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主任　ટత　ణࡢ子
＜本年度の取り組み＞

　総合目標である「多くの経験をして人生に自ఒとপりをもとう」の঒ᅝのように、本

年度はࣻୋৎ生局の適時調査や病ۡ機能評価の受గ対応などࡦ重な経験をさせていただ

きました。また、それに伴いマニュアルの点検や見直し、質問要৻への対策などスタッ

フ一丸となって話し合い、無事、大きな指฾事項なく୒えることができました。また、

カンファレンス参加増大に伴い、他部署との連携がさらに増え、入退ۡ支援や書類作成

などの事務作業が円滑に進み、఻ബに対応することができ、医師の事務負担軽減に貢献

することが出来たと思います。新しい業務にྦびਮむことはᄮ気がいりますが、経験す

ることで、自ఒとপりをもつことができました。

＜活動状況、業務内容＞

・診ඣ書作成

（生命保険診ඣ書、介護保険主治医意見書、自༹ಗ・労災஥病手当診ඣ書、身体障害者

診ඣ書など数୥種類の書類に対応）

・外来診療ၒ助（カルテ代行入力など）

　現在、内科・ঘ࢓器科・脳త経外科・整व外科の医師に対応しています

・各カンファレンスに伴う書類、議事ሃ作成など

・入退ۡ関連業務（情報提供書作成、௏状௢ࡥ作成など）

　医師以外にも他部署と連携し、ഁ期に対応することができました。

・がん๨ሃ・日本外科学会手術௏例๨ሃ（OCE)・脳త経外科学会௏例๨ሃ（KOE）など

の医療の質の向上に૝する事務作業（年間200〜300௏例のデータ対応）

＜今後の課題＞

　令和6年診療報酬改定でも、医師事務作業ၒ助体制加算の引き上げがあります。また、

医師の働き方改革により、少しずつですが、任されることが増え、医師事務作業ၒ助者

としての業務߄大が今後も見ਮまれます。

　チーム医療の一員として、どんな事でも「まずはやってみる」の౼తで、୨໦に対応

できるよう、引き続き、学びと経験を積んでいきます。

医師事務作業ၒ஝
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医療安全ࠣ理ൎ઄ଆ長　小ൢ　ɠȥɤ
＜目的＞

　本委員会は医療に係わる安全確保と質向上を目的とし医事ঠ発生時の適切な対応と医

療事ঠ等のঈۚ分析及び再発防止策の検討・実施を行っています。

　また、患者・家族に安全、安心な医療提供を行う為の職員教育を高めています。

＜開催日＞

Ⴔ月第4౉曜日

＜構成メンバー＞

・委員長ć島内ۡ長　・ဋ委員長ć今村ဋۡ長・ື܊薬局長　書ࡥć前ঈ健作

・医療安全管理対策室長ć小ൢ　ɠかり　　

・各所മ長

＜活動内容＞

・医療安全管理対策委員会（月1ޑ）

ۡ内でࡧきた各部署のインシデント・アクシデントの対応、対策の確認、協議してい

ます。また、ಮᄑチームからの安全に関する情報提供をもとに、実੫の現場で確認を

行い事ঠ防止策の改善に努め協議ड़定したことは、関係各部署へ通達し、スタッフの

安全に関するࡇ機意識を高めています。

・医療安全対策地域連携加算の実施

　加算１　連携機関施設　国立機構໤ࣻୋ病ۡ

　加算２　連携機関施設　加治ᄄ温泉病ۡ

・ۡ内研修　

　5月　電ાカルテ時代の医療೪௟！　（ম問）ڈ৳医師

　2024年1月　島内ۡ長　　3月医療放射線管理　中村放射線科長

・医療安全管理室カンファレンス　（ଢ଼1ޑ開催）

　　医療安全に係る取り組みとその評価を行う。

・リスク情報の発行

　インシデント、アクシデントに対して全職員が情報を共有することで、安全に対す

る意識の向上を目指し、リスク情報を提供しています。

・医療安全研修会（年2ޑ）　

　病ۡ全職員の安全意識を向上させるため、研修計画を策定し開催しています。

・ۡ内ラウンド

　医療現場に಺むリスクを把握して医療環境の調整を行うことを目的に、定期的に安

医療安全ࠣ理ൎ઄ۙڳ会

会ۙڳହ߂
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全点検の巡視を実施しています。

・各部署の医療安全推進月間の活動

＜反省と今後の課題＞

　今年度は有害事௣となる問題は発生ありませんでしたが、薬剤に関するインシデント

発生が઀年度と྘べ増えており、基本的な確認行動がなかった事や自部署内でのルール

がଳられていなかった事が要ۚでした。個人のࡇ機意識を高めルールを஍ଳさせる事を

指導し、システム的な改善は他部署と連携を図りながら対策を行っていきました。今後

は、新ۡ長を中心に施設基準改ีに伴う身体৤ഩ最小化や意思ड़定支援における取り組

みをメンバー一丸となり安心・安全な、質の高い安全管理に努めていきます。

ဋۙڳ長　܊๜　మ
＜目的＞

　感ಹ対策は、すべての医療スタッフが感ಹ予防策の必要性を認識して日常診療に実೉

することが必要です。ۡ内感ಹ対策委員会は、ۡ内における感ಹの発生防止のために対

策立ڨを実施し、感ಹ管理対策チーム(ǥǟǰ)委員会は感ಹ対策の実動部ൠとしてഁ期発

見と߄大防止に努めています。

＜開催日＞

ۡ内感ಹ対策委員会ćႴ月第３月曜日18時00分

ǥǟǰ委員会ćႴ月第４金曜日14時00分

＜構成メンバー＞

ۡ内感ಹ対策委員会ćۡ長、ဋۡ長、医局長、各所മ長もしくは代表者

ǥǟǰ委員会ć医師、看護師、薬剤師、ᆽ床検査技師、その他関係部署

＜活動内容＞

ϱ　ۡ内感ಹ対策委員会・ǥǟǰ委員会の実施

ϲ　感ಹ௏発生の情報提供と病ງラウンドによる環境監視

ϳ　サーベイランスの実施と問題点の改善

ϴ　ۡ内感ಹ対策マニュアルの改ี

ϵ　患者・職員への情報૛の作成

϶　職業感ಹ対策の実施

Ϸ　職員教育の実施

ϸ　感ಹ防止対策向上合同カンファレンスへの参加

　当ۡは、施設基準２の届出を行っているため、感ಹ対策向上加算１の届出医療機関

（ტ島市立医師会医療センター・຾立行政法人国立病ۡ機構໤ࣻୋ病ۡ）と連携し、

合同カンファレンスを年４ޑ（ޑ１は新࣓感ಹ௏の発生を೻定したथᇣ）実施してい

ます。൏性ࣳについては、ৎ生労働省ۡ内感ಹ対策サーベイランス（KAOIS）へ入力

院内ࠐಹൎ઄ۙڳ会)ǥǟǰۙڳ会*
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してから、感ಹ対策連携共通プラットフʁーム（K.SIPHF）へデータ移行して๨ሃを

実施しています。

＜反省と今後の課題＞

　当ۡは、感ಹ対策向上加算２、連携強化加算、サーベイランス強化加算を取得してい

ますが、今年度感ಹ管理認定看護師を目指す看護師が࢔੸県看護大学に合格したこと

で、ല業後感ಹ管理認定試験に合格すれば、感ಹ対策向上加算１が取得可能となり素౴

らしいことだと思います。しかし課題も多く、認定看護師だけの負担にならないように

対策を取ることが必ీと思われます。

長　小ൢ　ɠȥɤۙڳ
＜目的＞

ϱ 患者さん１人１人に安全、安心な医療サービスを提供出来るよう安全管理に関する

　意識を高める。

ϲ 組織全体で事ঠ防止を行う。

ϳ  スタッフが安全に業務を行えるように安全管理における指導・教育を行う。

＜開催日＞

Ⴔ月第3火曜日（リスクマネージメント委員会）

不定期Ĥインシデントやアクシデントに対し協議が必要な時（ミニリスク委員会）

＜構成メンバー＞

委員長ć医療安全管理対策室長　

・外来ဋ師長・4階病ງဋ師長・5階病ງဋ師長・ޑ復期病ງဋ師長

・放射線科主任・薬局主任・医事課主任・リハビリテーション部科長

・検査技師主任・管理栄養部主任・人間ドック主任・透析室主任

＜活動内容＞

リスクマネージメント委員会は、ဋ師長、科長、主任及び5年以上のಮᄑ実績がある職員

を任命しており、所മ長と連携を密にし、現場で実動的役割として安全管理を行ってい

ます。

医療安全管理委員会においてड़定した方య、医療事ঠ対策、改善策等を行い現場にୈ知

่ฦさせると共に、相঱に連携した情報ৄࠓを行っています。

1、具体的な事ঠ防止策の立ڨ及び実施ならびにマニュアルの作成

2、新人職員に対する医療安全の教育の実施、職員教育　ǧǵǰĄǮǟǝ分析

3、各部署の安全管理の取り組みĤ委員会で発表

・透析室　　【ϱシリンジの準備間ۅいϲシャント૔のᢺみのある患者さんの透析中の

　　　　　　　自己སయ】

リスʇʶʥーʐʹンʠۙڳ会
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・外来　　　【ルールをଳり、実೉する〜಺んでいるリスクを見える化し、外来全体で

　　　　　　　共有する。】

・４階病ງ　【ϱۡ内ルールのୈ知　ϲインシデントレポートの共有】

・５階病ງ　【ࡇ険を予知する力をつける】

復期病ງ【内ဎ薬について】ޑ・

・放射線科　【ϱ病ງでのポータʮル撮影時の෉意点　ϲఖ൤使用時での撮影時の෉意

　　　　　　　点　ϳ手入力による間ۅい】

・薬局　　　【類ૣした新薬や薬剤の把握】

　　　　　　　調剤する੫は指さしঘ௔で確認する

・医事課　　【リスクをࡧこさない環境を作る】

・人間ドック【インシデントの内容と対策について】

・栄養管理部【インシデント事例を共有し、対策を実施して事ঠを未೓に防Ȫ】

・ᆽ床検査科【患者間ۅい、結果送ఒ間ۅいを未೓に防Ȫ。正確な検査結果を！】

・リハビリテーション部

　　　　　　【重大事ঠを防Ȫために、ルールの意Ⴭを理ސし小さな気づきも報告・共

　　　　　　　有する】

＜今後の反省と課題＞

　各部署のリスクマネージャが自部署の安全管理の取り組みや教育の実੫を報告する事

で医療安全管理における重要性が߄大したと思います。

　リスクマネージャは他部署との情報共有し知ることが病ۡ全体の対策に繋がってきま

す。共に連携し、より安全な医療を提供できるよう令和6年度は「質の向上」をテーマに

取組んでいきます。

ટ　əɃɤ܊　長ۙڳ
＜目的＞

ᰡᣌの発生予防とഁ期治療を目指して活動する。

＜開催日＞ 第４火曜日

＜構成メンバー＞ 平๜医局長・（4階・5階・6階）看護師、薬剤師、栄養士、リハビリ

＜活動内容＞

１、日常生活自立度Ǟ・ǟランクの患者さんに対し、ʮレーデンスケール・ᰡᣌ診療計

画書の作成　（月１ޑの見直しと再計画）

2、患者さんに適した体圧分ઢఖ具の選൰（Ⴔ月各病ງで使用状況管理）

3、ᰡᣌ発生患者さんのᰡᣌの計測、評価、治療選൰とଢ଼1ޑの医師とのᰡᣌޑ診（Ⴔଢ଼

ଖణ撮影とǠǡǯǥǪ−Ǯ2020にܨって計測を行い治療の評価、修正を行う）

4、年１ޑのۡ内勉強会の開催と௏例発表（全看護師参加）

5、ۡ外研修参加

ᰡᣌۙڳ会
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6、ᰡᣌのある患者さんのᰡᣌ報告書の作成

7、Ⴔ౉/ଢ଼、他職種によるᰡᣌޑ診

＜令和5年度ᰡᣌ発生状況＞

ۡ内発生　6件

ۡ外発生　41件

　前年度と྘ߏし、ۡ内発生は約཰分に減少しましたが、ۡ外発生は約２༰に増加して

おり、ᰡᣌ患者数としては増加していました。

＜反省と今後の課題＞

・適時調査及び機能評価で、指฾された新規ᰡᣌ発生患者に対し、人数の把握だけでな

　く、発生率をだしていきます。

・6月からの診療報酬改定に伴い、発生時のᰡᣌの状態と退ۡ時の状態をცࡥしていきます。

長　਱村　əȴɕۙڳ
＜目的＞

　定期的に外来・病ງでアンケートを実施し、患者や家族への対応の෉意点や業務の改

善を検討する。

＜開催日＞ Ⴔ月　第2ᄄ曜日

＜構成メンバー＞ 各部署代表者

＜活動内容＞

入ۡ患者満足度調査・報告

外来満足度調査・報告

外来൒ち時間調査　(年2ޑ)

＜今後の取り組み＞

入ۡ満足度調査ć年2ޑ

外来満足度調査ć 年2ޑ

外来൒ち時間調査ć年2ޑ

会ۙڳଞʍービスࠏ

ݸౌ　長　ఝટۙڳ
＜目的＞

　入ۡ患者のಟ఍Ꭷ下機能、口腔ܒ生状態の評価を実施し、適切な఍事व態の提供、口

腔ケア実施により安全な経口ಟ取の実現やিᎧ性肺炎の予防を目指します。また、年4ޑ

の勉強会を実施し多職種間でのಟ఍Ꭷ下機能に関する知識向上、情報共有行い共通認識

ಟ఍Ꭷۙڳݚ会
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を持ち患者さんの口腔Ꭷ下機能向上を図ります。

＜開催日＞

Ⴔ月第2火曜日　13ć00〜

＜構成メンバー＞

ರۈ๜善ാᇾ医師、୧Ot、ຄOt、܊๜Ot、長ᄘ（管理栄養士）、࡭๜（口腔外科）、

石ຨ科長、Ꮌ生主任、ఝટST、中村PT

＜活動内容＞

ϱ 勉強会の開催

　িᎧ性肺炎予防のために口腔ケアが必要であること、実੫の口腔ケアの手ஏ・必要

物࿚・෉意点、口腔ケアに関する病ງスタッフの意識調査など口腔ケアに重点を置い

た内容を実施しました。

ϲ 各病ງでのಟ఍機能療法の算定

　઀年度より引き続きಟ఍機能療法の算定を実施しました。GIM・GPISの活用、ಟ取

状況を共有し他部ᄑ間で患者さんが安全な経口ಟ取を継続できるように連携しました。

ϳ　口腔ケア่ฦに向けた取り組み

口腔ケアマニュアルの作成、口腔ケア用࿚自費コスト導入に向けた検討、口腔ケアを

実施した方にřマークをつける新たな取り組みを開始し、口腔ケアの必要性を発ఒし

意識改革向上、実施ޑ数の増加に繋げました。

＜反省と今後の課題＞

　઀年まで委員会の中で実施していた勉強会を病ۡ全体に発ఒする方法を検討し、今後

は病ۡ全体でಟ఍Ꭷ下や口腔ケアに関する知識・ಮᄑ性の向上を図っていく必要がある

と思います。看護師によるಟ఍機能療法の算定は、件数が増加し内容も充実してきまし

た。引き続き、対௣患者の選定を఻ബに行い、必要な患者に介入するように他部ᄑで連

携を図っていきます。口腔ケアに関しては、手ஏ・必要物࿚・෉意点をまとめラミネー

トし、各病ງの口腔ケアワʌンଠに掲૲し、උが実施しても同じレベルの口腔ケアを提

供できるよう技術の一࠭性向上に努めました。マニュアル作成の必要性は高いので来年

度より運用できるよう準備中です。口腔ケア用࿚の自費コスト導入は見送り、স家族に

ケア用࿚を持参して෴くよう๙える、ۡ内の試供࿚やガーʔを使用していく方యとなり

ました。しかし、身寄りのない患者、家族がܳ方でケア用࿚が届かない患者など特例が

発生する可能性もあるため、件数が多い場合は自費コストの導入を再検討していく必要

性があると思います。引き続き、口腔ケアの่ฦを図ることに加え、఍事姿勢や఍事場

面における環境設定などの見直しも図っていきたいと思います。
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（子ࡢڃ　長　ರ野ۙڳဋ）長　๿内　౷樹ۙڳ
＜目的＞

Џ　患者の栄養管理に関すること。

А　患者給఍の管理に関すること。

Б　栄養఍事指導に関すること。

В　患者給఍及び給఍୦事者のܒ生管理に関すること。

Г　その他栄養管理部の管理運営に関し必要な事項

＜開催日＞　Ⴔ月第４౉曜日　13時30分〜

＜構成メンバー＞　医師・各部署の所മ長

＜令和5年度の活動内容＞

・栄養に関するरᄂ活動

・఍中ຽ予防のための情報提供

・経管栄養఍の最新情報提供

・行事఍の௘介

・診療報酬改定に伴う変更事項の連絡

・ృ房機器、఍器等の選定やメンテナンス情報

・ヒヤリハット・インシデントの報告と対策　など

会ۙڳᅤࠣ理܉

臨床ॳੈไ౷ۙڳݛ会　ۙڳ長　܊๜　మ
＜目的＞

　ᆽ床検査適正化委員会（ᄪॠ療法を࠸む）は、ᆽ床検査が正確かつ఻ബに実施し、報

告されるようにすること、また、検査科と各部署が円滑に業務౏行できるようにするこ

とが目的です。

＜開催日＞　Ⴔ月第３月曜日18時00分

＜構成メンバー＞

ۡ長、ဋۡ長、医局長、各所മ長もしくは代表者

＜活動内容＞

R5/4月ć入職時健診(Ⴏఢ・ဇఢ・ムンプス・౉ຏ帯状)の検査を健診IhHから౼密

　　　　 IhH(FIA)へ変更

5月ćోნ時無ঘ࢓検査౼密の入ۡ時コロナ検査はᄭಪして実施گᅲ

6月ć੧ࣳ検査技師の働き方改革のお知らせ

7月ćॠܕ༱養ボトルへの検体ラベル๒付方法の改善گᅲ

8月ćᆽ床検査センターから病理組織੧ၲ診検査システム更新のお知らせ

臨床ॳੈไ౷ۙڳݛ会
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長　ஜᄄ　षۙڳ
＜目的＞

　看護職員１人１人がಮᄑ性をႭき、患者さんに質の高い看護ケアを行っていけるよう

に知識をఠめる。

＜委員会開催日＞　第１౉曜日　

＜構成メンバー＞　ဋۡ長兼看護部長、看護部所മ長

＜活動内容＞

　看護師としての成長を目指し、クリニカルラダーを「4ඦ階」にしてそれȸれのඦ階で

目標を持ち、レベルアップする取り組みを行いました。

　年間教育を立て、ラダーѐにラダーёが、ラダーёにラダーђが看護実೉モデルとし

て、リーダーシップを発揮し、研修を取り入れる事で人材育成を行ってきました。

＜反省・今後の課題＞

　年間教育を立て、研修を行ってきましたが、全員が研修を受けられない月がありまし

た。ラダーѐ、ё、ђで年間計画を立てましたが、ラダーђに対してのレベルアップ研

修が出来ていなかったと感じています。

　次年度はケリニカルラダーを5ඦ階にし、さらに目標が分かるように変更します。

　学研によるf.ラーニング研修を取り入れ、各レベルに合わせた研修ができるように年

間研修を計画します。

看護部ۙڳۋ࣋会

9月ćᄪॠ用ॠܕ౿剤の定期၆配達のお知らせ

10月ćࣻୋৎ生局適時調査の結果報告

11月ć病ۡ機能評価の結果報告

12月ć日本検査ॠܕ学会よりࣛঙ検査のܳ心௸件変更のお知らせ

R6/1月ćTSHハーモナイʔーション実施予定のお知らせ

2月ć令和6年度診療報酬改定のお知らせ

3月ć特定健診検査項目の保健指導཯定値変更のお知らせ

＜反省と今後の課題＞

　今年度のᆽ床検査適正化委員会では、上ࡥ内容を中心に情報提供しました。日本医師

会౼度管理調査と鹿児島県医師会౼度管理調査の結果があまり良い評価ではなかったこ

とは課題ですが、これは検査科の生化学自動分析機器のᇚ化やTSHハーモナイʔーショ

ン報告を見ພしたためと思われます。よって、令和6年4月に最新の生化学自動分析装置

へ更新とハーモナイʔーション設定をすることが出来ました。今後の課題は、検査科も

課題としていますが、最ࣷのインシデント発生は人手不足が影ࣗしているのではなかと

॰念しています。
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会　ෂಀ　൬郎ۙڳ
＜目的＞

　患者・家族の全体ജをനえた的確なࡥሃができ、患者中心のより良い看護提供に努め

ます。また、看護ケア実೉とその適正を௠ცするため、適切な表現を用いࡥሃができる

よう努めます。

＜委員会開催日＞

第2ᄄ曜日/月

＜構成メンバー＞

外来看護師　病ງ看護師　透析看護師　診療情報管理士

＜活動内容＞

ϱ　看護ࡥሃ監査

　・　看護ࡥሃ基準に基づいた的確なࡥሃができているか確認

　・　看護計画にܨった看護ࡥሃの่ฦ

　・　主ࠫ的なࡥሃとならないように適ࡱ指導

　・　看護のࡥሃ(検査¦手術のತც、病名告知、ܤ命)指導

　　　　→患者・家族の೻いや、同意・受容が適切にરせているか

ϲ　重௏度、医療・看護必要度の評価とࡥሃの整合性を確認

ϳ　ۡ内における看護関係の文書஻認

ϴ　ۡ内看護マニュアルの定期監査

　　(部署Ⴔに割り当てられたマニュアルを１ޑ/年監査)

ϵ　看護計画テキストの見直し(ฃ加・修正等)

϶　看護必要度の監査(事実と一致した必要度が評価されているか)

Ϸ　新人・中๫採用者フʁローアップ研修ć１ޑ/年

＜反省と今後の課題＞

　患者の状態に応じた看護計画の適ࡱ修正・ฃ加が୥分にできていない状況にあり、現

状に合った計画の立ڨ・修正ができるよう引き続き働きかけていきたいと考えます。ま

た、令和6年度において診療報酬の改定に伴い、重௏度、医療・看護必要度の基準や変更

があるためそれに向けた新人看護師の研修内容の見直しや病ງにおける変更時に適切に

対応が行えるようにいきたいです。

看護ࡥሃۙڳ会
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（ć๿Ⴈ　ஶ幸ࡥங）長　๿内　౷樹ۙڳ
＜目的＞

診療情報の円滑な管理運営

＜開催日＞

ऌ数月第4౉曜日　

＜構成メンバー＞

ۡ長　ဋۡ長兼看護部長　総務部長　看護師長　

リハビリテーション部長　医事課　診療情報管理士

＜活動内容＞

診療ሃの書ૺ๨ሃ及び書ૺ変更๨ሃ

診療ሃࡥ੪時の෉意

診療ሃの監査

＜活動状況＞

　日々の診療ሃの点検、各部署からの書ૺ๨ሃ変更を受けています。

　問題点があれば、診療ሃ委員会へ問題提ࡧし、診療情報が円滑に管理できるようにし

ています。また、ICEに基づいたଊ病ຕ計を作成しています。

＜反省・今後の課題＞

　書類の見直しを実施予定していましたが、多くができませんでした。来年度も引き続

き、各部署の協力を得られるように尽力いたします。

　診療ሃの質的点検項目をც確化し、チɿックシートを作成し、ࡥ੪内容の問題提ࡧを

的確に行い、診療ሃ・看護ࡥሃ等の質向上に向けて尽力し、ࡥሃの重要性、大切さをୈ

知できるようにしていきます。

　電ાカルテを使用するうえで、電ા保ശの３ঈ則「ణ正性」「見຿性」「保ശ性」を

しっかり担保しなくてはいけません。点検、監査を通して、෉意ࡧࠇしていきます。

ఫ療ሃۙڳ会

（ć๿Ⴈ　ஶ幸ࡥங）長　๿内　౷樹ۙڳ
＜目的＞

　EPC対௣病ۡとして、各部署との連携を図り、౼度の高い診療情報を収ୠし、診療情

報の分析・評価をする。

＜開催日＞　ऌ数月第4౉曜日　

＜構成メンバー＞

ۡ長　ဋۡ長兼看護部長　総務部長　看護師長　医療安全管理対策室長

リハビリテーション部　医事課　薬局　診療情報管理士

ఫඣदယᇆ（ǠǬǟ）ۙڳ会
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長　਱村　ᄻྰ子ۙڳ
＜目的＞

　個人情報を正確、安全に取ڙい保護する事を社会的ಗ任と考え、ఙ重かつ適正な取り

。いを行うڙ

＜開催日＞　ऌ数月第４月曜日

＜構成メンバー＞　

ರۈ๜理事長、ڈ৳ಪ生、島内ۡ長、௄ঈဋۡ長、平๜医局長、ರۈ๜善ാᇾಪ生

今村ဋۡ長兼看護部長、各部署所മ長

＜活動内容＞

ϱ　個人情報保護法に関する教育、指導

ϲ　個人情報保護法に関する業務の見直し、検討

ϳ　外部との連携に関する事等

＜反省＞

　個人情報保護に関する重要な問題点はありませんでしたが෉意しなければならに事は

。いますۅつかありました。個人情報保護に関する知識はあっても一人一人の意識はࡐ

新入職、実習生には、個人情報保護のᇷ܌は、病ۡにとってఒᅲ感や႐大なഹ害をྡる

事を๙え防止し出来ました。

＜今後の課題＞

個人情報もデジタル社会の発展に伴い、個人情報の利用がුしく߄大しています。個人

上保護のᇷ܌は、重大な問題となる為厳重に取りڙわなければなりません。何らかのト

ラʮル等があれば、担当者へഁ急に報告していきたいと思います。

খఱ௶報။護ൎ઄ۙڳ会

＜活動内容＞

EPCの経過報告、データ提出の状況報告

＜活動状況＞

データ提出の状況報告を受けて、問題点があれば対応しています。

年4ޑEPCコーディング委員会を行っています。

＜反省・今後の課題＞

　EPCデータ提出は、ඵ滞なく提出をすることができましたが、その後のデータ活用が

できませんでした。来年度は、他部署の方の協力を得ながらデータ分析に尽力してまい

ります。

　また、年４ޑのコーディング委員会では、EPC・ICEコードに対するತცを行い、医

師との連携体制を高めることができました。

　今後もより౼度の高いデータ作成ができるように、医局、看護部、コメディカル、医

事課と連携をఠめてまいります。
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ৰྰ　܊ື　長ۙڳ
＜目的＞

　ۡ内で使用する医薬࿚について、適切な使用の指導等を行い、薬剤の有効で経੟的な

運営を図るための方法を討議する。

＜開催日＞　Ⴔ月第一火曜日、また必要に応じて౓時開催

＜構成メンバー＞

　【医師】

　　　ರۈ๜　ৰ　　島内　正ୃ　　　平๜　జ঵　　　ࡦ島　文ᅂ

　　　௄ঈ　௎౮　　ರۈ๜善ാᇾ　　ڈ৳　ৗ　　　　ટರ　健一　　

　　　ଳટ　ൗશ　　ੲᆄ　ॾ一　　　ರঈ　ᄼᄗ　　　ဴ࢏村　ࠌ大　

　　　៤๜　൱人　　౉ᄘ　৚　　　　市成　ৰാᇾ　　৮๜　జ一

　　　向ۈ　基　　　ᄘ๒　ܙᇾ　　　ᄀඇ　૬　　　　上๜　ག一ᇾ　

　　　ද๜　ఒ一　　ຄ　　ൗૂ　　

　【看護師】

　　　小ൢɠかり

　【薬剤師】

正ࡹ　་　　　៤๜ދ　ৰྰ　　長ᄘ　܊ື　　　

　【医事】　

　　　ᄘ๜　์平

＜గ議内容＞

１ą新規医薬࿚の採用。後発医薬࿚への変更を検討。

２ą在ঝ医薬࿚の適切な管理と運用。

３ą医薬࿚の勉強会を行う。

４ąその他、薬事に関する事項についてగ議、検討。

５ąバイオシミラーの使用促進を図る

薬事ۙڳ会
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長　਱村　ᄻྰ子ۙڳ
＜目的＞

ϱ　安全、安心な医療・看護の提供が出来るように、チーム医療を充実させ、ಮᄑ性を

理ސし協働する。

ϲ　人の命及び尊厳を尊重する立場に立って行動することが出来る。

＜開催日＞

ऌ数月第４月曜日

＜構成メンバー＞

ರۈ๜理事長、ڈ৳ಪ生、島内ۡ長、௄ঈဋۡ長、平๜医局長、

ರۈ๜善ാᇾಪ生、今村ဋۡ長兼看護部長、各部署所മ長

＜活動内容＞

ϱ　ᆷ理に関する教育・研修

ϲ　ᆽ床ᆷ理に関する事例検討

ϳ　マニュアル等の見直し

＜反省＞

　全体෥ᇏで、Ⴔ月、患者९௕、職業ᆷ理の஭和をしていますが、ᆷ理ࠫを向上させる

目的の手ඦの一つでもあります。日々ৢただしい中でᆷ理に関する事例検討は、少な

かったです。

　ᆽ地の場において༐得できない事やジレンマに感じる事が実੫はᆷ理の課題だと思い

ます。ႇしくても、検討する機会があればよかったと思います。

＜今後の課題＞

　日常、ᆷ理に関する事は日々あります。各部署で事例検討をする機会を増やし他の部

署でも共有できるものがあれば参考に出来ればと思います。人を大切に思う事こそᆷ理

の果たすべき事でもあります。ᆷ理という課題に視点がいけるよう常にアンテナをෟっ

ていきます。

ᆷ理ۙڳ会
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ᇯລ安全ܒ生ۙڳ会

࣋長　ཝෂ　ൗۙڳ
＜目的＞

　職員の労働の安全及び健康の確保を図るため設置します。次の各ਖに掲げる事項につ

いて調査గ議します。

1. 労働環境の安全及びܒ生に関する事項

2. 作業௸件、施設等の安全及びܒ生上の改善に関する事項　

3. 安全ܒ生教育及び職員の安全確保と健康保持に必要な事項

4. 労働災害のঈۚ調査及び再発防止に関する事項

5. ワークライフバランスに関する事項

6. メンタルʰルスに関する事項

7. その他の職員の安全及びܒ生に関する事項

＜開催日＞　

Ⴔ月第４月曜日

＜構成メンバー＞

ರۈ๜理事長、ڈ৳ಪ生、島内ۡ長、௄ঈဋۡ長、平๜医局長

今村ဋۡ長兼看護部長、各部署所മ長　　　平島ළ࢏ಪ生（産業医）

＜活動内容＞　

・安全ܒ生ᄭ良企業認定取得に向けての準備

・職員健康診ඣについて（再検査、要受診者の対応について）

・ર業0を目指す。（長時間労働者の多い部署は、ঈۚฃ࢞しސड़策を講じる）

・ワークライフバランスについて（各部署出来る事から始める）

・医師・看護師業務負担軽減についての取り組み

・メンタルʰルス対策について、ストレスチɿック実施(高ストレス者の面談)

・ᄕ間の防犯対策についての対応

・インフルエンʎ感ಹ防止について（ワクチンಞ種、手ಸい、うがいのᇋ行）

・ৄ通事ঠ防止（ルール、マナーをଳる）

・యવし事ঠ防止について

・ᆋ職防止について

・職場巡視

＜反省＞

　外部産業医の為今年度は委員会への参加はごܳᆞいただき、議事ሃにより、当ۡの現

状報告を行い、ご助঒をいただきました。

＜今後の課題＞

ϱ　ᄭ良企業認定取得します。　　　　　

ϲ　働きやすい環境づくりを目指します。（高ストレス者の減少）
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長　೐ঈ　健作ۙڳ
＜目的＞　

　患者さんを中心に、地域の各医療機関・施設との連携や、ۡ内・法人内の連携をఠ

め、より良い医療を提供する。

＜開催日＞　

ऌ数月の第二火曜日

＜構成メンバー＞　

医局、ဋۡ長兼看護部長、病ງ師長、外来師長、リハビリテーション部部長、医事課

長、青雲荘相談員、居宅所長、退ۡ支援看護師、医療ʕーシャルワーカー

＜活動内容＞

　Ⴔ月、病ۡの௘介入ۡ患者数や外来リハビリテーション利用数、青雲荘の入所・通

所・居宅の利用状況の情報共有を行いました。

支援ਲ໧な患者・家族の対応についても構成員で話し合い、適切な患者支援が行えるよ

うに努めました。

　本年度より、地域連携室に看護師を配置し、ࣷᆿの医療機関や福祉事業所への訪問活

動を再開しました。

＜今後の課題＞

　今後も委員会を活用し、適切な患者支援、円滑な医療・福祉の連携に努めていきま

す。

地ۊ医療ᇦ़ۙڳ会

๜　࿩士子ۈ長　ರۙڳ
＜目的＞

　基本方యである「最期は青雲会でと঒われる病ۡ作りを目指す」を実現させるため、

青雲会の職員全員が同じレベルのಞऎができるようにする。「青雲会のಞऎはʮラン

ド」を実೉する。

＜開催日＞

Ⴔॢ　൦5ᄄᅓ日11૪ġ11૪30ယĂ11૪56ယġ12૪16ယ

＜構成メンバー＞

青雲会全管理職者

＜活動内容＞

Ŝ ロールプレイングを実施し、体現方法でಞऎを習ࠑ化させる。

Ŝ 管理職者が率ಪెཱྀする。

ಞऎ৐௫ۙڳ会



− 53 −

Ŝ 課題やୱ題を通し、グループワークをする。

Ŝ ຿書の習ࠑを持ち、各々で発表する。

＜反省・今後の課題＞

　今年度は、SEHtの目的でもある、「උ1人取りરさない教育」を実施すべく、組織の

教育やᴇにかかっているコスト（費用、時間）を意識してもらうようにしました。管理

職の人数も増え、具体的実೉として、名વৄࠓの実೉や、訪問時の入退室の実೉、੐ಌ

の通し方、位置などを学習しました。また、ډ઎を่ฦさせるために、様々な場面での

。઎を各々で、グループワークで実೉しましたډ

　社会人年数やಮᄑ的キャリアに関係無く、管理職者同士が、青雲会のಞऎを良くしよ

うと切ᤶ൴Ⴍしている姿は活気がり、素౴らしいと感じました。来年度は、小ߚঈᆔᇏ

法の学びを取り入れ、職員全員が同じレベルのಞऎができるよう、ますますの向上を目

指します。

長　႘ঈ　ୌാۙڳ
＜目的＞

職場体質改善と経費にߙかるもの全ཾを考察しコスト削減を目的とする。

＜開催日＞

Ⴔ月第４౉曜日

＜構成メンバー＞

各部署５Sメンバー

＜活動内容＞

４月　ムダな在ঝを発生させないようにする

５月　௉ᄁ࿚の支給ルール（マニュアル）の見える化（部署発表）ϱ

６月　௉ᄁ࿚の支給ルール（マニュアル）の見える化（部署発表）ϲ

Ǔ月　これまでのSEHȏの取り組み、適切な報告を行う（ୱ題）

ǔ月　機器備࿚管理

９月　7月ୱ題部署発表、౸೽、備࿚管理

10月　選ばれる組織には視ߌ的要素（見た目等）も重要

11月　青雲ローンガーデン౸೽

12月　ルール（取りड़め）の目的（ୱ題）

１月　12月ୱ題部署発表

２月　掲૲物で「ᴇ」をしよう、国੫ட性デー（ミモʎのݴ）

３月　掲૲物作成ルール

＜反省と今後の課題＞

　マニュアルの見直し・見える化を中心に行いました。新入職者でも「すȪ分かる・出

ʋスʠĆ５ǯۙڳ会
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ݠ長　ఝ๜　ᄻۙڳ
＜目的＞

　青雲会職員として૝質を高めるとともに、技術の向上及び充実を図る為に、計画的に教育活動

を実施します。

＜開催日＞　

Ⴔ月第1ᄄ曜日

＜構成メンバー＞

ဋۡ長兼看護部長　医療安全管理対策室長　総務課　医事課　薬局

外来看護師　病ງ看護師　リハビリテーション部　ᆽ床検査科　

栄養管理部　人間ドック部　透析室　放射線科　地域連携室

＜活動内容＞

ϱ ۡ内勉強会(年6ޑ)Ĥۡ内外の講師が30分〜1時間า度の勉強会を実施

ϲ ௏例研࢞発表会Ĥ今年度はありませんでした。

＜反省・今後の課題＞

　Ⴔ月の活動内容については、今年度から対面での勉強会を再開しました。ۡ内勉強会

に勤務の๬合で出ಌできない職員に対し、各自Ȃȏ１での動画࠯௤をお願いし勉強会へ

の全員参加を促しました。各部署の協力によりスムーʒに取り組むことができました。

　今後もಮᄑ知識を持たない職員でも理ސできる勉強会を実施していきます。

会ۙڳۋ࣋

来る」ことがマニュアル作成のうえで非常に重要です。マニュアルがなȶあるのかの意

Ⴭを理ސし今後も分かりやすいものを作成していきます。

また、ǯǠǣȏ関連行事として青雲ローンガーデンの౸೽を行いました。自分達の環境

は自分達で整えることが大事です。持続可能な環境を作っていくためにもႴ年のৡ例行

事にしていきます。

ိ์　長　野๜ۙڳ
＜目的＞

ϱ　病ۡ内における防災管理業務について必要な事項を定めて、火災・その他の災害予

防及び人命の安全、ူびにྡ害の߄大防止を計る。

ϲ　௉防設備の点検管理を行い、正しい知識とഀ作方法を身に付ける。

႕੠ۙڳ会



− 55 −

長　ᤁඇ　ᄯྰۙڳ

＜目的＞

　医療チームの一員として、協同業務の役割の自ߌ、研修にて、知識、技術の習得を図

り、看護職員の下、安心安全なケア提供ができる。

＜令和５年度　目標＞

『１０−１Ł０』の法則を意識し、自分の業務にಗ任を持つ

＜委員会開催日＞

研修及びၒ助者会ć第3౉曜日　13ć30（場所・曜日は変更有）

＜構成メンバー＞

小ൢɠかり（医療安全管理対策室長）・ટ口ᄭા（5階病ງဋ師長）

看護ၒ஝ଞۙڳ会

＜開催日＞

　Ⴔ月第1ᄄ曜日

　൤ဇಞࣷ時及び非常事態発生時はᆽ時的に行う。

＜構成メンバー＞

総務部　看護部　リハビリテーション部　薬局　ᆽ床検査科　放射線科　栄養管理部　

人間ドック部　青雲荘

＜活動内容＞

　防災थᇣ（総合थᇣ）実施（年26　ޑ月・11月）

　病ۡ設備における安全点検・事ঠ防止対策

　൤ဇಞࣷ時の対策会議

　防災教育

　防෦ྲྀの設置थᇣ

　௉火技術ࢻ技会（11月）、పા௉火技術ࢻ技会（2月）

＜評価と反省＞

・൤ဇ、火災、災害等の発生による大きなྡ害はありませんでした。

・各階ごとに防災設備の自主点検を行いました。

・入職者への௉防設備のತცや防災थᇣを通した初期௉火・ྤ໧ᄾ導・通報थᇣで防災

意識の向上を図りました。

・൤ဇによる۫ᇷれྡ害が発生した為、೽த道具一ૺを医局入り口に設置

＜今後の課題＞

　防災教育の充実（新人研修、定期委員会）

　防災マニュアルの更新（大規ჹ災害）

　防災थᇣの内容を見直し充実化

　緊急時の連絡体制と連携の確認
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ᤁඇᄯྰ（４階病ງဋ師長）・ၒ助者全員

＜活動内容＞　

４月　・看護ၒ助者の制度とޱ要　医療୦事者としての心構え

５月　・青雲会職員の一員として

６月　・業務に活かした感ಹ管理

Ǔ月　・఍事介助とポジショニング

ǔ月　・介護されるതの心理と対応　チーム医療とは

９月　・ଠںા移動、移乗

10月　・༧᝝ケア、ストマケア

11月　・ドレーンチューʮ、ঘ࢓器の対応෉意点

12月　・エンʔルケア

１月　・ǧǵǰ、インシデント事例の中から

２月　・業務における医療安全　インシデントに伴う業務改善

３月　・本年度の目標に対する意見ৄࠓと達成、次年度の目標

＜反省・今後の課題＞

　今年度は、組織人としての自ߌを持ち、ಗ任ある行動を行うように、1人1人が意識

して、安心・安全な業務を取り組む様ાがみられました。看護師との情報共有も年々、

円滑になっております。しかし、コミュニケーションエラーや情報不足によるインシデ

ント発生があり、その๬度、話し合いを行い対策の共有に努めました。病ງの特ఋに伴

い、各部署で業務内容がڽなる点がありますが、マニュアルを活用しながら手技・意識

ຕ一できるように教育していきたいと思います。また、人員不足により協力し合う事で

とても助かったという意見が多かったので、今後もお঱いを思いやり、気持ちよく業務

が行えるように努めていきたいと思います。

部長　܊๜　樹ᆊ
＜目的＞

SEHtの活動を通して、උもが心身ともに健康で ࡩける社会を目指す

＜SEHt方య＞

 急医療を主૾として、病気の予防からリハビリテーション、介護までを一࠭してࢗ、１

Rvbmjuz pg Mjgf の向上を重視した社会の実現を目指す

２、青雲会の一員であることにপりを持ち、常に学び努力し、උもが笑顔で働ける職場

を目指す

３、社会活動を積極的に行い、地域に貢献する

４、SEHt活動を通じて、未来に発展する組織を೯る

＜開催日＞

　不定期

TEHtైమ部
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＜構成メンバー＞

ද๜常務・ರۈ๜管理部長・܊๜課長・႘ঈ課長・中村科長・ཝટ主任・ટ݄主任・

諸ᄄ師長・小村所長・௄ই主任

＜活動内容＞

　・　 8月　薬局でビニール൜の使用を廃止

　・　 8月　Xfcセミナー「SEHȏで地域社会から選ばれる企業になる」聴講

　・　 9月　エフエム鹿児島.ラジオ取材

　・　10月　放射線科「見直そう放射線科の電気代」Xfc公開

　・　11月　青雲ローンガーデンにて職員を対௣にしたˀガ開催

　・　11月　5S委員会と合同で青雲ローンガーデンのʌミ୎い

　・　12月　青雲会ႆ年会にてnpuuFCP(モッテコ)運動

　・　12月　わくわくジャンボリーマーケット

　・　 3月　「国੫ட性の日」にミモʎのݴをఄる

部長　܊๜　樹ᆊ
＜目的＞

　医療EYを推進し、デジタル化によって業務の効率化を図り、コスト削減と人手不足のސ௉を目

指す

＜開催日＞　

第３火曜日

＜構成メンバー＞

ರۈ๜ಪ生・ද๜常務・܊๜課長・島本主任・中ಀ主任・ᮆই主任

ື࿪主任・長ᄘ主任・ರ๒

＜活動内容＞

・22/11月　GVKIGIMM CITA 導入検討、不採用

・22/11月　ニプロ HO MIOF 導入検討中

・23/12月　アストロステージ社 STFMMA 導入検討、不採用

J U システʸ部
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・　 2月　電ાカルテ඘Ⴢ入ൖ

・　 5月　鹿児島ື୏会病ۡ 施設訪問

・　 6月　キラメキテラス 施設訪問

・　 7月　外来に自動ॠ圧計を導入

・　 8月　会議室にMAYHVBを導入

・　 8月　Mfejpt導入検討、不採用

・　 8月　大෬検査、入ۡڨ内など動画を使って患者への事前ತცを効率化するための

　　　　　取組みを開始

・　 2月　外来と病ງにjPbeを導入

・　 2月　インターネットޑ線BBIRを増設

・　 3月　3階フロアに無線MAO৙事
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外科

診療ݨ

ග石・
ග།ܪ

࠼ہ
୥໩指・ہ

෬ณᣇ
結෬࠼ 直෬࠼ ෬ဲ੗症

結෬ᣑഢ
設・ဲ੍

ܪె්
တ့ᣍ਽
ʰルニア

೭श・大൚
ʰルニア

૰߇・外஥
ȷの഼

経ྛ経ࠨග།
ドレナージ

性଺ᣇ薬ಇიڏৣ

෉入カテーテルᆗ඲
総数

R1年 43(53) 7(1) 2(1) 13(11) 4(1) 15(1) 2 31(16) 6 43(23) 19 10 15 210 

R2年 39(38)  12(5) 1(1) 23(15) 6(6) 6 10 22(21) 2 49(20) 25 11 15 221 

R3年 45(45) 20(7) 1 17(8) 6(6) 6 5 23(22) 3 44(28) 34 10 20 234 

R4年 50(49) 12(9) 0 22(3) 10(3) 3 5 26(25) 1 49(26) 4 21 13 216 

R5年 32 9 0 21 10 6 0 18 2 45 17 23 15 198 

(R5−R4) −18 −3 0 −1 0 3 −5 −8 1 −4 13 2 2 −18 

଴୹ॣ数（ଊ病別）

Ŧ (　) 内တ腔鏡数

( 例 )
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ϱ ϲ

上部消化管 部消化管ݚ 合計

R1年 6,674 913 7,587

R2年 6,306 884 7,190

R3年 6,574 919 7,493

R4年 6,541 914 7,455

R5年 6,514 856 7,370

(R5−R4) −27 −58 −85

( 件 )໘૗ࣖॳੈ (2)

௉ࡉݛ໘科

ϳ ϴ ϵ ϶ Ϸ ϸ Ϲ Ϻ 総計

ERCP ᣑഝ設ہ

ポリʲクト

ミー・EMR

上部

ポリʲクト

ミー・EMR

部ݚ

ಇიᣎ

結᧿術

（EWM）

消化管止

血術

¾・ෟ߄

ÄÞÅᆗ඲¥

༅๖解த

内૗ࣖโ

ග管ࣸമ

¾ÄÞÅᆗ඲

ϱ〜Ϻ

R1年 101 43 1 217 0 57 35 4 8,045 

R2年 67 36 1 222 0 68 26 3 7,613 

R3年 24 41 2 270 0 59 18 2 7,909 

R4年 46 40 1 267 0 51 13 3 7,876 

R5年 35 47 5 302 0 49 12 2 7,822 

(R5−R4) −11 7 4 35 0 −2 −1 −1 −54 

໘૗ࣖॳੈ (3) ( 件 )



− 63 −

༒తॄ外科

ϱ ϲ ϳ ϴ ϵ ϶ Ϸ

年度 脳଺ᣇ 脳血管障害 頭部外஥ ಖกಖౕ疾患 機能โ障害 神経ृ感染症 ȷの഼ 総数

R1年 4 200 62 1 8 7 330 612 

R2年 4 198 62 24 14 4 236 542 

R3年 7 184 50 24 12 7 374 658 

R4年 3 185 48 23 16 12 502 789 

R5年 3 160 53 1 20 19 318 574 

(R5−R4) 0 −25 5 −22 4 7 −184 −215 

入院ࠏ者数 ( 人 )

開頭手術 ಾ頭手術 ಖก・ಖౕ手術

合計
ϱ ϲ ϳ ϴ ϵ ϶

脳動იᣎ฾出術

脳動იᣎクリッʬング術

開頭血଺

த去術഼

頭޴内血଺

த去഼
Ŧݚ記

݉ఋḹ൑

ਬ化症手術
ก࢕切த術

R1年 7 0 6 26 0 1 40

R2年 3 2 0 25 0 2 32

R3年 3 0 5 21 0 1 30

R4年 2 1 3 17 0 0 23

R5年 1 1 0 20 0 0 22

(R5−R4) −1 0 −3 3 0 0 −1

( 件 )଴୹ॣ数（ଊ病別）

Ŧシャント術・ドレナージ術・჉性৵Ⴘ下ॠ଺ಾ৖ಸ௺術・ຢ޴ਬव成術
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初　診 ੔　診
計

（人）
ഝঌ

（人）
対前年度྘
（œ）

Ｒ1年 624 5,794 6,418 −296 95.6

Ｒ2年 481 5,276 5,757 −661 89.7

Ｒ3年 496 4,981 5,477 −280 95.1

Ｒ4年 498 4,954 5,452 −25 99.5

Ｒ5年 513 5,040 5,553 101 101.9

(R5−R4) 15 86 101 

者数ࠏ科外ᅰ࠽

ಮᄑ外ᅰ

2023年3月Ⴢ現在

初　診 ੔　診
計

（人）
ഝঌ

（人）
対前年度྘
（œ）

Ｒ1年 1,244 4,849 6,093 −149 97.6

Ｒ2年 1,223 4,762 5,985 −108 98.2

Ｒ3年 1,273 4,879 6,152 167 102.8

Ｒ4年 1,198 4,563 5,761 −391 93.6

Ｒ5年 1,179 4,496 5,675 −86 98.5

(R5−R4) −19 −67 −86 

ૡ科৏਀外科外ᅰࠏ者数
2023年3月Ⴢ現在

初　診 ੔　診
計

（人）
ഝঌ

（人）
対前年度྘
（œ）

Ｒ1年 506 3,128 3,634 152 104.4 

Ｒ2年 511 3,050 3,561 −73 98.0 

Ｒ3年 711 3,432 4,143 582 116.3 

Ｒ4年 627 3,881 4,508 365 108.8 

Ｒ5年 544 4,079 4,623 115 102.6 

(R5−R4) −83 198 115 

ྙ໶ࡉ科外ᅰࠏ者数
2023年3月Ⴢ現在
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外ᅰࠏ者数

年度 総数 月平均

R1年 70,660 5,888

R2年 67,650 5,638

R3年 72,921 6,077

R4年 75,996 6,333

R5年 64,568 5,381

（R5−R4） −11,428 −952

年度別総数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総数 平均

R3年 199 181 202 184 205 203 188 191 191 212 225 218 2,400 200 

R4年 230 208 207 250 252 209 188 197 207 184 182 184 2,496 208 

R5年 173 170 184 182 185 188 174 177 175 170 179 165 2,123 177 

(R5−R4) −56 −38 −24 −67 −67 −20 −14 −21 −31 −13 −2 −19 −373 −

月別（1日平均) ( 人 )

( 人 )

ެ　　ᅰ

年度 初診 ੔診

R1年 7,657 63,003

R2年 7,896 59,754

R3年 12,290 60,631

R4年 16,216 59,780

R5年 9,128 55,440

（R5−R4） −7,088 −4,340
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外ᅰࠏ者数（ఫ療科別）

Aद Bद Cद (人)

内科 リハビリ 外科 脳外科 科࠽ 口腔外科 呼吸器科 ౲व外科 循環器科 泌尿器科
ྛ࿶科/
व成外科

透析 合計

Ｒ1年 18,556 13,281 5,690 6,847 6,040 5,937 502 1,607 3,670 3,595 0 4,932 70,657 

Ｒ2年 18,915 12,270 5,441 7,060 5,385 5,788 384 1,275 3,735 3,408 24 4,869 68,554 

Ｒ3年 24,100 11,617 5,506 6,381 5,098 5,925 443 1,134 3,780 4,069 0 4,796 72,849 

Ｒ4年 28,653 11,104 5,124 6,384 5,105 5,552 478 1,127 3,222 4,204 92 4,951 75,996 

Ｒ5年 19,810 9,028 5,157 5,986 5,181 5,476 488 1,162 3,060 4,369 151 4,700 64,568 

(R5−R4) −8,843 −2,076 33 −398 76 −76 10 35 −162 165 59 −251 −11,428 
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入院ࠏ者数（月別）

年度 総数 月平均

R1年 44,006 3,667

R2年 39,436 3,286

R3年 37,448 3,121

R4年 36,907 3,076

R5年 38,762 3,230

（R5 − R4） 1,855 155

年度別総数 ( 人 )

月別ࠏ者数

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

R3年 2,979 2,996 3,109 3,324 3,507 2,702 2,780 3,107 3,488 3,274 2,949 3,233 37,448 3,121 

R4年 2,939 2,853 2,619 3,165 3,065 3,075 2,894 3,150 3,308 3,507 3,015 3,317 36,907 3,076 

R5年 3,215 3,322 3,275 3,688 3,483 3,106 3,164 2,847 3,077 3,155 3,197 3,233 38,762 3,230 

(R5−R4) 276 469 656 523 418 31 270 −303 −231 −352 182 −84 1,855 155 

( 人 )

入　　ۡ
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入院ࠏ者数 ( ఫ療科別 )

外科 内科 呼吸器科 脳外科 ౲व外科 循環器科 リハビリ 泌尿器科 ྛ࿶科 科࠽ व成外科 口腔外科 合計

R4年 13,524 3,970 0 12,798 25 7 0 3,246 0 76 0 60 33,706 

R5年 12,426 8,045 0 14,191 34 0 0 2,970 0 101 0 31 37,798 

(R5−R4) −1,098 4,075 0 1,393 9 -7 0 −276 0 25 0 −29 4,092 

外科 内科 呼吸器科 脳外科 ౲व外科 循環器科 リハビリ 泌尿器科 ྛ࿶科 科࠽ व成外科 口腔外科 合計

R4年 5,443 1,576 6,063 13 2,058 49 44 15,246 

R5年 3,894 3,467 5,634 20 1,799 58 29 14,901 

(R5−R4) −1,549 1,891 0 −429 7 0 0 −259 0 9 0 −5 −345 

外科 内科 呼吸器科 脳外科 ౲व外科 循環器科 リハビリ 泌尿器科 ྛ࿶科 科࠽ व成外科 口腔外科 合計

R4年 7,264 2,147 4,535 12 7 1,093 27 16 15,101 

R5年 6,338 3,407 3,469 14 1,079 43 2 14,352 

(R5−R4) −926 1,260 0 −1,066 2 −7 0 −14 0 16 0 −14 −749 

外科 内科 呼吸器科 脳外科 ౲व外科 循環器科 リハビリ 泌尿器科 ྛ࿶科 科࠽ व成外科 口腔外科 合計

R4年 817 247 2,200 95 3,359 

R5年 2,194 1,171 5,088 92 8,545 

(R5−R4) 1,377 924 0 2,888 0 0 0 −3 0 0 0 0 5,186 

( 人 )

( 人 )

( 人 )

( 人 )

合計

5ި病ງ

6ި病ງ

ဌ期リハビリテーション病ງޑ
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病ஸݲລᆎ

年度 稼働率

R1年 88.4

R2年 79.4

R3年 76.9

R4年 74.3

R5年 77.9

(R5−R4) 3.6

(％ )年度別

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 平均

R4年 72.0 67.6 64.2 75.0 72.7 75.3 68.6 77.2 78.4 83.1 79.2 78.6 74.3 

R5年 78.8 78.8 80.3 87.4 82.6 76.1 75.0 69.7 73.0 74.8 81.1 76.7 77.9 

(R5−R4) 6.8 11.2 16.1 12.4 9.9 0.8 6.4 −7.5 −5.4 −8.3 1.9 −1.9 3.5 

月別 (％ )
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ိࣧ੭院໲数

年度 ੭院日数

R1年 15.8

R2年 15.6

R3年 17.3

R4年 17.1

R5年 17.4

(R5−R4) 0.3

( 日 )年度別

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年平均

R4年 18.0 18.0 16.0 16.0 18.0 18.0 16.0 15.0 16.0 19.0 18.0 17.0 17.1 

R5年 20.0 18.0 18.0 18.0 18.0 17.0 16.0 15.0 15.0 20.0 17.0 17.0 17.4 

(R5−R4) 2.0 0.0 2.0 2.0 0.0 −1.0 0.0 0.0 −1.0 1.0 −1.0 0.0 0.3 

月別 ( 日 )
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଴୹ॣ数
外科 脳外科 泌尿器科 科࠽ ౲व外科 口腔外科 循環器科 व成外科 合計

R1年 192 35 68 95 6 3 0 0 399 

R2年 200 32 64 92 8 2 1 0 399 

R3年 191 30 54 68 4 1 1 0 349 

R4年 198 23 43 75 3 5 2 0 349 

R5年 169 31 42 101 1 3 1 2 350 

(R5−R4) −29 8 −1 26 −2 −2 −1 2 1 

( 件 )

Ⴏ౐ॣ数

全బႯ౐ ਨกႯ౐ 局所Ⴏ౐ 合計

R1年 188 69 142 399

R2年 193 68 138 399

R3年 171 59 117 347

R4年 185 46 118 349

R5年 160 47 143 350

(R5−R4) −25 1 25 1

( 件 )

଴୹ଆ
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଴୹໘ᄟ ( ఫ療科別 )

診療科 手　術　名
年　　　度

R2年 R3年 R4年 R5年

外
　
　
　
　
　
　
科

ග།฾出（ラʩコレ） 34 42 50 38

්ె切த(တࣖݚɜ含む) 24 20 25 15

切தہ 14 14 12 6

直෬　結෬切த 29 22 24 29

小෬切த 4 3 1 8

総ග管切開・Ｔチューʮ 1

೭शʰルニア(တ腔ࣖݚ含) 49 37 40 40

တ့ʰルニア 2 1 2

෬管ᄨශ症 7 4 2 3

直෬ං

တႸܪ 2 2

ณᣇ部ၱ合術（୤๎術）ہ 1

ᅝ切தࠨ

ȷの഼ 28 41 35 22

人工᪠門ഢ設・ဲ੍術 6 5 9 5

合　　計 200 191 198 169

脳
　
　
外
　
　
科

クリッʬング術 3 2 2 2

჉性৵Ⴘݚ血଺ಾ৖ಸ௺術 24 20 16 22

ಾ頭脳室ドレナージ 1 1

頭޴内血଺த去術（脳内） 3 2

頭޴内血଺த去術（৵Ⴘݚ・৵Ⴘ外） 2 2 1 1

ॏก、ਨก手術（前方） 1 1

ॏก、ਨก手術（後方） 1

頭޴ਬव成術 1 1 1

W.P.Mシャント 1

ȷの഼ 1 1 3

合　　計 32 30 23 31

整
形
外
科

ࠫ血โਬಞ合術 1 1

ས฻術 1 1 1

᪻௪切開術 3 1 1

人工ਬ頭඲ࠓ術 1

ȷの഼ 3 2

合　　計 8 4 3 1

眼

科

ཆ内障手術 90 68 73 96

ȷの഼ 2 2 5

合　　計 92 68 75 101

歯
科
口
腔

外
　
　
科

上ߘݚ手術 0 4 3

ȷの഼ 2 1 1

合　　計 2 1 5 3

循
環
器

ʲースメーカーႰɛਮみ 1 1

ʲースメーカー電දৄࠓ 1 1 1

合　　計 1 1 2 1

形
成

外
科

଺ᣎ・଺ᣇ切த 0 0 0 2

合　　計 0 0 0 2

泌

尿

器

内シャント੼౿

経尿ັโ手術 61 52 40 33

౼ഃ฾出術 1 1 1

ȷの഼ 3 1 2 8

合　　計 64 54 43 42

総計 総　　　　計 399 349 349 348

( 件 )
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ଠॣ数࢖ࢗ

( 人 )

月別
月別 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均

Ｒ
４
年

時間外 33 42 29 47 47 53 34 47 46 54 24 46 502 42 

時間内 49 50 56 46 54 52 72 63 65 71 46 56 680 57 

合計 82 92 85 93 101 105 106 110 111 125 70 102 1,182 99 

Ｒ
５
年

時間外 44 52 43 55 49 39 38 48 58 58 39 58 581 48 

時間内 42 46 59 89 76 68 56 46 49 51 39 48 669 56 

合計 86 98 102 144 125 107 94 94 107 109 78 106 1,250 104 

(R5 − R4) 4 6 17 51 24 2 − 12 − 16 − 4 − 16 8 4 68 −

( 人 )

年度 時間外 時間内 合計 入院

R1年 552 425 1,221 596

R2年 584 552 1,059 656

R3年 569 584 1,096 537

R4年 680 569 1,182 628

R5年 669 680 1,250 767

(R5−R4) −11 111 68 139

年度別
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人৙ຟ಑

年度別 ( 人 )

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

Ｒ
４
年

外来 425 439 436 453 466 469 453 414 439 420 404 470 5,288 441 

入院 69 47 65 78 94 34 58 107 125 120 91 43 931 78 

合計 494 486 501 531 560 503 511 521 564 540 495 513 6,219 518 

Ｒ
５
年

外来 435 469 414 407 421 413 419 410 396 411 384 393 4,972 414 

入院 56 65 76 85 58 46 39 20 25 50 30 19 569 47 

合計 491 534 490 492 479 459 458 430 421 461 414 412 5,541 462 

(R5−R4) −3 48 −11 −39 −81 −44 −53 −91 −143 −79 −81 −101 −678 −

月別 ( 人 )

外来 入院 合計

R1年 5,782 940 6,722

R2年 5,586 654 6,240

R3年 5,212 965 6,177

R4年 5,288 931 6,219

R5年 4,972 569 5,541

(R5−R4) −316 − 362 − 678

ණۊ別ఛळʋ˅ʢࠐಹຟ಑ࠏ者数

ტ島市
姶良市

（他病ۡ分）
姶良市

 （当ۡ分）
合計

3 5 4 12
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リハビリテーション

男 女 計 ( 人） 割合 (&）

PT 13 9 22 50

OT 5 13 18 41

ST 0 4 4 9

職員数

PT OT ST 計 割合 (&)

脳血管 11,294 10,848 4,852 26,994 40 

༥ᅙ 11,776 11,720 1,174 24,670 37 

運動器 6,394 4,773 0 11,167 17 

呼吸器 790 870 192 1,852 3 

がん 434 300 0 734 1 

ಟ఍Ꭷݚ 9 129 1,323 1,461 2 

計 30,697 28,640 7,541 66,878 

ଊࠏ別療法別ଌ施ॣ数

ଊࠏ別૭療数（œ）

職員྘ᆎ 職員別ඐຎଊࠏ

( 件 )

ǬＴ（理学療法士)

ǫＴ（੼業療法士)

ＳＴ（言া෪ߌ士)

( 件 )
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ᄞࣟ

年度
ஐ方᦯ ෉射ஐ方᦯ 内ဎஐ方᦯ ဎ薬

指導

化学

療法院外 院内 院外率œ 外来 入院 入院

Ｒ1年 41,858 3,491 92.3 13,696 91,886 14,513 3,171 467 

Ｒ2年 36,513 3,394 91.5 13,052 86,355 14,551 3,229 602 

Ｒ3年 37,556 3,100 92.3 12,917 93,940 15,138 2,692 679 

Ｒ4年 37,874 7,596 83.3 10,791 81,882 14,286 2,393 581 

Ｒ5年 36,220 6,388 85.0 12,281 93,187 15,253 2,385 556 

(R5−R4) −1,654 −1,208 1.7 1,490 11,305 967 −8 −25 

( 件 )
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ᅤࠣᆅ部܉

年度
経口఍

経管栄養఍ 合計 栄養指導
一ཾ఍ ູ別఍

R1年 78,683 18,957 18,487 116,127 127

R2年 73,039 15,295 15,249 103,583 62

R3年 73,610 12,544 14,000 100,154 76

R4年 63,927 18,587 13,362 95,876 61

R5年 75,005 12,567 13,679 101,251 70

(R5−R4) 11,078 −6,020 317 5,375 9

( 件 )
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ᆽஸॳੈ科

年　度
MRSA CRSA

検査数 発生ॣ数 発生率(œ) 検査数 発生ॣ数 発生率(œ)

Ｒ1年 895 73 8.2 837 9 1.1

Ｒ2年 772 49 6.3 734 20 2.7

Ｒ3年 783 40 5.1 774 18 2.3

Ｒ4年 703 41 5.8 689 12 1.7

Ｒ5年 913 67 7.3 896 3 0.3

(R5−R4) 210 26 1.5 207 −9 −1.4

൏౯ࣳ༱ᅤॳੈ

MRSAćメチシリン൏性݉ఋʮドウࣳ࢝　　CRPAćカルバペネムृ൏性ᆶ༓ࣳ

業務内容 生化検査 血౸検査 血ܕ検査 一ཾ検査 ྫ生ဘ検査 生理検査 ᄪ血検査

R1年 17575 9639 20326 10378 1306 18315 612

R2年 17339 9234 19781 10248 4358 17378 590

R3年 17622 9226 20141 10973 13479 17745 574

R4年 17705 9189 19918 11163 17571 17461 540

R5年 17648 9128 20208 10960 8197 17762 473

(R5−R4) −57 −61 290 −203 −9374 301 −67

ᆽஸॳੈ科Ɉ院໘ॳੈଌಕ ( 件 )

検査部ᄑ
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月 NEAR PCR ৣ原定ᆲ 合計

4月 260 3 2 2 95 14 357 19 

5月 140 9 17 7 256 43 413 59 

6月 113 18 14 3 470 168 597 189 

7月 260 49 30 8 711 346 1,001 403 

8月 235 36 15 5 836 338 1,086 379 

9月 161 32 21 2 548 274 730 308 

10月 131 18 20 4 407 72 558 94 

11月 89 6 0 0 289 29 378 35 

12月 138 7 0 0 308 37 446 44 

1月 157 25 0 0 360 75 517 100 

2月 139 24 0 0 312 65 451 89 

3月 116 11 4 1 220 41 340 53 

合計 1,939 238 155 32 6,314 1,502 6,874 1,772 25.8&

ఛळʋ˅ʢॳੈ数

検査数ğ ᅣ性数ğ  ᅣ性率
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放射線科

年度 一ཾ撮܆
໳ႈ

撮܆

ਬܶ

定ᆲ
透૗

CT MRI　　

ඍ஋ ඍ஋ 発༂外来 合計 ඍ஋ ഢ܆ 合計

R1年 16,861 916 973 348 5,369 578 　　　0 5,947 1,846 41 1,887 

R2年 15,616 817 897 310 5,254 507 　　　8 5,769 1,698 29 1,727 

R3年 15,785 853 989 338 5,246 573 322 6,141 1,737 31 1,768 

R4年 15,622 863 985 366 5,277 588 342 6,207 1,741 37 1,778 

R5年 15,836 896 1,152 288 5,579 524 73 6,176 1,769 32 1,801 

( 件 )
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ʀʋーॳੈ

တ部 心臓
ॏ部

(血管エコー)
໳ೃ 甲௻ೃ

ȷの഼
(表੭・ݚ૔)

合計

R1年 4,681 620 499 103 142 77 6,122

R2年 3,853 632 517 103 121 109 5,335

R3年 4,712 603 601 115 152 137 6,320

R4年 4,690 496 568 93 159 111 6,117

R5年 4,927 472 624 81 153 130 6,387

(R5−R4) 237 −24 56 −12 −6 19 270

( 件 )

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

R4年 424 454 639 594 626 572 598 606 571 349 320 364 6,117 510 

R5年 465 503 591 585 658 644 633 586 621 379 340 382 6,387 532 

(R5−R4) 41 49 −48 −9 32 72 35 −20 50 30 20 18 270 −

ॣ数（月別） ( 件 )

ॣ数（ടࡉ別）
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ఱ࠰ʡʛʇ部

年度 1 日ドック 1 ཅ 2 日ドック 脳ドック
生活習ࠑ病
予防健診

健康診断
໳がん

クーポン
ฝ線ᆲ CT
༭がん検診

ູ定健診 保健指導 合計

R1年 2,986 43 82 2,820 1,038 0 147 120 48 7,284 

R2年 2,741 43 73 2,765 983 0 廃止 113 38 6,756 

R3年 2,725 47 72 3,088 973 2 廃止 126 47 7,080 

R4年 2,744 57 82 3,136 1,243 5 廃止 151 37 7,455 

R5年 2,895 53 90 3,177 1,075 4 廃止 146 74 7,514 

(R5−R4) 151 − 4 8 41 − 168 − 1 0 − 5 37 59 

ିఫ者数ైھ ( 件 )

検査名 検査数

౼დ検査 ౼დ検査結ݪ

指示数 実施数
早期࠼ 進行࠼ 不ც 合計

人数 œ 人数 œ

ہ 2,780 78 2.8 71 91.0 2 0 1 3

၆಺血 2,849 108 3.8 38 35.2 1 1 1 3

部ÛÞÅºßÞ࣑ 2,892 37 1.3 27 73.0 0 0 1 1

໳がん 435 62 14.3 30 48.4 3 0 2 5

子࢔Ṗがん 378 2 0.5 1 50.0 0 0 0 0

တ部超音波 2,788 86 3.1 42 48.8 2 0 0 2

前立ೃĺPSAĻ 650 7 1.1 2 28.6 1 0 0 1

合　計 12,772 380 211 9 1 5 15

「౼დॳੈ」ૄ૲数ɂଌ施数Ćڏ౯଺ᣇཡॽ数　(2023年度　1日ドックのみ)	

検査名
౼დ検査
実施人数

当院 ഼施設

ہ 71 69 2

၆಺血 38 26 12

部ÛÞÅºßÞ࣑ 27 24 3

໳がん 30 10 20

子࢔Ṗがん 1 0 1

တ部超音波 42 27 15

前立ೃ࠼ 2 1 1

౼დॳੈɬିȫȹ施設 ౼დॳੈଌ施数 ( 人 )
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਒ڗ࡜બ೧૭療

救急 ྥ救急 合計

R1年 641 641 

R2年 409 409 

R3年 528 528 

R4年 518 518 

R5年 513 513 

(R5−R4) −5 −5 

( 件 )

Ŧ平成30年度〜算定基準が変更

医ુ事ო੼業ၒ஝

年度 診断書
主治医
意ॽ書

介護関連 総数 職員数

Ｒ1年 1,502 405 369 2,276 4 

Ｒ2年 1,378 420 381 2,179 4 

Ｒ3年 1,287 411 411 2,109 4 

Ｒ4年 1,308 400 401 2,109 4 

Ｒ5年 1,146 402 378 1,926 4 

(R5−R4) −162 2 −23 −183 0

脳神経外科 844

外科 527

内科 306

泌尿器科 174

౲व外科 128

科࠽ 33

ȷの഼ 81

医ુ別ஙᇆॣ数 (6 年࠰） ఫ療科別ॣ数 ( 件 )
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医療ڤ೔ࠣᆅൎ઄ଆ

ɼンシʟンʠĆɺʇシʟンʠ

ཡ౺ॣ数（೔病院）

年度 ॣ数

R1年 422 

R2年 330 

R3年 370 

R4年 346 

R5年 389 

(R5−R4) 43 

部஘名 R3年 R4 R5 (R5−R4)

看護部 303 285 316 31 

リハビリテーション部 27 26 40 14 

栄養管理部 12 11 7 −4 

放射線科 4 3 2 −1 

内૗ࣖ室 0 1 0 −1 

透析室 5 5 4 −1 

人間ドック部 7 6 7 1 

薬局 2 2 4 2 

医事課 4 3 3 0 

検査科 1 1 6 5 

医局 5 3 0 −3 

企画地域連携室 0 0 0 0 

総務課 0 0 0 0 

合計 370 346 389 43 

ཡ౺ॣ数（部஘別） ( 件 )

R3年 R4 R5 (R5−R4)

๖๵๖ᅶ 152 114 145 31

チューʮ・ドレーン 55 73 60 −13

෉射 21 17 25 8

内ဎ 22 18 29 11

఍事 9 9 10 1

Ⴏ薬 （෉射・内ဎに࠸む） 7

外ᅙ 0 0 3 3

検査 8 5 6 1

িવ 7 1 2 1

表ྛཁᆋ 13 17 4 −13

ȷの഼ 16 16 15 −1

合計 303 270 306 36

ɼンシʟンʠĆɺʇシʟンʠɈ໘ᅎ（看護部） ( 件 )

療ૢ務ࠣᆅ部ᄑۇ

内 3 ॣアクシデント
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ණۊᇦ़ଆ

年度 外来(人) 入院(人) 入院率(&)

R1年 1,536 421 27.4

R2年 1,461 392 27.4

R3年 1,363 342 25.1

R4年 1,277 462 36.2

R5年 1,117 403 36.1

(R5−R4) −160 −59 −0.1

௘介ࠏ者数　（年度別）

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均

Ｒ
４

紹介外来 1705 1835 1577 1767 1548 1115 2595 2533 1370 919 1121 1412 19497 1625 

紹介入院 96 45 91 82 92 85 93 101 105 106 110 111 1117 93 

入院率 5.6 2.5 5.8 4.6 5.9 7.6 3.6 4.0 7.7 11.5 9.8 7.9 5.7 

Ｒ
５

紹介外来 687 669 934 1075 1032 994 820 727 862 849 729 661 10039 837 

紹介入院 31 30 25 35 34 31 39 38 41 23 36 40 403 34 

入院率 4.5 4.5 2.7 3.3 3.3 3.1 4.8 5.2 4.8 2.7 4.9 6.1 4.0 

(R5 − R4) − 1.1 2.0 − 3.1 − 1.4 − 2.6 − 4.5 1.2 1.2 − 2.9 − 8.8 − 4.9 − 1.8 0.0 −

௘介外来ć௘介で外来受診した人数、௘介入ۡć௘介外来受診の後入ۡした人数

( 人 )

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 平均

൞院支援加算２ 13 46 27 28 22 19 19 42 19 22 31 288 24 

介護支援連携指導ᆧ 3 5 5 3 2 2 1 2 1 3 1 2 30 3 

連携ၸᄎॣ数 15 12 14 8 15 3 12 16 37 20 14 8 174 15 

（月別）

ഊඨൎܾॣ数

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

ഊඨ対応ॣ数 4,532 4,372 4,516 4,619 5,162 

( 件 )
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医事ݻ

ఫ療ၡୟધ定ਐᄆɈધ定ॣ数 ( 件 )

年度
救急医療

管理加算

჉性ڿ૩透析患者

外来管理科

人工腎臓

日加算࢑

ᄕ間࢑日救急ུഗ

医学管理科

救急ུഗ看護

ൌ౫加算

時間外ູ例

医療機関加算
合計

๘数
1ć1050

2ć420
2211 380 600 200 

初診ć230

再診ć180

Ｒ1年 4,061 356 418 593 528 866 6,822 

Ｒ2年 3,909 369 348 439 380 584 6,029 

Ｒ3年 3,314 337 310 454 409 548 5,372 

Ｒ4年 3,023 353 324 476 441 542 5,159 

Ｒ5年 3,848 335 297 499 436 608 6,023 

(R5−R4) 825 −18 −27 23 −5 66 864 
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ఫ療ၡୟધ定ਐᄆɈ「収入」 ( 万円 )

年度
救急医療

管理加算

჉性ڿ૩透析患者

外来管理科

人工腎臓

日加算࢑

ᄕ間࢑日救急ུഗ

医学管理科

救急ུഗ看護

ൌ౫加算

時間外ູ例

医療機関加算
合計

R1年 1,500 800 159 355 105 193 3,112 

R2年 1,600 830 132 263 76 130 3,031 

R3年 1,400 758 118 272 82 121 2,751 

R4年 1,492 780 123 285 88 119 2,887 

R5年 2,093 741 113 299 87 135 3,468 

(R5−R4) 601 −39 −10 14 −1 16 581 
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　私は内科医師として50年以上にわたり、医療現場で数多くの患者と向き合ってまいり

ました。現在は、老人保健施設の施設長として、これまでの知識と経験を生かし、入所者

一人ひとりの健康と幸せを支える仕事をしています。私たち青雲会の理念は「何か世の為

　人の為」であり、この理念を胸に、社会貢献をしてきました。また、青雲荘の理念であ

る「一致団結」は、職員一同が心を一つにして入所者のために尽力する姿勢を表していま

す。私たちは、これらの理念に基づき、入所者が安心して過ごせる環境を提供することを

第一に考えながら日々業務に取り組んでいます。この1年間を振り返り、感じたことや学ん

だことを述べてみます。

　はじめに、ポリファーマシー（多剤併用）対策です。これは、医療・介護全体の大きな

課題になっており、当施設でも積極的に取り組んでいます。個々の利用者に最適な薬物療

法を提供するために、継続的な薬剤の見直し、減薬を続けています。その結果、健康状態

の改善や医療費の削減といった成果が見られはじめています。

さらに、当施設では看取りのケアも実施しています。利用者が最期を迎えるその瞬間ま

で、尊厳を持ってケアを行うことが私たちの使命です。老健管理医師総合診療研修を受講

し、肺炎などの治療も自施設で対応できる体制を整えています。これにより、利用者が安

心して施設での生活を送れるように努めています。

　一方で、全国的な課題となっている人材不足の問題にも直面しています。この問題に対

応するため、当施設では外国人スタッフの雇用を進めています。現在、技能実習制度を利

用してベトナムから4名採用、そして2024年度は特定技能制度を利用してミャンマーから

4名採用する予定です。多様な文化背景を持つスタッフが増えることで、新たな視点やアプ

ローチが生まれ、利用者に対するケアの質の向上を図っています。

　これらの取り組みを通じて、私は老健施設での医療とケアがいかに重要であるかを再認

識しました。老健施設は、単に高齢者を支える場所ではなく、地域社会全体の健康と福祉

に寄与する重要な役割を果たしています。私たちの努力が、少しでも利用者の生活の質向

上につながることを願い、これからも全力を尽くしていきたいと思います。

令和5年度　青雲荘年報　　老健青雲荘

施設長　野村　紘一郎
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＜総合目標に対する部署の取り組みと反省＞

　2023年3月に部長を拝命し、「人・物・金」を常に考え、管理業務を行ってきまし

た。まさに多くの経験をして、組織だけでなく自己を高めることができた1年でした。

　当施設類型は最上位の超強化型を取得しています。コロナ禍においては、在宅復帰や

人員配置等の特例緩和がありましたが、2024年3月で廃止となりました。2024年4月か

らは通常要件となるため、スタッフ一致団結し、満床稼働を目指していきます。

＜活動内容＞

〇コスト

　・レンタル福祉用具の導入

　・ペーパーレス化の推進

　　（紙媒体でのヒヤリハット、インシデント報告廃止）

〇人員

　・パート採用促進

　・外国人雇用促進

　　　技能実習制度（2024年5月、ベトナム2名）

　　　特定技能制度（2024年9月、ミャンマー4名予定）

〇職員教育

　・定期研修でのビデオ視聴導入

　・鹿児島県老人保健施設大会発表（4演題）

　・鹿児島県介護技能コンテスト出場（介護福祉士3名）

〇その他

　・利用者余暇活動の充実（書道、ゲーム、コーヒー、料理教室など）

　・利用者の面会、外出の再開

＜今後の課題＞

〇生産性向上

　・他施設見学を行い、自施設に必要な設備、管理等を学ぶ。

　・最新の福祉機器を導入検討し、効率化を目指す。

　・ペーパーレス化を推進し、業務効率化を目指す。

〇教育

　・課題シートを活用して施設目標を管理職者と共有し、経営改善を目指す。

　・外部研修、学会発表等を推進し、職員一同の意識改革を目指す。

〇利用者のために

　・家族面会の緩和を図り、利用者の笑顔を増やします。

　・外部ボランティア受け入れを再開し、余暇活動の充実を目指す。

青雲荘

部長　松尾　悟史
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＜本年度の取り組み＞

　新体制となり、各階の主任たちを中心に業務体制の見直しや『必要な時間帯に必要な

人材を』と非常勤の採用で、人員配置を改善しました。

　7月に技能実習生1期生の学科・実技試験が行われ、2名とも合格し今では変則勤務

や、当直業務も行えるように成長しました。技能実習生の教育・指導を強化するため

に、技能実習指導員を1名→3名へ増やし今後の指導にも力を入れていきます。

＜業務内容＞

　入所者の安心・安全を考えた日常生活の支援を行い、他職種やリハビリ職員の協力と

指導の下、自立支援に基づいた介助を行っていく事ができました。

　活動としては、コロナ禍で出来なかったレクリエーションを少しずつ再開させ、8月に

は各階で夏祭りを開催する事ができました。

　11月には初の試みとして、介護技能コンテストに3名が参加し、日ごろの介護技術の

成果を発揮しました。　

　さまざまな研修にも多数の職員が参加する事ができ、教育の面で積極的な活動を行う

事ができました。

＜今後の課題＞

　人材不足は、どこの施設でもどんな業種でも問題とされています。介護課も他職種か

らの協力をもらいながら、今いる職員で出来ることやムダな業務を無くし、今後も業務

改善を繰り返し行っていきます。

　コロナ禍以前の活動が少しずつでも戻るよう、行事活動や外出支援などにも取り組ん

でいきたいと思います。

　　技能実習生・特定技能外国人と受け入れ体制も整えていきます。

青雲荘　介護課

課長　安藤　裕子

＜本年度の取り組み＞

　「青雲荘は満床を(74床)目指します！！！」をスローガンに管理職者を中心に、全職

員一丸となって目標達成に取り組みました。生活支援課の具体的数値目標としては年間

で一日平均70床以上(94.59％)、取れる加算は全て取る(一人当たりの客単価を上げる)、

を掲げました。結果、令和5年度は年間平均69.6床(94.05％)と、目標には若干届きませ

んでしたが、過去10年の数字を遡ってみたところ、2番目に高い稼働率を出すことがで

青雲荘　生活支援課

課長　花野　拓己
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＜総合目標に対する自部署の取り組みと反省＞

　利用者からの相談に応じ、利用者がその心身の状況に応じて、適切な介護サービスを

利用できるよう、公正・中立な立場で行政機関、サービス提供事業者、介護施設等との

連絡、調整を行いました。

　新型コロナウイルスも５類になり、サービス担当者会議やモニタリング訪問を以前と

同様に対面での実施が可能となりました。利用者、家族、サービス事業者と密に連携し

支援を行うことができました。

居宅介護支援事業所 「青雲」

所長　小村　幸生

きました。加算に関しましては9割以上(50加算取得/55全加算)取得することができ、客

単価を上げる結果に繋がったと思います。

　しかし、目標には達していないので引き続き高い目標を持ち続けたいと思います。い

ろんな意見があるのはもちろんのことだと思います。ですが、「青雲荘は満床(74床)を

目指します！！！」

＜業務内容＞

■入所相談から退所支援まで

■各数字、加算管理

■介護保険最新情報の取得

■レセプト業務

■広報活動

■市町村との連携

■関連事業所との連携

■ケアプラン作成(入所者の代弁者)

■担当者会議兼カンファレンス

■ベッドマネジメント(稼働率)

＜今後の課題＞

　令和6年の介護報酬改定に伴い、取り組まなければならない事が増えています。特に管

理的な業務の増加により、管理職者の事務負担が増えることが予測できます。管理職者

での役割を分担し、監査や実地指導に対する準備などもしていかなければなりません。

ですが、青雲荘の強みであるチームワークを駆使し、職員全員で「どんな障害があって

も乗り越え時には強くなれる、余裕と笑顔が生まれる」環境を作っていきたいです。

「一致団結青雲荘！！！」「それがどうした青雲荘！！！」
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

介護 60 58 61 59 58 58 59 55 55 58 56 61 698

予防 6 5 5 4 4 4 4 5 5 5 5 5 57

＜業務内容＞

・　相談業務、アセスメントの実施

・　ケアプラン（居宅サービス計画）の作成

・　ケアプランの実施に必要なサービス事業所との連絡、調整

・　サービス実施状況を把握、評価するモニタリングの実施

・　利用者、介護者の状況把握

・　緊急時の訪問や電話連絡、必要なサービス調整等の対応

・　給付管理業務

・　要介護認定申請やサービス利用に必要な申請への協力、代行

・　研修会や勉強会への参加

・　円滑な連携や利用者数安定確保の為、関係機関、地域との関係性の構築

・　姶良市　小学生福祉体験教室への協力

＜今後の課題＞

・　居宅介護サービスを取り巻く環境は年々厳しさを増してきています。

　サービス提供事業者の減少が相次ぎ、今後必要な支援が賄えない可能性もありま

す。日頃から他事業所との連携を密にとり必要な居宅介護支援を滞りなく提供するこ

とができるよう努めていきたいです。

・　今後の高齢化社会に対応するためにこれまで以上にサービス事業者との連携やICT

を活用した生産性の向上に努め、持続可能な居宅介護支援事業所運営を行っていきま

す。

＜令和５年度の実績数〜要介護・要支援＞

＜本年度の取り組み＞

　人員不足に伴い、やむを得ず土曜日の窓口受付の閉鎖や平日の窓口受付時間の変更を

行いました。一方で業務マニュアルの作成やレセプト業務の見直しで業務効率化・職員

の負担軽減に繋げることができました。設備面では、以前から課題にしていた介護シス

テムサーバのASP化（データセンタークラウド）に移行できたことで、バージョンアッ

プ作業の業務負担軽減やBCP・セキュリティ対策を強化することが出来ました。

青雲荘　総務課

主任　米德　祐樹
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＜業務内容＞

施設基準の管理、関係諸官庁への届出、設備管理、委託業者管理、廃棄物管理、保険に

関する事項、老健協会に関する事項、未収金管理、選挙管理、人事労務管理、契約管

理、公印管理、慶弔関係、防火・防災・防犯に関する事項、介護システム管理

＜今後の課題＞

・　外国人技能実習生（二期生）受け入れに関する体制づくり

・　各種規則の見直し及び通知（法令巡視）

・　人材確保

　　業務の見直しによる効率化

　　労働生産性の向上（職員数に見合った収益確保）

・　老朽箇所の現状把握と対策

・　介護システムサーバのASP化（データセンタークラウド）

青雲荘　定期研修

実施日 テーマ 発表者

4月 4月17日 ヒヤリハット・インシデント 津田主任

5月 5月15日 法令遵守 益﨑施設長、松尾部長

6月 6月15日 感染管理 小鯛室長・濵田副師長（青雲会病院）

7月 7月24日 カルテ記録 島本主任（青雲会病院）

8月 8月21日 加算管理について 花野課長

9月 9月26日 レクリエーションについて 谷口　真帆

10月 10月16日 権利擁護について 永野　美保子

11月 11月20日 高齢者の口腔について 亀田　璃奈・長谷川　初美（青雲会病院）

12月 12月18日 介護ロボット 松元介護主任

1月 中止

2月 2月19日 老健大会発表 佃屋主任、溝口主任、中村主任、松尾部長

3月 3月18日 感染 佃屋主任
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介護老人保健施設　青雲荘

年度 総数 月平均(SS含む) ベッド稼働率 目標94.59(70床以上/日)

R2年 25,117 2,093 92.74 ×

R3年 25,230 2,103 93.41 ×

R4年 25,130 2,094 93.04 ×

R5年 25,504 2,125 94.17 ×

(R5−R4) 374 31

( 人 )年度別総数

入所

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

Ｒ4年 2,122 2,193 2,095 2,187 1,956 2,004 2,121 2,085 2,154 2,121 1,941 2,151 25,130 2,094 

Ｒ5年 2,042 2,102 2,034 2,210 2,235 2,151 2,141 2,085 2,189 2,154 2,063 2,098 25,504 2,125 

(R5−R4) −80 −91 −61 23 279 147 20 0 35 33 122 −53 374 

月別入所者数 ( 人 )

( 年平均 )

令和 4 年 8 月〜 9 月
青雲荘コロナクラスター発生
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訪問リハビリテーション

利用者数（月別） ( 人 )

（H31年4月本格事業開始）

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計 平均

Ｒ4年 356 292 350 390 167 366 401 421 424 348 308 440 4263 355 

Ｒ5年 432 421 468 449 476 476 460 446 447 410 392 430 5307 442 

(R5−R4) 76 129 118 59 309 110 59 25 23 62 84 −10 1044 
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年度 青雲会病院 居宅支援事業所 介護老人保健施設 合計

R1年 320,210 883 40,847 361,940

R2年 320,210 883 40,847 361,940

R3年 320,210 883 40,847 361,940

R4年 322,146 923 37,248 360,317

R5年 327,091 923 37,569 365,583

(R5−R4) 4,945 0 321 5,266

社会医療法人青雲会

( 万円 )事業収益
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職員数

男性 女性 合計

R1年 94 200 294 

R2年 94 196 290 

R3年 100 193 293 

R4年 97 194 291 

R5年 89 188 277 

(R5−R4) −8 −6 −14 

( 人 )青雲会病院

男性 女性 合計

R1年 113 241 354 

R2年 116 234 350 

R3年 121 228 349 

R4年 116 228 344 

R5年 104 219 323 

(R5−R4) −12 −9 −21 

( 人 )合計

男性 女性 合計

R1年 19 41 60 

R2年 22 38 60 

R3年 21 35 56 

R4年 19 34 53 

R5年 15 31 46 

(R5−R4) −4 −3 −7 

( 人 )青雲荘
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日付 担　当　者　名 題　　　名（内　容）
3月27日 月 川井田　浩 理事長 入職式

4月3日 月 島内　正樹 院長 著名人の名言集

4月10日 月 松原　照征 副院長 過去のプレゼン振り返り

4月17日 月 永田樹里/北原修太 SDGｓ委員会 症例発表「SDGｓについて」

4月24日 月 上田　博一郎 消化器内科医 自己紹介/ふるさと紹介

5月8日 月 野添　悦郎 歯科口腔外科医 私がちょっと気にしてる歯の話−小中学生、高校生の子供さんの第2大臼歯−

5月15日 月 永田　進 検査科長
症例発表「入職時健診の流行性ウイルス疾患
　（麻疹・風疹・ムンプス・水痘帯状）の抗体価報告」

5月22日 月 守山　泰司 歯科口腔外科医 蝶について

5月29日 月 愛甲　孝 外科医 電子カルテ時代の医療訴訟

6月5日 月 川井田　善太郎 脳神経外科医 杏林大学時代を振り返って

6月12日 月 今村　由美子 副院長兼看護部長 仕事について

6月19日 月 田中　誠 医事課主任 症例発表「訪問診療」

6月26日 月 畠中　泰教 総務部長 新型コロナウイルス感染症　発生から5類移行までを振り返る

7月3日 月 小村　幸生 居宅所長 SDGｓについて

7月10日 月 永田　進 検査科長 今月から院内検査を開始したβ−D−グルカンのお知らせ

7月18日 月 肥田木　美鈴 人間ドック部検査主任 症例発表「超音波検査の機能と症例報告」

7月24日 月 岩永　ミスズ 人間ドック部長 人間ドック部の歴史

7月31日 月 川井田　浩 理事長 創業43周年記念講演

8月7日 月 島内　正樹 院長 私の青雲時代Part２

8月14日 月 松原　照征 副院長 まずは結論から言おう

8月21日 月 藤崎　恭子 透析室主任 症例発表「臨床工学技士の業務拡大」

8月28日 月 徳永　浩美 薬局長 新型コロナウイルス

9月4日 月 諸木　恵 4階病棟師長 感染対策と家族対応

9月11日 月 川野　亜紀子 栄養管理部長 65歳からの健康づくりのキーワードは「フレイル」

9月19日 火 福山　睦美 手術室長 症例発表「手術室の現状と課題」

9月25日 月 町田　美英子 5階病棟師長 仕事と子育て

10月2日 月 前畑　悦子 回復期リハビリテーション病棟師長 仕事をする上で大事にしたい事

10月10日 火 藤崎　宏秋 透析室長 透析室と新型コロナ

10月16日 月 中村　空也 放射線科長 症例発表「節電　学会で発表した内容」

10月30日 月 秦　　陽一 リハビリテーション部長 私の趣味

11月6日 月 石堂　誠喜 理学療法科長 CCU病棟でのリハビリテーション部の取り組み

11月13日 月 内木場　晴宣 回復期病棟リハビリテーション科長 感謝

11月20日 月 石堂　誠喜 理学療法科長 症例発表「新入職者教育プログラムについて」

11月27日 月 國生　直也 4階病棟リハビリテーション科長 チームワーク

12月4日 月 野田　鉄平 医事課長 適時調査、病院機能評価受審を終えて

12月11日 月 小田　由国 経理部長 新ＮＩＳＡについて

12月18日 月 畠山朋美/北原修太 SDGｓ委員会 症例発表　SDGｓ、ヨガ/ゴミ拾い

12月25日 月 前原　健作 企画地域連携室長 総合目標の反省

R6年　1月4日 月 川井田　浩 理事長 年頭所感

1月9日 火 島内　正樹 院長 ヒューマンエラー

1月15日 月 松原　照征 副院長 人生の節目

1月22日 月 小鯛　ゆかり 医療安全管理対策室長 私の仕事

1月29日 月 本田　浩巳 地域連携室師長 業務と今後の目標

2月5日 月 北原　修太 経理課長 未来の医療について〜メタバース時代の到来か！？〜

2月13日 火 中村　空也 泌尿器科医 医療放射線安全管理（勉強会）

2月19日 月 野田　鉄平 理事長 症例発表「青雲会と禁煙の歴史②」

2月26日 月 永田　樹里 I Tシステム課長 医療DXとサイバーセキュリティ

3月4日 月 図師　由香里 外来師長 災害と向き合う

3月11日 月 真谷　友美 4階病棟副師長 鹿児島県移植医療実務者研修会に参加して

3月18日 月 田口　祐佳 企画地域連携室長主任
症例発表「企画地域連携室の看護師配置と
　　　　　　　　　部署異動の効果について」

3月25日 月 長野　由布 理学療法科主任 5階病棟早出勤務への取り組み

青雲会病院　朝礼講話 （令和5年度　全体朝礼スピーチ）
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令和５年度 「院外研修」(看護部)

日　付 研修会名 研修内容 参加人数

5月1日 人間ドック学会 健診育成セミナー ２名

6月8日 アドバンス・ケア・プライニング
意思決定支援に関わる看護師の

役割
１名

6月27日 リフレッシュ研修 新人看護職員卒後研修 １名

7月30日
腎臓リハビリテーションガイド

ライン講習会
運動指導等の加算について １名

8月19日 看護記録の基礎とポイント 看護記録の定義 １名

8月20日 褥瘡予防と看護 褥瘡のメカニズム １名

8月26日 日本看護看護管理学会 看護管理 １名

8月27日 重症度、医療・看護必要度研修 評価方法について ４名

8月31日 脳血管障害の患者 脳卒中治療にについて 1名

8月31日 研究倫理 なぜ倫理を学ぶのか 1名

9月5日 人間ドック学会 健診育成セミナー ３名

9月9日 看護管理等研修会 労務管理について 1名

9月30 循環器疾患患者の看護 心臓の働きについて 1名

10月24日 呼吸不全の看護
息切れと共に生活する患者に

出来る事
1名

10月30日 感染管理研修 院内感染のリーダーとして 1名

11月7日 人間ドック学会
人間ドック健診情報管理指導士

研修
１名

11月15日~17日 看護職員認知症向上研修 認知症に関する知識、看護 ２名

12月2日 医療安全管理者養成研修 安全文化の熟成 １名

12月12日 呼吸器疾患患者の看護 呼吸器の解剖生理 １名

12月12日 脳血管障害患者の看護 脳血管障害について ２名

12月23日 循環器疾患研修 循環器疾患患者の看護 １名

1月20日 看護保健学会 みんなで考える働き方 １名

2月14日 看護職員認知症向上研修 認知症に関する知識 ２名

2月24日 災害看護 災害時の医療はどうなるのか １名
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令和５年度 「院外研修」(放射線科)

日　付 名　　　　称 参加者

2023/4/5 Cyber DECT 15th Meet ing 徳冨

2023/4/21 第5回　福島救急画像診断研修会 徳冨

2023/5/17 第55回　鹿児島CT研究会 中村・徳冨

2023/7/9 令和5年度　診療放射線技師告示研修会 徳冨

2023/7/26 令和5年度　第1回　霧島・姶良地域研修会 中村(発表)・立元・徳冨

2023/8/23 第23回　鹿児島超音波研究会 中村・佃

2023/9/16 第2回　九州キャノンＣＴユーザー会 徳冨

2023/9/17 令和5年度　診療放射線技師告示研修会 中村・立元

2023/9/21 第56回　鹿児島CT研究会 中村・徳冨

2023/9/29〜10/1 第39回　日本診療放射線技師学術大会 中村（発表）

2023/11/3.4 第18回　九州放射線医療技術学術大会 中村・前田

2023/11/25 第96回　西播画像研究会 佃

2023/12/9 第9回　遠江MRI Conference 佃

2023/12/16.17 2023年度　マンモグラフィ技術講習会 立元

2023/12/23 第25回　東京MAGNETOM研究会 佃

2024/1/24 2023年度　Ai認定講習会 中村・立元

2024/2/10 令和5年度　第2回　霧島・姶良地域研修会 中村（発表）

2024/2/19 第30回 MRI tech forum 佃

2024/2/27 鹿児島医療情報システム研究会 佃・中村

2024/2/29 9th Cyber MRI Workshop 佃

2024/3/2 第62回山口MR撮像研究会 佃

2024/3/8 第57回神奈川MRI技術研究会 佃

2024/3/14 キャノンCTアカデミー 中村
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学　　校　　名 学　年 人　数

龍桜高等学校看護学科専門課程
１年生
２年生

22名
33名

鳳凰高等学校専門課程 ２年生 22名

鹿児島医療福祉専門学校 ３年生 11名

たちばな医療専門学校 ２年生 ４名

令和５年度  実習生受入実績
看護学生臨地実習

鹿児島医療技術専門学校 ４年生 １名

放射線技師臨床実習

崇城大学薬学部 ５年生 １名

薬剤師実習

鹿児島国政大学 ３年生 １名

社会福祉士実習

鹿児島情報ビジネス公務員専門学校
医療秘書科

２年生 ２名

医療事務実習

鹿児島医療福祉専門学校
３年生
２年生
１年生

１名
１名
１名

鹿児島医療技術専門学校 ４年生 １名

鹿児島第一医療リハビリ専門学校
３年生
１年生

１名
２名

鹿児島大学医学部保健学科 ４年生 １名

神村学園専修学校
３年生
２年生

２名
１名

九州中央リハビリテーション学院 ３年生 １名

リハビリテーション実習
理学療法科

鹿児島第一医療リハビリ専門学校
３年生
２年生

１名
２名

鹿児島大学医学部保健学科 ４年生 ２名

神村学園専修学校 ３年生 １名

作業療法科

鹿児島医療技術専門学校 ４年生 １名

鹿児島第一医療リハビリ専門学校 ３年生 １名

言語聴覚療法

鹿児島医療工学専門学校 ３年生 ４名

臨床工学技士
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フロア案内

６階
【病室】６０１～６１５　ナースステーション

展望温泉　ラウンジ

５階
【病室】５０１～５２２　特室 A　 特室 B 

　ナースステーション

４階
【病室】４０１～４２３　特室 C  高気圧酸素治療室　

ナースステーション

３階 リハビリテーション室　企画・地域連携室　大会議室　図書室

２階 手術室　透析室　人間ドックエリア　総務事務室　霊安室

１階

診察室１～９　泌尿器科　眼科　歯科口腔外科　点滴室　内視鏡室

放射線科（MRI 室・CT 室・結石破砕装置室・Ｘ線透視室・乳房撮影室・

歯科撮影室）検査室（心電図室・脳波室）　薬局栄養指導室　相談室

売店　喫茶コーナー
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୒ٛ׌ພ̤̫֭ͥͅ

ńŐŗŊŅĮĲĺ ͒のచ؊のܱ჏

社会医療法人青雲会
青雲会病院
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序 文

ĳı19 ාの 1ĳ に中࣭の໌ۧでইまった࠮ COVID19 のΩϋΟηッ·も、ĳıĳĴ ාのˑ

に࠮ ŘŉO がଲٮ的な࢖ਤמ୆上のݢ޽事ఠをਞၭとしました。このۼ、確認された

COVID-19 感染者は、ଲٮ中で˓ؙ ķĶıı ྔ૽を಼え、ঘ者は ĸıı ࡞くに上ると߃૽ྔ

ͩれます。日ུでは感染者が࿩ Ĵĵıı ྔ૽、ঘ者は࿩˓ྔ Ķııı ૽と報࣬されています。

日ུでも ĳıĳĴ ාˑ࠮˔日に感染症分႒がˎ႒からˑ႒に֊行し、COVID-19 ͒の۱გ

が一ܨに進͙ましたが、৘षのところ、COVID-19 は྘װし௽け、;ͼσス自体も་։

と進化をしているようです。

このࣂࡔを੥いているশതでも、発෎ٸြをངれる患者さんのତはࡘりましたが、

COVID-19 のု଻者はջட࠿੄されていますし、൚院の職員の中にも感染者が८見され

ます。ոஜ͕ど目立たないだけで、COVID-19 は୓かに྘װしていると思ͩれます。

とは࡞え、COVID-19 も発࡛൚੝のޞրからはかなり৻体化し、ͼϋフσ΀ϋΎや

೒常の໓৯໼͙の;ͼσスになり̾̾あるのではないかとの৘感はあります。しかし、

COVID-19 がまたい̾か、さらなるޞրとなるڼに་։する、もしくは新たなྚ知の感

染症がΩϋΟηッ·を֨きܳこすかもしれません。「͕とんどのાࣣ、ΩϋΟηッ·がུ

൚にਞͩるのはষのΩϋΟηッ·がইまったশだ。̷れがΩϋΟηッ·のႤঃだ」とも࡞

ͩれます。

我々が経験したことのない今回の COVID-19 のΩϋΟηッ·から学んだことと、ତ々

の経験とをܱ჏にॼすことで、ষのΩϋΟηッ·に୆かされることをܢఞして、今回この

ようなܱ჏ਬをै଼いたしました。

΋υ΢ؼのːාۼは、今思えばあっというۼでしたが、අに൚੝のˎාۼは、経験した

ことのない対応に೏ͩれ、ܨがݝまることはありませんでした。̷の後いろいろな経験を

積んで、対応力も૸に̾いて行きました。このܱ჏ਬを༎ਬするにあったって、ະհやޔ

ູが॒௚する中でCOVID-19 診療にೄ୪ͩࠈっていただいた多くのスタッフ、COVID-19

ոٸのུြのުྩをੁ々とこなしていただいたスタッフ、ܱ჏をまとめる上でຈါだった

貴重なΟȜタの೹ރをしてくれた方々など、あら͠る࿂において、協力、௖談に応じてい

ただいた青雲会病院の஠スタッフに感৫૭し上げます。

༎ġ৪　ോඤ　ୃਏ



− 109 −－ 109 －

࿒ġষ

1ȅ青雲会病院におけるCOVID-19対応の௙گȁƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦȁ11ı

ĳȅশࠏႥから͙たCOVID-19関Ⴒの੄ြ事ȁ ƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦȁ11ĳ

Ĵȅ発෎໓৯症ેٸြの৘ୡȁƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦȁ11Ķ

ĵȅCOVID-19࠿औの৘ୡȁ ƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦȁ1ĳı

ĶȅCOVID-19病൓ȪCCŖȫ入院の৘ୡȁƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦƦȁ1ĳĴ
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序 文

ĳı19 ාの 1ĳ に中࣭の໌ۧでইまった࠮ COVID19 のΩϋΟηッ·も、ĳıĳĴ ාのˑ

に࠮ ŘŉO がଲٮ的な࢖ਤמ୆上のݢ޽事ఠをਞၭとしました。このۼ、確認された

COVID-19 感染者は、ଲٮ中で˓ؙ ķĶıı ྔ૽を಼え、ঘ者は ĸıı ࡞くに上ると߃૽ྔ

ͩれます。日ུでは感染者が࿩ Ĵĵıı ྔ૽、ঘ者は࿩˓ྔ Ķııı ૽と報࣬されています。

日ུでも ĳıĳĴ ාˑ࠮˔日に感染症分႒がˎ႒からˑ႒に֊行し、COVID-19 ͒の۱გ

が一ܨに進͙ましたが、৘षのところ、COVID-19 は྘װし௽け、;ͼσス自体も་։

と進化をしているようです。

このࣂࡔを੥いているশതでも、発෎ٸြをངれる患者さんのତはࡘりましたが、

COVID-19 のု଻者はջட࠿੄されていますし、൚院の職員の中にも感染者が८見され

ます。ոஜ͕ど目立たないだけで、COVID-19 は୓かに྘װしていると思ͩれます。

とは࡞え、COVID-19 も発࡛൚੝のޞրからはかなり৻体化し、ͼϋフσ΀ϋΎや

೒常の໓৯໼͙の;ͼσスになり̾̾あるのではないかとの৘感はあります。しかし、

COVID-19 がまたい̾か、さらなるޞրとなるڼに་։する、もしくは新たなྚ知の感

染症がΩϋΟηッ·を֨きܳこすかもしれません。「͕とんどのાࣣ、ΩϋΟηッ·がུ

൚にਞͩるのはষのΩϋΟηッ·がইまったশだ。̷れがΩϋΟηッ·のႤঃだ」とも࡞

ͩれます。

我々が経験したことのない今回の COVID-19 のΩϋΟηッ·から学んだことと、ତ々

の経験とをܱ჏にॼすことで、ষのΩϋΟηッ·に୆かされることをܢఞして、今回この

ようなܱ჏ਬをै଼いたしました。

΋υ΢ؼのːාۼは、今思えばあっというۼでしたが、අに൚੝のˎාۼは、経験した

ことのない対応に೏ͩれ、ܨがݝまることはありませんでした。̷の後いろいろな経験を

積んで、対応力も૸に̾いて行きました。このܱ჏ਬを༎ਬするにあったって、ະհやޔ

ູが॒௚する中でCOVID-19 診療にೄ୪ͩࠈっていただいた多くのスタッフ、COVID-19

ոٸのུြのުྩをੁ々とこなしていただいたスタッフ、ܱ჏をまとめる上でຈါだった

貴重なΟȜタの೹ރをしてくれた方々など、あら͠る࿂において、協力、௖談に応じてい

ただいた青雲会病院の஠スタッフに感৫૭し上げます。

༎ġ৪　ോඤ　ୃਏ
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ˍ．୒ٛ׌ພ̤̫֭ͥͅńŐŗŊŅĮĲĺ చ؊の௙گ

ĳı19 ාྎに、中࣭の࡮ཤજ໌ۧঌで֦ࡔະ明の;ͼσス଻෹׶のਬ౬発୆し、̷の後

ŘŉO が̷の;ͼσスをඅ定し COVID-19 とྵྴ、੊くۼにଲٮにڐఱし、ΩϋΟηッ

·がইまった。日ུでもံාのˍ࠮に࣭ඤ੝の感染者が確認され、ΘͼμκϋΡίςϋΓ

ス࣢入ࢽশ、࣭ඤ੝の·ρスタȜが認められ、̷の後もڎ౷で患者のਬ౬発୆が認められ

た。

৅঱ോࡇでは、ĳıĳı ාˏ࠮に、࣭םからの࣭ܦ者がࡇඤ੝の感染者として確認され、

̷の関係者がՖၻঌहਯ者で、߃ႋのスȜΩȜに立ちܙったことから、青雲会病院ਔ༏も

௧டとなった。̷の患者が൚院に入院したらしいと࡞う׉もあり、入院中の患者のز௼と

思ͩれる૽໤からの৏ᑵなഩდもあった。࣭ඤٸの感染者、ঘ者が௩加していく中で、有

ྴ૽のঘཌが報ൽされたことで、ף々࣭ඤに COVID-19 に対するູޔとະհが྘װして

行った。ː࠮には൚院で੝めて感染者が確認され、診ख़に関ͩった医঍を͚܄ତྴが、༗

୪૘者として࢚ਫ਼からのঐাで、ෛ࠲ 1ĵ 日ۼの自఺ڞၗを余ܻなくされた。いよいよ৅

঱ോࡇでの流行もྫণできない様௖となり、すぐに൚院でも࣭ܦ者୪૘者ٸြȪ後の発෎

໓৯症ેٸြȫをݢݣเ入࢛Ȫ໓ੰ৒ȫでٳইした。また感染者のݢ௩により、ࡇがঐ定

する感染病઄だけでは対応ࣾඳとなり、ࡇඤで入院خෝな医療機関の病઄確༗にทられ、

ඤでもいち்くྴ乗りを上げてࡇには、青雲会病院は࠮˓ COVID-19 入院患者の਋け入

れを表明した。̷の後、感染者ତもいったんは઀ેࢫఠとなったが、ြたるൃの流行ܢを

ࠞえるための੔๵がຈါとなり、໓ੰ৒での発෎໓৯症ેٸြもٮࡠがあると思ͩれたた

め、ίτΧή઀ؚを新たに୭౾し、発෎ٸြを׋ဥすることをْࠗした。൚੝は医঍会や

行ଽからίτΧήでの診療に対する診療་خݺࢵ૭୏がຈါとͩ࡞れ、࿂ുな੥႒や਀௽

きをทられたが、感染者のݢ௩にݫしたのか、後にະ࿚となった。

൚院での COVID-19 औに̾いては、COVID-19࠿ 発୆ஜから、すでに、ōłŎő 法によ

るࠫړ菌ଇ௸診断機ܕが൵入されていたこと、およ͍ໝତのႉ઄࠿औܿ঍が̷の਀ܿにਠ

੃していたこと、COVID-19 に対する࠿੄দ薬が்ܢにٳ発されたことなどにより、൚

院での独自࠿औが ĳıĳ1 ා˓࠮にはٳইできた。̷の後も őCœ 定ၾࡔତర、抗ܕऔ機࠿

に൵入し、ଇ௸ୃ確なܢを்ܕऔ機࠿ COVID-19 の࠿੄に有ဥであった。これらの࠿औ

機ܕのਰ৘により、後にఱၾに؋しܙせる発෎ٸြの患者、༗࠲ਫ਼からのཛྷఱな࠿औջှ、

院ඤ·ρスタȜ発୆͒の対応がخෝとなった。

COVID-19 入院患者の਋け入れに̾いては、どのように病઄を׋ဥしていくかをスタ

ッフۼでდしࣣっていくなかで、੭々に৅঱ോࡇでのలː෨における入院患者の予想ତが

௩え̾̾あり、൚院も回໘ܢ病൓の一໐を˔઄ COVID-19 病൓ȪCCŖȫとして׋ဥする

ことをࠨめ、ࡇから重ത医療機関ঐ定を਋けた。

発෎ٸြ、CCŖ のא׋と໹行して、χ·Ιϋ୪ਅの੔๵を進めるຈါもあった。Ֆၻ

ঌからは、ˍ日 1ĳı ྴの୪ਅ者਋け入れါ୏があり、とてもݰြのやり方では、૽的、

শۼ的にもະخෝと思ͩれたが、௙ྩ໐ಿのͺͼΟͺで、青雲独自の方৆によって、この

目ດもో଼できることになった。

COVID-19 発୆からˎා目となり、COVID-19 もষ々に་։を߫り༐し、感染力が௩

ఱし、ˍ日 ĳıı ྴを಼える発෎ٸြの患者、Ĵĳ ઄にまで௩઄した CCŖ ͒の入院患者、
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ྀ日߫り༐されるχ·Ιϋ୪ਅなど͒の対応と、青雲会病院の職員は、一౿౬ࠫして立ち

向かった。発෎ٸြでは、ാगࣛりのַや、かんかんચりの日ৣ、ێ໓が଑きすさ͐中で、

ယ৥ない࡞いがかりや·τȜθにもఛえ、ঔ୭からষ々にջှされる重ഽٚࢌのࣞႢ者の

入院も਋け入れた。൚院でもˎഽの院ඤ·ρスタȜ発୆を経験したが、ষ々に௩える職員、

入院患者の感染にູޔをژえ、また̷の対応にఱ་ߎၪしたが、̷れらもڎਫ਼௺ಿのଇ௸

な൱きとΙȜθχȜ·により、்ܢにਞ௳させることができた。

COVID-19 治療薬はಕৣ薬のα·σςȜ ® が ĳıĳı ාˑ࠮にඅ႕ઇ認され、̷の後

ĳıĳ1 ා 1ĳ に੝のඤ໚薬ρΊής΂࠮ ®、ĳıĳĳ ාˎ࠮にΩ΅υΫッΡΩッ· ®、ĳıĳĳ ා

11 にಁればせながら࣭ॲのඤ໚薬Ζ΋ȜΨ࠮ ® がઇ認され、青雲会病院では積極的に入

院、ٸြ患者͒ੜ方した。ୋ薬ιȜ΃Ȝのდでは、൚院でのΖ΋ȜΨ ® のঀဥତは࣭ඤで

ずっとΠッίを֋঵していたとのことである。

COVID-19 も、শを経ていく̾かの་։を߫り༐す中で、感染力をޑめながらも、੭々

に৻ඉ化していき、いく̾かの流行の෨を経て、ষలに̷の流行のܰ࿅も઀さくなってい

った。ଲٮ中でCOVID-19に対する۱გθȜΡがࢩがり、੭々に日ུ࣭ඤでの۱გも進͙、

ĳıĳĴ ාˑ࠮˔日に、感染症ˎ႒からˑ႒͒の֊行、̷して、ĳıĳĵ ාˏ࠮ Ĵ1日をもって、

医療๯の࢖๯঑׳がਞၭとなった。΋υ΢ؼは事৘上一定のߊ୨りをࠞえ、医療は「໹শ」

をࠞえることになった。൚院での体ଷも、ˏ࠮ Ĵ1 日にίτΧή発෎ٸြおよ͍ CCŖ は

໾ङとなった。
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ĳı19 ාྎに、中࣭の࡮ཤજ໌ۧঌで֦ࡔະ明の;ͼσス଻෹׶のਬ౬発୆し、̷の後

ŘŉO が̷の;ͼσスをඅ定し COVID-19 とྵྴ、੊くۼにଲٮにڐఱし、ΩϋΟηッ

·がইまった。日ུでもံාのˍ࠮に࣭ඤ੝の感染者が確認され、ΘͼμκϋΡίςϋΓ

ス࣢入ࢽশ、࣭ඤ੝の·ρスタȜが認められ、̷の後もڎ౷で患者のਬ౬発୆が認められ

た。

৅঱ോࡇでは、ĳıĳı ාˏ࠮に、࣭םからの࣭ܦ者がࡇඤ੝の感染者として確認され、

̷の関係者がՖၻঌहਯ者で、߃ႋのスȜΩȜに立ちܙったことから、青雲会病院ਔ༏も

௧டとなった。̷の患者が൚院に入院したらしいと࡞う׉もあり、入院中の患者のز௼と

思ͩれる૽໤からの৏ᑵなഩდもあった。࣭ඤٸの感染者、ঘ者が௩加していく中で、有

ྴ૽のঘཌが報ൽされたことで、ף々࣭ඤに COVID-19 に対するູޔとະհが྘װして

行った。ː࠮には൚院で੝めて感染者が確認され、診ख़に関ͩった医঍を͚܄ତྴが、༗

୪૘者として࢚ਫ਼からのঐাで、ෛ࠲ 1ĵ 日ۼの自఺ڞၗを余ܻなくされた。いよいよ৅

঱ോࡇでの流行もྫণできない様௖となり、すぐに൚院でも࣭ܦ者୪૘者ٸြȪ後の発෎

໓৯症ેٸြȫをݢݣเ入࢛Ȫ໓ੰ৒ȫでٳইした。また感染者のݢ௩により、ࡇがঐ定

する感染病઄だけでは対応ࣾඳとなり、ࡇඤで入院خෝな医療機関の病઄確༗にทられ、

ඤでもいち்くྴ乗りを上げてࡇには、青雲会病院は࠮˓ COVID-19 入院患者の਋け入

れを表明した。̷の後、感染者ତもいったんは઀ેࢫఠとなったが、ြたるൃの流行ܢを

ࠞえるための੔๵がຈါとなり、໓ੰ৒での発෎໓৯症ેٸြもٮࡠがあると思ͩれたた

め、ίτΧή઀ؚを新たに୭౾し、発෎ٸြを׋ဥすることをْࠗした。൚੝は医঍会や

行ଽからίτΧήでの診療に対する診療་خݺࢵ૭୏がຈါとͩ࡞れ、࿂ുな੥႒や਀௽

きをทられたが、感染者のݢ௩にݫしたのか、後にະ࿚となった。

൚院での COVID-19 औに̾いては、COVID-19࠿ 発୆ஜから、すでに、ōłŎő 法によ

るࠫړ菌ଇ௸診断機ܕが൵入されていたこと、およ͍ໝତのႉ઄࠿औܿ঍が̷の਀ܿにਠ

੃していたこと、COVID-19 に対する࠿੄দ薬が்ܢにٳ発されたことなどにより、൚

院での独自࠿औが ĳıĳ1 ා˓࠮にはٳইできた。̷の後も őCœ 定ၾࡔତర、抗ܕऔ機࠿

に൵入し、ଇ௸ୃ確なܢを்ܕऔ機࠿ COVID-19 の࠿੄に有ဥであった。これらの࠿औ

機ܕのਰ৘により、後にఱၾに؋しܙせる発෎ٸြの患者、༗࠲ਫ਼からのཛྷఱな࠿औջှ、

院ඤ·ρスタȜ発୆͒の対応がخෝとなった。

COVID-19 入院患者の਋け入れに̾いては、どのように病઄を׋ဥしていくかをスタ

ッフۼでდしࣣっていくなかで、੭々に৅঱ോࡇでのలː෨における入院患者の予想ତが

௩え̾̾あり、൚院も回໘ܢ病൓の一໐を˔઄ COVID-19 病൓ȪCCŖȫとして׋ဥする

ことをࠨめ、ࡇから重ത医療機関ঐ定を਋けた。

発෎ٸြ、CCŖ のא׋と໹行して、χ·Ιϋ୪ਅの੔๵を進めるຈါもあった。Ֆၻ

ঌからは、ˍ日 1ĳı ྴの୪ਅ者਋け入れါ୏があり、とてもݰြのやり方では、૽的、

শۼ的にもະخෝと思ͩれたが、௙ྩ໐ಿのͺͼΟͺで、青雲独自の方৆によって、この

目ດもో଼できることになった。

COVID-19 発୆からˎා目となり、COVID-19 もষ々に་։を߫り༐し、感染力が௩

ఱし、ˍ日 ĳıı ྴを಼える発෎ٸြの患者、Ĵĳ ઄にまで௩઄した CCŖ ͒の入院患者、
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）

鹿
児
島
県
１
例
目
感
染
者（
ӳ
国
か
Β
の
ؼ
国
者
）

3月
24
日

౦
ژ
ޒ
・ྠ
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
21
年
Ն
に
延
ظ

3月
29
日

ࢤ
ଜ
け
ん
͞
ん
死
ڈ
 
CO
VI
D
-1
9ഏ
Ԍ
で

4月
1日

Ξ
ϕ
ϊ
マ
ス
ク
഑
෍

4月
5日
ӳ
δ
ϣ
ン
ι
ン
首
相
入
院

4月
7日

緊
急
事
ଶ
એ
）ݴ
౦
・ژ
ਆ
ಸ
઒・࡛

・ۄ
ઍ
༿・
େ
・ࡕ
ฌ
・ݿ
෱
Ԭ
）

4月
11
日
世
界
全
体
の
死
者
累
計
10
万
人
Λ
超
え

4月
16
日

国
内
感
染
者
累
計
1万
人
超
え
ɻʮ
緊
急
事
ଶ
એ
ݴ
ʯ全
国
に
֦

େ
ɻ首
相
全
国
ຽ
ର
৅
に
1人
10
万
ԁ
څ
෇
表
明

4月
18
日

青
雲
会
病
院
受
਍
70
୅
ঁ
ੑ
ཅ
ੑ

Ѭ
ྑ
ࢢ
初（
県
内
7例
目
）

4月
24
日

ആ
༏
の
Ԭ
ߐ
ٱ
ඒ
ࢠ
͞
ん
死
ڈ

ؼ
国
者
઀
৮
者
外
来
開
ઃ
鹿
児
島
県
ࢦ
ఆ

4月
26
日
世
界
全
体
の
死
者
累
計
20
万
人
Λ
超
え

5月
15
日
世
界
全
体
の
死
者
累
計
30
万
人
Λ
超
え

CO
VI
D
19
஫
ࣹ
薬
レ
Ϝ
σ
シ
ϕ
ル
国
内
初
特
例
承
認

5月
20
日

Ն
の
ߕ
ࢠ
Ԃ
中
止

6月
19
日

プ
ロ
໺
ٿ
ແ
؍
客
ࢼ
߹
で
開
ນ

6月
28
日
世
界
の
感
染
者
累
計
10
00
万
人
超
え

7月
8日

CO
VI
D
-1
9第
2波
始
ま
る

鹿
児
島
ࢢ
内
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
ɻอ
݈
ॴ
か
Β
28
人
1C
ݕ3
査
の
ґ
པ

7月
20
日

国
内
死
者
10
00
人
超
え

7月
22
日

(
P5
Pト
ラ
ϕ
ル
ス
タ
ー
ト

ˎ
．
শ
ࠏ
Ⴅ
̥
ͣ
み
̹

ń
Ő
ŗ
ŊŅ

Ĳ
ĺ
۾
Ⴒ
の
੄
ြ
ম

月
日

海
外
で
の
主
な
出
来
事

国
内
で
の
主
な
出
来
事

鹿
児
島
県
・
青
雲
会
病
院
で
の
出
来
事
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8月
28
日

҆
ഒ
首
相
ࣙ
任

9月
14
日

؅
首
相
就
任

9月
25
日

鹿
児
島
国
体
23
年
に
延
ظ

9月
29
日
世
界
全
体
の
死
者
累
計
10
0万
人
超
え

10
月
2日
ถ
ト
ラ
ン
プ
େ
౷
ྖ
入
院

10
月
29
日

国
内
感
染
者
累
計
10
万
人
超
え

CO
VI
D
-1
9第
3波
始
ま
る

11
月
9日
世
界
全
体
の
感
染
者
累
計
50
00
万
人
超

11
月
30
日

特
ઃ
プ
レ
ハ
ブ
発
熱
外
来
ӡ
用
開
始

発
熱
ױ
者
ి
࿩
相
ஊ
開
始

12
月
6日
ӳ
で
感
染
ྗ
͕
ߴ
͍
CO
VI
D
-1
9ม
ҟ
छ
͕
急
଎
に
֦
େ

発
熱
෩
अ
症
ঢ়
外
来
ि
຤
ӡ
用
開
始

12
月
21
日

国
内
感
染
者
累
計
20
万
人
超
え

20
21
年

1月
27
日
世
界
全
体
の
感
染
者
累
計
1億
人
超
え

CO
VI
D
-1
ݕ9
出
ػ
ث
ೲ
入
ID
N
O
8
�（
N
&"
3๏
）

2月
3日

վ
ਖ਼
コ
ロ
ナ
特
措
๏
੒
ཱ

2月
17
日

৽
ܕ
コ
ロ
ナ
ϫ
ク
ν
ン
઀
छ
開
始

医
療
ै
事
者
Қ
࿑
ۚ
20
万
ԁ
څ
෇

2月
19
日

CO
VI
D
-1
9病
床
ࢦ
ఆ（
࠷
େ
8床
）

CO
VI
D
-1
9第
4波
始
ま
る（
Ξ
ル
フ
Ν
株
）

3月
17
日

医
療
ै
事
者
༏
ઌ
ϫ
ク
ν
ン
઀
छ
開
始

4月
9日

国
内
感
染
者
累
計
50
万
人
超
え

4月
12
日

ߴ
ྸ
者
ϫ
ク
ν
ン
઀
छ
開
始

4月
15
日

CO
VI
D
-1
9病
棟
初
入
院（
2໊
）

4月
17
日

CO
VI
D
-1
࣏9
療
薬（
レ
Ϝ
σ
シ
ϕ
ル
）ӡ
用
開
始

4月
26
日

国
内
死
者
累
計
1万
人
超
え

5月
24
日

౦
ژ
・
େ
ࡕ
େ
ن
໛
ϫ
ク
ν
ン
઀
छ
会
৔
開
ઃ

ߴ
ྸ
者
等
༏
ઌ
者
ϫ
ク
ν
ン
઀
छ
開
始

6月
1日

CO
VI
D
-1
9第
5波
始
ま
る（
σ
ル
タ
株
）

7月
23
日

౦
ژ
ޒ
ྠ
ແ
؍
客
ࢼ
߹
で
開
ນ

Ұ
ൠ
ର
৅
ϫ
ク
ν
ン
઀
छ
開
始

7月
29
日

国
内
Ұ
日
の
৽
ن
感
染
者
数
1万
人
Λ
超
え
る

8月
6日

国
内
感
染
者
累
計
10
0万
人
超
え

8月
8日

౦
ژ
ޒ
ྠ
閉
ນ

9月
3日

؅
首
相
ࣙ
任

中
ߴ
生
ର
৅
ϫ
ク
ν
ン
઀
छ
開
始（
ຖ
ि
౔
）

9月
5日

CO
VI
D
-1
9病
床
32
床
へ
増
床

月
日

海
外
で
の
主
な
出
来
事

国
内
で
の
主
な
出
来
事

鹿
児
島
県
・
青
雲
会
病
院
で
の
出
来
事

－ 5 －

20
19
年

12
月
30
日
中
国
෢
׽
ࢢ
に
͓
け
る
ݪ
Ҽ
ෆ
明
の
΢
Π
ル
ス
ੑ
ഏ
Ԍ
の

発
生
に
ؔ
͠
ͯ
෢
׽
౰
ہ
͕
発
表

20
20
年

1月
11
日
中
国
෢
׽
ഏ
Ԍ
の
உ
ੑ
	6
1

͕
死
๢
	初
死
者



1月
14
日
8
H
O
৽
ܕ
コ
ロ
ナ
΢
Π
ル
ス
Λ
確
認

1月
16
日

国
内
初
の
৽
ܕ
コ
ロ
ナ
΢
Π
ル
ス
感
染
症
ױ
者
Λ
確
認
	෢
׽

に
౉
ߤ
͠
ͨ
中
国
੶
உ
ੑ
	2
/1
3死
๢



1月
30
日
8
H
Oʮ
国
ࡍ
త
な
緊
急
事
ଶ
ʯΛ
એ
ݴ

2月
3日

μ
Π
Ϡ
モ
ン
υ
プ
リ
ン
η
ス
߸
入
）ߓ
ધ
上
ִ
཭
開
始
）

2月
11
日
8
H
O
৽
ܕ
コ
ロ
ナ
΢
Π
ル
ス
Λʮ
CO
VI
D
-1
9ʯ
ͱ
໊
෇
け
る
CO
VI
D
19
第
1波
始
ま
る

全
国
બ
ൈ
ߴ
ߍ
໺
ٿ
େ
会
͕
中
止

3月
12
日
8
H
Oʮ
パ
ン
σ
ミ
ッ
ク
ʯ表
明

3月
17
日
෹
全
౔
で
外
出
ن
（੍
ロ
ッ
ク
μ
΢
ン
）

鹿
児
島
県
１
例
目
感
染
者（
ӳ
国
か
Β
の
ؼ
国
者
）

3月
24
日

౦
ژ
ޒ
・ྠ
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
21
年
Ն
に
延
ظ

3月
29
日

ࢤ
ଜ
け
ん
͞
ん
死
ڈ
 
CO
VI
D
-1
9ഏ
Ԍ
で

4月
1日

Ξ
ϕ
ϊ
マ
ス
ク
഑
෍

4月
5日
ӳ
δ
ϣ
ン
ι
ン
首
相
入
院

4月
7日

緊
急
事
ଶ
એ
）ݴ
౦
・ژ
ਆ
ಸ
઒・࡛

・ۄ
ઍ
༿・
େ
・ࡕ
ฌ
・ݿ
෱
Ԭ
）

4月
11
日
世
界
全
体
の
死
者
累
計
10
万
人
Λ
超
え

4月
16
日

国
内
感
染
者
累
計
1万
人
超
え
ɻʮ
緊
急
事
ଶ
એ
ݴ
ʯ全
国
に
֦

େ
ɻ首
相
全
国
ຽ
ର
৅
に
1人
10
万
ԁ
څ
෇
表
明

4月
18
日

青
雲
会
病
院
受
਍
70
୅
ঁ
ੑ
ཅ
ੑ

Ѭ
ྑ
ࢢ
初（
県
内
7例
目
）

4月
24
日

ആ
༏
の
Ԭ
ߐ
ٱ
ඒ
ࢠ
͞
ん
死
ڈ

ؼ
国
者
઀
৮
者
外
来
開
ઃ
鹿
児
島
県
ࢦ
ఆ

4月
26
日
世
界
全
体
の
死
者
累
計
20
万
人
Λ
超
え

5月
15
日
世
界
全
体
の
死
者
累
計
30
万
人
Λ
超
え

CO
VI
D
19
஫
ࣹ
薬
レ
Ϝ
σ
シ
ϕ
ル
国
内
初
特
例
承
認

5月
20
日

Ն
の
ߕ
ࢠ
Ԃ
中
止

6月
19
日

プ
ロ
໺
ٿ
ແ
؍
客
ࢼ
߹
で
開
ນ

6月
28
日
世
界
の
感
染
者
累
計
10
00
万
人
超
え

7月
8日

CO
VI
D
-1
9第
2波
始
ま
る

鹿
児
島
ࢢ
内
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
ɻอ
݈
ॴ
か
Β
28
人
1C
ݕ3
査
の
ґ
པ

7月
20
日

国
内
死
者
10
00
人
超
え

7月
22
日

(
P5
Pト
ラ
ϕ
ル
ス
タ
ー
ト

ˎ
．
শ
ࠏ
Ⴅ
̥
ͣ
み
̹

ń
Ő
ŗ
ŊŅ

Ĳ
ĺ
۾
Ⴒ
の
੄
ြ
ম

月
日

海
外
で
の
主
な
出
来
事

国
内
で
の
主
な
出
来
事

鹿
児
島
県
・
青
雲
会
病
院
で
の
出
来
事



− 114 −－ 7 －

9月
10
日

N
H
K番
組（
か
ご
ス
ピ
）で
青
雲
会
病
院
の
取
り
組
み
放
映

10
月
4日

岸
田
首
相
就
任

11
月
30
日

国
内
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
初
確
認

12
月
24
日

CO
VI
D
-1
9内
服
薬
モ
ル
ヌ
ピ
ラ
ビ
ル（
ラ
ゲ
ブ
リ
オ
）
国
内

特
例
認
可

20
22
年

1月
7日
世
界
全
体
の
感
染
者
累
計
3億
人
超
え

第
6波
始
ま
る（
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
）

1月
21
日

CO
VI
D
-1
9病
床
18
床
へ
減

1月
24
日

CO
VI
D
-1
9病
床
32
床
へ
増

1月
25
日

CO
VI
D
-1
9病
棟
用
透
析
装
置
導
入

1月
27
日

鹿
児
島
県
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
発
動

1月
28
日

青
雲
会
病
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生（
1回
目
）

2月
10
日

内
服
薬
ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
/リ
ト
ナ
ビ
ル（
パ
キ
ロ
ビ
ッ
ト
パ

ッ
ク
）国
内
特
例
認
可

2月
11
日

国
内
死
者
累
計
2万
人
超
え

院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
終
息

4月
13
日

国
内
感
染
者
累
計
50
0万
人
超
え

6月
10
日

訪
日
客
受
け
入
れ
解
禁

7月
14
日

第
7波
始
ま
る

青
雲
会
病
院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生（
2回
目
）

8月
4日

国
内
感
染
者
累
計
10
00
万
人
超
え

8月
21
日

岸
田
首
相
CO
VI
D
-1
9感
染

8月
24
日

院
内
ク
ラ
ス
タ
ー
終
息

9月
26
日

CO
VI
D
-1
9全
数
調
査
終
了

CO
VI
D
-1
9第
8波
始
ま
る

10
月
11
日

全
国
旅
行
支
援
開
始

11
月
22
日
中
国
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
事
実
上
崩
壊

内
服
薬
エ
ン
シ
ト
レ
ル
ビ
ル
フ
マ
ル
酸（
ゾ
コ
ー
バ
）
緊
急
承
認

12
月
12
日

国
内
感
染
者
累
計
30
00
万
人
超
え
4人
に
１
人
感
染

20
23
年

鹿
児
島
県
病
床
使
用
率
78
.1
%

1月
27
日

岸
田
首
相
、5
/0
8に
感
染
症
５
類
へ
の
移
行
表
明

1月
28
日

国
内
月
間
死
者
初
１
万
人
超
え

3月
13
日

脱
マ
ス
ク
開
始

3月
20
日

CO
VI
D
-1
9病
床
8床
へ
減

5月
8日

CO
VI
D
-1
9
５
類
へ
移
行

20
24
年

3月
31
日

CO
VI
D
-1
9医
療
費
公
費
支
援
終
了

プ
レ
ハ
ブ
発
熱
外
来
コ
ロ
ナ
病
棟
閉
鎖

月
日

海
外
で
の
主
な
出
来
事

国
内
で
の
主
な
出
来
事

鹿
児
島
県
・
青
雲
会
病
院
で
の
出
来
事
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ˏ．อ෎໓৯છેٸြの৘ୡ

ĳıĳıාː࠮ĳĸ日からݢݣเ入࢛の໓ੰ৒において、൚੝࣭ܦ者୪૘者ٸြとしてٳ୭。

̷のশതでは、患者ତも少なく、なんとか̷のスβȜスでやりくりできたが、ذાとなり

৒ඤの႖པ、換ܨの࿚ఴが੄てきた。੟さ対ॐに̾いては、௙ྩ໐ಿが、৒ඤにຕಔを౾

いたが、余りض࢘はなく、スタッフにはະບであった。༞੩߄で、۰օ֮߿գ௡౾をࣔ入、

৒ඤに୭౾したが、̷の有ဥ଻はྚ確認であった。̷の後੭々に患者が௩え̾̾あり、৬

のಛ৬スβȜスの࿚ఴも੄てきたので、新たな COVID-19 診療スβȜスの確༗にทられ

てきた。ಛ৬ાのスβȜスに新たに֮գ௡౾ັきの診療൓の௩୭やΠτȜρȜΧ;スのࣔ

入などの方法も೹մされたが、̷の๯ဥや୭౾ۼܢなどをࣉえると、࡛৘的ではないと思

ͩれ、院ಿ、໗院ಿȪۭࢌ໐ಿȫ、௙ྩ໐ಿのˏྴでდしࣣい、さͩやか薬ޫのၔにίτ

Χή઀ؚを࠺て、COVID-19 のٸြ診療を行うことをࠨめた。ίτΧή઀ؚでの診療を

行うことに̾いては、医঍会や行ଽから医療法による་خݺࢵ૭୏਀௽きがຈါというో

しがြたが、̷れでは今後予想される非常事ఠにۼにࣣͩないとඏっ͇͋、฼ば見୨り発

৬的にスタȜΠした。̷の後医঍会らも行ଽからも·τȜθはなかった。ίτΧήでの診

療にຈါな機ऺの୭౾、院ඤഩঊ΃σΞとの୪௽などもۖၭし、11 ࠮ Ĵı 日から׋ဥٳ

ইとなった。ίτΧή発෎ٸြがスタȜΠできたことで、患者のಛ৬スβȜスが確༗でき、

患者ۼのڞၗスβȜスの確༗がະါとなった。৬ٸからの࠿体न取で、スタッフの感染ς

ス·もࡘらすことができた。

႕ා、ාྎාইにͼϋフσ΀ϋΎの流行のためݝ日൚๔医の患者対応にߎၪする事ఠ

がܳきており、今回は̷れに COVID-19 対応が重なることで、さらにई၄するخෝ଻が

予想されため、Ֆၻ౷ߊ医঍会理事にՖၻঌඤの医療機関の医঍の঑׳のもとでの、൚

院でのݝ日発෎ٸြの׋ဥを೹մしたところ、協力するとのことで、1ĳ ဥ׋の࠮ˍ、࠮

がࠨ定した。また、ݝ日শٸۼのスタッフの਀൚もՖၻঌから೹ރされることになった。

COVID-19 患者対応のフυȜΙλȜΠȪ଎ˍȫをै଼し、診ख़医の၌༒଻を଎った。ˍ

ြの਋診者はٸの発෎࠮ ķ9Ķ ྴであった。

̷の後も COVID-19 感染はڐఱの෨を߫り༐し、患者は੭々に௩えていったȪ଎ˎȫ。

院ඤ࠿औ機ܕの൵入 ĩōłŎő 法、ŔŮŢųŵŨŦůŦ®ĭġ IDůŰŸ®Ī も進͚中で、༗࠲ਫ਼からのෛ࢚

୪૘者関Ⴒの࠿औջှも௩加し、ĳıĳ1 ා˔࠮には発෎ٸြ患者は 9Ķı ྴをତえた。ံ

ාˍ࠮からࡇがྫၳ őCœ ൝࠿औ事ުをٳইし、൚院も৘ঔঔ୭にྴ乗りを上げ、ˎ࠮に

1ĭĸĴĶ ྴの਋診があった。ఱၾの࠿औも、ΡρͼήスσȜ方৆で๤ڛ的スθȜΒにౣশۼ

で行うことができた。൚院のࢩいಛ৬ાならではのことであった。਋診者が一日 ĳıı ྴ

を಼える日もあり、病院ஜの࢖ൽが৬でਸ਼తし、ಛ৬ાでのည൵にߎၪしたが、௙ྩ、ς
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ෝとなってخ体をੜ理することが࠿にఱၾのۼが൵入されたことで、ౣশܕऔ機࠿定ၾࡔ

いた。૽ࡢや༗࠲ਫ਼͒の࠿औࠫضの報࣬にশۼも取られ、਋診者の਋ັからୈॳまでの事

ྩ਀௽きに、医事ه職員の多ఱなߎႻがあった。COVID-19 に対するඤ໚薬のੜ方も௖

൚なତに上り、他院からのੜ方ջှもତ多く୏け໅った。薬の਋けളしから、̷の後のഩ

დ୰明など、薬स঍のߎႻも௖൚なものであった。

ఱ་なশܢをなんとか乗り୨ったことで、̷の後一۹して、診療の਀௽きから、࿚診、

ࠚ報࣬までスθȜΒに行えるようになっていた。̷の後、症ેがضࠫ、体न取、ੜ方࠿

症化してきたことで COVID-19 に対する࠙٦感がકえてきたこと、感染症ˑ႒͒の֊行、

診療๯ဥの自ࡨ໅౜が୆じるようになったことなどから、患者ତもࡘ少していった。診療

শۼのౣੀを経て、ĳıĳĵ ාˏ࠮ Ĵ1 日、COVID-19 ͒のඅ႕対応Ȫ࢖๯໅౜ȫのਞၭと

同শにίτΧή発෎ٸြは໾ङとなった。

図̍　ൃ೤ɾ෩अ঱ঢ়֎དྷ   ਍ྍϑϩʔチϟʔτ
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ː．ńŐŗŊŅĮĲĺ औの৘ୡġ࠿

൚院での΋υ΢࠿औは、ĳıĳı ාˏ࠮からٸಕでの őCœȪړॸ௩໙ȫ࠿औをٳইした。

൚੝、৅঱ോࡇඤに独自で۰༒に新߿΋υ΢;ͼσスの࠿੄ができる病院はなく、༗࠲ਫ਼

にႲ၁して、࠿体を取りにြるのをఞって、さらに̷こから࠿औΓϋタȜ͒௣りࠫضをఞ

̾という਀ਜ਼で、ࠫض฻明まで฼日からˎ日がかりであった。்ܢに院ඤ࠿औがخෝにな

ることを૤ఞちにしていたが、ōŰŰű-ŮŦťŪŢŵŦťġ ŪŴŰŵũŦųŮŢŭġŢŮűŭŪŧŪŤŢŵŪŰůȪōłŎőȫړॸ

௩໙法による΋υ΢;ͼσス࠿੄দ薬がٳ発され、৘ဥ化された。この࠿औは őCœ 法と

͕͖同൝のୈഽで、࠿体न取後ˎশۼ೾ഽでࠫضが฻明。൚院ではすでに、ōłŎő 法に

よるࠫړ菌ଇ௸診断機ܕが൵入されていたこと、ໝତのႉ઄࠿औܿ঍が̷の਀ܿにਠ੃し

ていたと、΋υ΢に対する࠿੄দ薬が்ܢにٳ発されたことなどにより、൚院独自࠿औが

औできる࠿体同শに࠿˓ইした。൚院では一ഽにٳऔを࠿日からˍ࠮˓、ইできٳにܢ்

ため、༗࠲ਫ਼からの多ତの࠿औջှにも対応خෝとなった。

同ා˔࠮には、·ͼッ·΢Ϋ -COVID19ġłŨ® が၌ဥخෝとなった。これは๽֤൮͆ぐ

いס中の新߿΋υ΢;ͼσス抗ࡔを࠿੄する௶定΅ッΠで、1Ķ 分で฻定することがخෝ

となった。࠿औ機ܕの୭౾がະါで、̷のાで۰༒か̾ଇ௸に࠿औࠫضが฻明するが、ܺ

֮଻のخෝ଻もࣞく、またྫ症ે者のု଻฻定にはഐさないため、ෛ࢚୪૘者で症ેがな

い਋診者にはະخであり、༗࠲ਫ਼からのջှにはঀဥできなかったが、後の 1ĳ からの࠮

਩ྎ、ාྎාইの発෎ٸြで၌ဥした。

同ා 11 日からςͺσタͼθˍ࠮ őCœ 法による΋υ΢;ͼσス࠿औ機ܕ ŔŮŢųŵġňŦůŦ®

を൵入した。ōłŎő 法࠿औのΨッ·ͺッίとして、またۭࢌ঍によるশ࠿ٸۼऔとし

て有ဥであったが、ࠫض฻明まで 1 শۼ೾ഽをါした。ĳıĳ1 ා 1 から࠮ ŏņłœȪ൝

ܕॸ௩໙法ȫによる௶定機ړأ IDġŏOŘ® を ĳ రȪ後にࠗˑరȫ൵入した。これはု଻

のાࣣ最ౣˑ分、֮଻のાࣣ 1Ĵ 分でࠫضが฻明するもので、අ༆な਀ܿもະါで、ْ

औ法の৽流となった。ĳıĳ1࠿がܕこの機、ۼであり、̷の後൚分のܕ的な機ܢ ා 1ĳ

に࠮ CŰţŢŴ® ōŪŢŵġŔłœŔ-CŰV-ĳ ɕ ŇŭŶġłİŃ を൵入した。๽࣌や๽֤൮スχή࠿体から

COVID-19、ł Ń、߿ かޱ੄を࠿ͼϋフσ΀ϋΎ;ͼσスの߿ ĳı 分で行うことができる

機ܕで、ŏņłœ 法のࠫضに疑݅が୆じたとき、およ͍後に൵入した抗ࡔ定ၾ࠿औで΃ッ

Π΂フ౵Ȫု଻֮଻のすれすれの౵ȫັ߃のତ౵が੄たときの฻定に၌ဥした。ĳıĳĳ ා

ෝなخऔが࠿定ၾࡔには΋υ΢抗࠮ˍ CŰţŢŴ®ġŦ ĵ11 を൵入した。これは஠自൲྾࠿עऔ

௡౾をဥいて新߿΋υ΢;ͼσス抗ࡔを定ၾ的に௶定するもので、Ⴒ௽的に࠿体を機ܕに

乗せ、ˍ࠿体൚たり 1Ĺ 分で΋υ΢;ͼσス抗ࡔの定ၾ化がخෝで、感染力の有ྫもଔ௶

できるようになった。ౣশۼに多ତの࠿体ੜ理がخෝで、定ၾ的฻断もできることとなり、

この࠿औ方法が、؋しܙせる発෎ٸြ患者、༗࠲ਫ਼からの࠿औջှ、院ඤ·ρスタȜ発୆

শの対応も܄めて、最後まで最も有ဥなものとしてڰ࿬することになったȪ଎ˏȫ。



− 121 −－ 14 －

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

20
20
年
3月 5月 7月 9月 11
月

20
21
年
1月 3月 5月 7月 9月 11
月

20
22
年
1月 3月 5月 7月 9月 11
月

20
23
年
1月 3月 5月 7月 9月 11
月

20
24
年
1月 3月

LAMP NEAR PCR ఈ੓ݬ߇ ఈྖݬ߇ ཇ੓ི

ର਼ݗ ཇ੓ིˍ

̑ഀ

̓ഀ

̔ഀ

̕ഀ ̖ഀ ̗ഀ

10ഀ

̓ྪҢߨ

̒ഀ

LAMP 3,470 յ
NEAR 17,059 յ
PCR   754 յ
ఈ੓ݬ߇ 828 յ
�ఈྖݬ߇ 16,688 յ

図̏　֤ίϩφࠪݕ数ͱཅੑ཰月次推移

2020.11.01ɻ�6PDUW�*HQH� ಍೘ɻ

2020.0�.01ɻαϫψݬ߇ఈ੓ࠬݗ開始

2020.0�.01ɻ/$03๑開始

－ 13 －

ː．ńŐŗŊŅĮĲĺ औの৘ୡġ࠿

൚院での΋υ΢࠿औは、ĳıĳı ාˏ࠮からٸಕでの őCœȪړॸ௩໙ȫ࠿औをٳইした。

൚੝、৅঱ോࡇඤに独自で۰༒に新߿΋υ΢;ͼσスの࠿੄ができる病院はなく、༗࠲ਫ਼

にႲ၁して、࠿体を取りにြるのをఞって、さらに̷こから࠿औΓϋタȜ͒௣りࠫضをఞ

̾という਀ਜ਼で、ࠫض฻明まで฼日からˎ日がかりであった。்ܢに院ඤ࠿औがخෝにな

ることを૤ఞちにしていたが、ōŰŰű-ŮŦťŪŢŵŦťġ ŪŴŰŵũŦųŮŢŭġŢŮűŭŪŧŪŤŢŵŪŰůȪōłŎőȫړॸ

௩໙法による΋υ΢;ͼσス࠿੄দ薬がٳ発され、৘ဥ化された。この࠿औは őCœ 法と

͕͖同൝のୈഽで、࠿体न取後ˎশۼ೾ഽでࠫضが฻明。൚院ではすでに、ōłŎő 法に

よるࠫړ菌ଇ௸診断機ܕが൵入されていたこと、ໝତのႉ઄࠿औܿ঍が̷の਀ܿにਠ੃し

ていたと、΋υ΢に対する࠿੄দ薬が்ܢにٳ発されたことなどにより、൚院独自࠿औが

औできる࠿体同শに࠿˓ইした。൚院では一ഽにٳऔを࠿日からˍ࠮˓、ইできٳにܢ்

ため、༗࠲ਫ਼からの多ତの࠿औջှにも対応خෝとなった。

同ා˔࠮には、·ͼッ·΢Ϋ -COVID19ġłŨ® が၌ဥخෝとなった。これは๽֤൮͆ぐ

いס中の新߿΋υ΢;ͼσス抗ࡔを࠿੄する௶定΅ッΠで、1Ķ 分で฻定することがخෝ

となった。࠿औ機ܕの୭౾がະါで、̷のાで۰༒か̾ଇ௸に࠿औࠫضが฻明するが、ܺ

֮଻のخෝ଻もࣞく、またྫ症ે者のု଻฻定にはഐさないため、ෛ࢚୪૘者で症ેがな

い਋診者にはະخであり、༗࠲ਫ਼からのջှにはঀဥできなかったが、後の 1ĳ からの࠮

਩ྎ、ාྎාইの発෎ٸြで၌ဥした。

同ා 11 日からςͺσタͼθˍ࠮ őCœ 法による΋υ΢;ͼσス࠿औ機ܕ ŔŮŢųŵġňŦůŦ®

を൵入した。ōłŎő 法࠿औのΨッ·ͺッίとして、またۭࢌ঍によるশ࠿ٸۼऔとし

て有ဥであったが、ࠫض฻明まで 1 শۼ೾ഽをါした。ĳıĳ1 ා 1 から࠮ ŏņłœȪ൝

ܕॸ௩໙法ȫによる௶定機ړأ IDġŏOŘ® を ĳ రȪ後にࠗˑరȫ൵入した。これはု଻

のાࣣ最ౣˑ分、֮଻のાࣣ 1Ĵ 分でࠫضが฻明するもので、අ༆な਀ܿもະါで、ْ

औ法の৽流となった。ĳıĳ1࠿がܕこの機、ۼであり、̷の後൚分のܕ的な機ܢ ා 1ĳ

に࠮ CŰţŢŴ® ōŪŢŵġŔłœŔ-CŰV-ĳ ɕ ŇŭŶġłİŃ を൵入した。๽࣌や๽֤൮スχή࠿体から

COVID-19、ł Ń、߿ かޱ੄を࠿ͼϋフσ΀ϋΎ;ͼσスの߿ ĳı 分で行うことができる

機ܕで、ŏņłœ 法のࠫضに疑݅が୆じたとき、およ͍後に൵入した抗ࡔ定ၾ࠿औで΃ッ

Π΂フ౵Ȫု଻֮଻のすれすれの౵ȫັ߃のତ౵が੄たときの฻定に၌ဥした。ĳıĳĳ ා

ෝなخऔが࠿定ၾࡔには΋υ΢抗࠮ˍ CŰţŢŴ®ġŦ ĵ11 を൵入した。これは஠自൲྾࠿עऔ

௡౾をဥいて新߿΋υ΢;ͼσス抗ࡔを定ၾ的に௶定するもので、Ⴒ௽的に࠿体を機ܕに

乗せ、ˍ࠿体൚たり 1Ĺ 分で΋υ΢;ͼσス抗ࡔの定ၾ化がخෝで、感染力の有ྫもଔ௶

できるようになった。ౣশۼに多ତの࠿体ੜ理がخෝで、定ၾ的฻断もできることとなり、

この࠿औ方法が、؋しܙせる発෎ٸြ患者、༗࠲ਫ਼からの࠿औջှ、院ඤ·ρスタȜ発୆

শの対応も܄めて、最後まで最も有ဥなものとしてڰ࿬することになったȪ଎ˏȫ。
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ˑ．ńŐŗŊŅĮĲĺ ພ൓ȪńńŖȫව֭の৘ୡ

৅঱ോࡇでの COVID-19 感染症が੝めて確認された ĳıĳı ාˏ࠮൚শは、৅঱ോࡇが

COVID-19 対応とした病઄ତはࡇඤ஠体で ĵĵ ઄、Ֆၻչऎඵষ医療࠷ではྮോ医療Γϋ

タȜ、ࡇ立ཤय़病院に̷れ̸れː઄、ࠗ˔઄であった。̷の後ུڒ的なࡇඤの流行が予想

される中、同ාˑ࠮に確༗病઄ ĳĶĴ ઄となり、̷の後੭々に௩加、ĳıĳĳ ා˕࠮ 1ĵ 日に

ĸ9ĵ ઄までになった。̷の後は๤ڛ的ࠚ症者を਽ฑ療ူ、もしくは自఺療ူに૦り分ける

対ॐもとり̾̾、ĳıĳĴ ාˎ࠮˔日に ĶıĹ ઄、ˑ႒֊行後は、௲応病઄ ĳ9Ĵ ઄、11 ˍ࠮

日には৅঱ോࡇඤの௲応病઄はˌ઄となった。

൚院においても、予想されたࡇからの病઄確༗ါ୏に๵えて、ĳıĳı ාਝࣼから病઄確

༗のْࠗのॐ定をইめた。൚੝から理事ಿから、回໘ܢ病൓を஠て COVID-19 病઄にす

るとの୹࡞があり、まずは回໘ܢ病൓の一໐を COVID-19 病઄ȪCCŖȫとするْࠗで、

の΀ταȜタȜからเ入しやすく、か̾病؈ြٸ、ၪしてࣉြからの入院患者の൵線をٸ

઄のڞၗがယօなķ1ĵ࣢、ķ1Ķ࣢৒໵せて˔઄をCCŖとし、ķ1Ĵ࣢を΢ȜススΞȜΏοϋ、

患者のဵ৒の確༗のため医঍൚ೄ৒をあてた。ံ ĳıĳ1 ාˎ࠮ˑ日、৅঱ോࡇからのୃ৆

な病઄確༗ါ୏を਋ౄ、同 1Ĵ 日にはࡇ感染対ॐ৒の医঍の੩࡞のもとに、CCŖ のΖȜ

ΣϋΈを確定した。これոࣛ൚院はCOVID-19 重ത医療機関となった。

同ා ĵ ࠮ 1Ķ 日、൚院で੝となる COVID-19 患者Ȫຳິˎྴȫの਋け入れがあった。

ຳはܖய৖患があり、すでに COVID-19 ෹׶とॸளݟ入がຈါで、中൝症Ԇのેఠであ

った。਋け入れはしたが、੝めて৘षに診る症႕で਀ౝりેఠだった。ྮോ医療ΓϋタȜ

の医঍の੩࡞を਋け、すでにঀဥخෝとなっていた、α·σςȜ ®、Ο΅΍ιタΖϋでの

治療をٳইした。入院後 1ı日経ًし、ॸளݟ入がະါとなったため、患者のܛབもあり、

ప院をࠨめた日の்ಱ、ඏடのֲ༌ཻតと৐ࢊが੄࡛、COVID-19 のࣣ໵症としてのෞ

。い経験をしたߎणの発症と診断し、৅঱ോঌ立病院͒ഢ௣した。లˍ႕目からࢸ

̷の後もˑ࠮฼ばࣼまでは、࠮にତྴの入院患者ତでଔ֊していたが、このࣼが஠࣭的

にలː෨で、ࡇඤでは最੝のఱきな COVID-19 の෨であった。˓࠮ː日にはঔ୭から入

院してきた 9ĹपのࣞႢ੫଻が੝めてCCŖでঘཌした。

஠࣭的なలˑ෨ ĩ Οσタڼ Ī がངれ、同ා˔࠮˕、࠮には、ྀ͕͖日ˑから˔઄がོま

る日が௽いた。ඃ෗ോの病院で発୆した院ඤ·ρスタȜに関Ⴒして、同院に入院中の患者

ˎྴが൚院に֖ࢩเ௣された。このࣼ ŏŉŌ ৅঱ോ༶௣ޫから、൚院での COVID-19 対

応に̾いての取ऺを਋け、˕࠮ 1ı 日の「かごスά、৅঱ോのいまとこれからȡ新߿΋υ

΢;ͼσスڐఱȡ」で COVID-19 の中൝症までをեう病院での࿚ఴതに̾いて༶דされ

た。発症শࠚ症だった患者がౣۼܢで෹׶を֨きܳこし中൝症となる患者をତ多く経験し

たことを報࣬した。

̷の後いったん感染ેޙは၂ち಍き、1ı ȡ࠮ 1ĳ で൚院͒の入院はΔυであۼܢの࠮

った。̷れոஜから৅঱ോࡇඤの病院での·ρスタȜの発୆が報ൽされるようになってお

り、߃ႋのୈ૰ش病院でもかなりのܰ࿅の·ρスタȜがܳきたことが報ൽされていた。൚

院でもい̾·ρスタȜが発୆してもおかしくないとࣉえていたが、同ා 11 医঍会ࡇに࠮

で、·ρスタȜ関Ⴒの感染対ॐΓη΢Ȝが行ͩれ参加した。ここで研ਘしたඤယを൚院の

৘ఠに൚てはめて対応ॐの立մを行った。またා明けに·ρスタȜを経験したୈ૰ش病院

－ 15 －
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をང࿚し、対応にߎၪされた同院院ಿと医঍に経験を໳き取り಺औした。

ාが明け、ĳıĳĳ ාˍ࠮から஠࣭的にはల˒෨がইまっていた。ଲٮ中でより感染力の

日˓࠮ˍ。しており、࣭ඤでも多ତ確認されるようになっていたװが྘ڼい΂η·υϋޑ

に൚院で最੝の職員のု଻者がでた。̷の後ౣۼܢの経ًを経て、੊くۼに院ඤ感染がڐ

がり、ల一回目の·ρスタȜがܳきた。このときあらかじめ立մしていたْࠗに௱って、

ੁ々とਞ௳を目ঐしたが、۰ౙにはいかず、感染力のޑさを思い知った。しかし、院ඤに

CCŖ を有していたこと、院ඤの࠿औ体ଷがྔ஠であったこと、ڎਫ਼௺ಿのࡃ૸的な行൲

と੄޲೪গとなった職員のࠪをしっかりと他の職員がོめてくれたことで、なんとかତ਩

ြ、χ·Ιϋ୪ਅٸで·ρスタȜはਞ௳した。·ρスタȜが発୆している中でも、発෎ۼ

と同様、༗࠲ਫ਼からのջှのあったCOVID-19 入院患者を਋け入れ௽けた。

同ාˎ࠮にはװべ入院病઄ତが Ķıı を಼え、੭々にࡘ少するも、͙ݝذをࠀ機にల

˓෨がইまり˔࠮にはװべ病઄ତは Ĺıı を಼えたȪ଎ːȫ。このࣼはႲ日、ତྴず̾の

COVID-19 患者が入院し、අに他の病院ඤ、ঔ୭ඤで感染した重ഽのࣞႢါٚࢌ者が؋

しܙせたȪ଎ˑȄ˒ ȫ。最ਞ的には CCŖ に入院した患者の˒ڬが ĸĶ पո上のࣞႢ者であ

ったȪ଎˓ȫ。他院、ঔ୭からの入院਋け入れはːڬだったȪ଎˔ȫ。入院患者の重症ഽは、

入院শࠚ症が࿩฼ତで、฼ତは中൝症ԅո上で、重症患者もˑྴ਋け入れたȪ଎˕ȫ。ప

院শ、฼ତの患者はࠚ症のままప院したȪ଎ 1ıȫが、中൝症のまま、ഢ院、もしくはഢ

൓した患者がːڬであった。入院中に重症化しࣞഽ医療機関にˏྴഢ院した。൚院でঘཌ

した患者は ĵ1ྴであった。

CCŖ でྩ޲するۭࢌ঍、ςΧΫςスタッフはႲ日、防ࢌ໚಍ဥでのۭࢌٚ、ࢌ、ςΧ

ΫςΞȜΏοϋに೏ͩれた。̷の中で、ˎഽ目の院ඤ·ρスタȜが発୆した。ˎഽ目はஜ

回の経験を਱分୆かして、੝൲からਞ௳まで๤ڛ的スθȜΒに事を進めることができたが、

̷れでもྀ日の感染者の報࣬に、᯸օする日々が௽いた。同ා 1ı ոࣛは、ల˔෨の中࠮

でも CCŖ 病઄ତはװべۼ࠮ ĳıı を಼えることはなく、ĳıĳĴ ාˏ࠮にࡇの COVID-19 病

઄ੀ઀ْࠗに従い、CCŖ を˔઄にࡘらした。同ාˑ࠮に COVID-19 がలˑ႒感染症にڒ

い病院での೒常対応となり、ĳıĳĵࢩげされた後は、໙ئ ාˏྎ࠮をもって回໘ܢ病൓の

一໐を၌ဥしたCCŖは໾ङした。



− 125 −－ 18 －

51
99105

11

161
117

0 0 0 

269

551
489

339

238
170

505

825

453

144
165

163
198

128

50 60 83
119

156
212

164
98

22 42 48 53
22

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

20
22
年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

20
23
年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

20
24
年
1月 2月 3月

名

̓ྪҢߨ

̓ഀ

̕ഀ

̖ഀ

̗ഀ

10ഀ
̒ഀ

̔ഀ�

೘ӅԈ΄ਕ਼　���1�໌
2021.4～2024.3

6
11

4 2

18

11

0 0 0

43

50
46 44

29

14

74 75

38

12 13
19 20

8
4 4

11

20
23

19
25

5 3
6 8

5 3
0

10

20

30

40

50

60

70

80

20
21
年
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

20
22
年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

20
23
年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月

20
24
年
1月 2月 3月

名

̓ྪҢߨ

೘Ӆࣰਕ਼　���໌
2021.4～2024.3

図̐　 ̘̘ ̪ೖӃױ ʢऀԆ΂ਓ数ʣの月次推移

図̑　̘̘ ਓ数の月次推移࣮ऀױ̪

－ 17 －

をང࿚し、対応にߎၪされた同院院ಿと医঍に経験を໳き取り಺औした。

ාが明け、ĳıĳĳ ාˍ࠮から஠࣭的にはల˒෨がইまっていた。ଲٮ中でより感染力の
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ັܱˍ
ńńŖව֭ۛ৪͈͒ςΧΫςΞȜΏοϋٚව
͈৘ୡ
CCŖ 入院患者のࣞႢ者の୸めるࣣڬは

ࣞく、もともとঔ୭入ਫ਼で łDō が೩ئし
ている患者のତも多かった。感染患者は、
ۖ஠にڞၗされるため、患者の෱ဥેఠが
一ܨに進͚ことがܓᏼされたため、ĳıĳĳ
ාˎ࠮からςΧΫςスタッフが、防ࢌ໚に
૸を༫んで、患者に積極的に෱ဥ予防のς
ΧΫςΞȜΏοϋをঔ੅した。ĳıĳĵ ාˏ
までにࣣࠗ࠮ ĳĵ1 べװ、ྴ 1ĭķ11 回、௙
ౙպତ ĵĸĴ ౙպঔ行した。患者の໹޳ා
Ⴂは ĹķपであったȪ଎ 11ȫ。

ັܱˎ
ńŐŗŊŅĮĲĺ ۜஅۛ৪൫ଢ଼͈৘ୡ
ĳıĳ1 ාˍ࠮、Ֆၻչऎ医療࠷にて΋υ

΢൫ଢ଼患者を਋け入れていた病院が、਋け
入れະخとなったため、༗࠲ਫ਼から൚院で
の΋υ΢൫ଢ଼患者の਋け入れါ୏があっ
た。൫ଢ଼৒とდしࣣい、同ා Ĵ から਋࠮
け入れをٳইした。൫ଢ଼৒でのঔ行は·ρ
スタȜのςス·がࣞく、CŉDŇ ௡౾を入
਀し、CCŖ 病઄において౜൚のႉ઄ࢥ学
ܿআの常শ۬ণのもとに行った。Ĵ ාۼで
他院からのતٚ 1ı ྴ、൚院発症˕ྴ、ࠗ
19 ྴにࣣࠗ ĸ9 回の൫ଢ଼治療を CCŖ 病઄
にてঔ行した。

図̍̌ 　ୀӃ࣌ॏ঱౓ผׂ߹

図̍̍  　

図̕　ೖӃ࣌ॏ঱౓ผׂ߹
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˒．ńŐŗŊŅĮĲĺ Ⴒ࿪सのঀဥ৘ୡ۾

COVID-19 の病ఠは;ͼσスによるೄ୪ैဥと、̷れに対する઼ًな྾ע฽応、いͩ

͠る΍ͼΠ΃ͼϋスΠȜθによるવٺとのໝࣣで଼り立っているとࣉえられている。した

がって、COVID-19 の治療も抗;ͼσス薬と抗׶症薬とが有བ࢓༞薬となり、൚院でも

ঀဥされている。流行の੝ܢには઼ًな྾ע฽応により重症化する症႕が見られたが、;

ͼσスの་։による৻ඉ化とχ·Ιϋ୪ਅがຽݞしたおかげで、重症化႕は少なくなり、

抗;ͼσス薬による治療が৽体となり、抗׶症薬をঀဥする機会は੭々に少なくなってい

った。

൚院で COVID-19 入院患者を਋け入れইめたশതで、抗΀δρ;ͼσス薬としてٳ発

中であったτθΟΏασȪα·σςȜ ®ġœŏł ଼ࣣࣖளஷٺ薬、ĳıĳı ාˑ࠮˓日にඅ႕

ઇ認ȫ、Ο΅΍ι΍ΖϋȪΟ΃Ρυϋ ®ġスΞυͼΡ薬ȫ、ΨςΏΙΣήȪ΂ση΀ϋΠ®ġ抗

ς;ζΙ薬、ĳıĳ1 ාː࠮ ĳĴ 日೏加ઇ認ȫがঀဥخෝとなっていた。これらの薬सは、

COVID-19 ෹׶を໵発し ĩ 中൝症ԅ Ī、さらにॸளݟ入がຈါな中൝症Ԇո上の患者にঀ

ဥしたȪ଎ 1ĳȫ。̷の͕かഐဥٸঀဥとしてフ͹ΫάρΫσ ĩ ͺΫ΄ϋ〈ġġœŏł ଼ࣣࣖள

ஷٺ薬 Ī、ͼασι·Ιϋ ĩ ੸຦ྴスΠυι·ΠȜσ〈ġġߐಖस・᝺ឩ治療 Ī などのঀဥも

。൦したが、ࠫޫ一႕もঀဥしなかった࠿

ĳıĳ1 ා˓࠮ 19 日に COVID-19 の中გ抗体薬である΃ΏςΫζήȟͼθΟΫζήȪυ

΢ίςȜή〈ġȫがঀဥخෝとなり、൚院でもତ႕にঀဥしたが、後に΂η·υϋ͒ڼの中

გڰ଻が೩ئしていると報࣬されঀဥしなくなった。ĳıĳ1 ා˕࠮ ĳĸ 日に新たにঀဥخ

ෝとなった中გ抗体薬であるΕΠυΫζήȪΔΫνΟͻ〈ġȫがঀဥخෝとなり、こちらは

΂η·υϋ͒ڼの中გڰ଻が֋঵されているとのことで ķı႕ո上にঀဥしたȪ଎ 1ĳȫ。

発がఞたれたが、ĳıĳ1ٳෝなඤ໚薬のخြでൎဓٸ ා 1ĳ ࠮ ĳĵ 日にκσΤάρΫσ ĩ

ρΊής΂〈ġœŏł ଼ࣣࣖளஷٺ薬 Ī がඅ႕ઇ認された。൚院でもࣞႢ者、重症化ςス·

֦ঊを঵̾患者に積極的にঀဥした。ĳıĳĳ ාˎ࠮ 1ı 日に新たな経࢛薬としてΣσζΠ

τσΫσ İ ςΠ΢ΫσȪΩ΅υΫッΡΩッ· ® ίυΞͺȜΔஷٺ薬ȫがඅ႕ઇ認された。

しかし໵ဥܝ޺の薬सが多く、ٸြで໵ဥ薬のΙͿッ·をࣞႢ者に̷のസഽ行うことが๏

ॠであったため、ঀဥତはࡠられた。ĳıĳĳ ා ĳĳ日に΀ϋΏΠτσΫσĩ࠮11 Ζ΋ȜΨ ®

ίυΞͺȜΔஷٺ薬 Ī がݢ޽ઇ認された。我が࣭で੝めてٳ発された治療薬で、重症化ς

ス·֦ঊを঵たないࠚ症患者にもঀဥخෝであったため発෎ٸြでのࢩいාႢ௄のࠚ症患

者に対して、ܝ޺໵ဥ薬のΙͿッ·の໅౜も少なかったため、かなりの患者にঀဥしたȪ଎

1Ĵȫ。
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図 1� 　COVID-19 ओཁ஫ࣹༀऀױ༺࢖数の月次推移
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˓．֭ඤ·ρΑΗȜ̞̾̀ͅ
ӱġలˍ回目の·ρスタȜ発୆と経ً

ĳıĳĳ ාˍ࠮˓日に൚院で੝めて職員の感染を確認した。このশതで்ݢに職員、入院

患者のෛ࢚୪૘者のඅ定を行い、いずれも֮଻であることを確認した。අにޑくෛ࢚୪૘

した職員は੄޲೪গ、入院患者はࡢ༆にڞၗした。̷の後、ࢨいにも職員からもڞၗした

入院患者の COVID-19 発症はなく、࢚Ⴛજのܰ定したڞၗۼܢ後、解ੰした。ޝをなで

࠮ˍ、ろした࿦୶ئ ĳĹ 日にठ͍職員からု଻者が੄࡛、院ඤでのע学಺औにより、ある

患者さんをٚした院ඤ感染がޑく疑ͩれた。この患者さんはܖய৖患に重ഽの෹৖患があ

り、ˍ࠮˓日にု଻職員と୪૘し、ෛ࢚୪૘者としてڞၗしていたが、̷の後の࠿औでも

COVID-19 ု଻化しなかったため、ڞၗ解ੰとなった。̷の後一๊病൓で発෎があった

が࠿औはঔ行されず、ˍ࠮ ĳĹ 日の一୔࠿औでု଻が฻明、この患者に֨ݟௌै、૙事ٚ

੩൝を行った職員が感染したものとଔ௶された。あくまでもଔ௶であるが、ˍ࠮˓日にု

଻職員と୪૘したときに感染ཕႺされた後、͠っくりと;ͼσスが௩૓し、感染力を得る

までに௖൚の日ତを経て、職員に感染させたخෝ଻があった。̷の後の·ρスタȜの経ً

に̾いては、職員͒ιȜσでഥోしたඤယをࠇशした。

୊一ๅ　���� ೧ 1݆��ೖ
͙なさま、日ࣼのުྩお๦れ様です。ごంじの೒り、COVID-19 ΂η·υϋڼのڐݢఱ

で、Ֆၻঌでも多くの患者さんが発୆しています。൚院においても、ˍ࠮ ĳĹ 日Ȫ߄ȫに

発෎のあるスタッフˍྴに COVID-19 ု଻が見̾かりました。すぐにෛ࢚୪૘者のע学

಺औ、院ඤの஠スタッフ、஠患者さんの࠿औを行い、ˍ࠮ Ĵı 日 1ĸ শのশതで患者さん

ˎྴ、スタッフ˕ྴ、ࣣࠗ 11 ྴの院ඤု଻を確認しています。ု଻患者さんˎྴはすで

に൚院 CCŖ にすぐにഢ൓しています。ု଻スタッフ˕ྴ͍ݞ、ෛ࢚୪૘者と฻断したス

タッフ 1ĳ ྴに̾いては、੄޲೪গとしています。またෛ࢚୪૘対યとࣉえられる入院患

者さん˕ྴに̾いては̷れ̸れڞၗੜ౾をしています。今後も༗࠲ਫ਼とྟ޽にႲ၁をとり

ながら、ု଻者が੄るごとにע学಺औをおこないෛ࢚୪૘者と฻定された患者、スタッフ

に̾いてはଟশڞၗྌは੄޲೪গの対યとしていきます。̷のषにはご協力をおܐいいた

します。今後の病院ުྩに̾いては、協݈したࠫضをお知らせいたします。院ඤの感染ڐ

ఱྩ޲、͍ݞ者のࡘ少により、͙なさまにはご૤෻、ご໅౜をおかけしますが、今後も感

染防ࢄ、対ॐにၣ意しながら、̷れ̸れ日々のުྩに႗んでいただくようおܐい૭し上げ

ます。අに患者さんにはள਀で૘れないよう、ຈず਀ঐકඉと਀న、フͿͼスΏȜσΡの

಍ဥをおܐいします。ࢵ֏、֩૙、ࠆݝ中のスタッフۼの会დもζス·಍ဥの上、خෝな

、にも਱分෻ၪしてください。なお、໓৯症ેȪ๽କܨいいたします。換ܐえめにおࢱりࡠ

֤൮೑、ٹなどȫがあるાࣣは、発෎がなくてもຈず੄޲ஜに上ংに報࣬し、࠿औのঐা

をఞ̾ようにおܐいいたします。新しい情報が分かりষల、ଟশご報࣬౿します。

୊್ๅ　���� ೧̏ ݆ �1ೖ
お๦れ様です。院ඤ発୆に̾いて௽報です。ུ日新たにスタッフːྴのု଻を確認し

ました。患者さんの新たな発୆はΔυです。1 ࠮ Ĵ1 日 19 শশതでの院ඤの感染ેޙは、
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ု଻患者ˎྴ、ု଻スタッフ 1Ĵ ྴ、ෛ࢚୪૘スタッフ 1Ķ ྴです。֨き௽き்ܢਞ௳に

向けた対ॐをࠑ௽していきます。൚࿂の病院のא׋方ૻに̾いては、病院 ŉő にࠇशして

います。今後も感染防ࢌॐをしっかり৿っていただくようにおܐいいたします。たとえࠚ

๷な症ેでも、֯さずਫ਼௺ಿに੄޲ஜに報࣬してください。ྩ޲中に੄࡛したાࣣも்ݢ

に報࣬してください。

୊ࢀๅ　���� ೧̐ ݆̐ ೖ
お๦れ様です。ུ日 ĳİĳġ1Ĺশশതでの院ඤの感染ેޙを報࣬いたします。ု଻患者さ

ん ĳ ྴȪ1İĴ1 にˍྴঘཌ、ĳİ1 にあらたにˍྴု଻確認ȫ、ု଻スタッフ 1Ĵ ྴ、ෛ࢚୪

૘患者Ȫڞၗ中ȫ1Ĵ ྴ、ෛ࢚୪૘スタッフ 1ĳ ྴ、ෛ࢚୪૘ڞၗ解ੰされ職ા໘ܦされ

たスタッフˏྴです。ུ日の院ඤု଻者の確認はΔυです。ု଻となったスタッフの皆さ

ん஠員症ેは๤ڛ的ࠚ๷で՛化もなく、̷れ̸れ療ူ中とのことです。ڞၗ解ੰされたス

タッフの皆さんお๦れ様でした。خྩ޲ෝなスタッフがࠣࡘしている中、૗々ご໅౜をお

かけしますが、皆さん協力しࣣってこのܓ機を乗り越えまし͡う。

୊࢝ๅ　���� ೧̐ ݆̒ ೖ
お๦れ様です。ུ日 ĳİĵġ1Ĺ শশതでの院ඤの感染ેޙを報࣬いたします。ု଻患者さ

んˏ ȪྴĳİĴ にあらたにˍྴု଻確認ȫ、ု ଻スタッフ 1Ĵྴ、ෛ࢚୪૘患者Ȫڞၗ中ȫ11ྴ、

ෛ࢚୪૘スタッフˏྴ、ෛ࢚୪૘ڞၗ解ੰされ職ા໘ܦされたスタッフ˕ྴです。自఺ڞ

ၗ中のෛ࢚୪૘者Ȫスタッフはȫ࡛ শതでˏྴです。ུ日あらたな院ඤု଻者はΔυです。

あらたにု଻になった患者さんはෛ࢚୪૘者として 1İĴı からڞၗしていた方で、1İĳ9

の࠿औ֮଻、1İĴı ֮଻、ĳİ1 も֮଻だったのですが、ĳİĴ に発෎し࠿औでု଻となって

います。このことから感染してからု଻になるのに、少しশۼがかかる૽がいる事がাऐ

されます。̷のതはಕ意がຈါです。また院ඤ発୆ではྫく、زೳඤ感染でု଻となるス

タッフもいますので、زೳඤ、同ݳ者のۯࢫ࠲理も਱分行い、少しでも症ેが੄ている૽

がいたら、ຈず報࣬するようにしてください。ෛ࢚୪૘者としてڞၗ解ੰされたスタッフ

の皆さんお๦れ様でした。֨き௽きࢫ࠲ΙͿッ·をおこないながら、症ેが੄たときは௸

やかにご報࣬ください。

୊ޔๅ　���� ೧̐ ݆̕ ೖ
ུ日 ĳİĸȪ࠮ȫ1Ĺ শশതでの院ඤ感染ેޙです。ĳİķȪ日ȫに新ܰု଻患者Ȫもともと

ෛ࢚୪૘者としてڞၗされていた方ȫの発୆あり、CCŖ ͒ഢ൓しています。これで൚院

での入院患者のု଻者はࣣࠗˑྴȪˍྴঘཌȫ発୆し、࡛हːྴ CCŖ で治療中です。ෛ

、ၗ解ੰされた患者さんに̾いてもڞ。ၗ中の患者さんはࣣࠗˑྴですڞ୪૘者として࢚

今後も発෎ેޙなどの۷ख़を਱分行ってください。ု଻ڞၗ中のスタッフは、ུ日ˎྴ解

ੰされ、࡛ह 11 ྴです。この方たちも、߃日中に解ੰされる見ࣺ͙です。ෛ࢚୪૘者と

して੄޲೪গされているスタッフもॼりˎྴとなりました。このˎྴも߃日੄خ޲ෝにな

るでし͡う。院ඤ感染もなんとかਞ௳に向かっています。今後もܨを۱めることなく、਱

分ಕ意していただきますようおܐいいたします。
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୊࿣ๅ　���� ೧̐ ݆̗ ೖ
お๦れ様です。ུ日 ĳİ9Ȫକȫ1Ĺ শশതでの院ඤ感染ેޙです。ĳİķȪ日ȫոြ、新ܰ

の院ඤ感染ု଻者は、スタッフ、患者共にありません。࡛ह൚院での院ඤ感染患者はːྴ

で CCŖ にて治療中です。院ඤ感染スタッフは࡛শതでˑྴ੄޲できないેఠですが、߃

日໘ܦ予定です。ෛ࢚୪૘者としてڞၗ中の患者はˍྴ、੄޲೪গのスタッフはΔυです。

新ܰု଻者が੄ないેఠがˏ日ࠑ௽しています。ˍ਩ۼで͕͖ਞ௳、ˎ਩ۼでۖ஠ਞ௳と

なるようです。一໐報ൽで、൚院での·ρスタȜ発୆の֦ࡔとして、職員のζス·಍ဥが

ະ਱分であったのが֦ࡔとされるܱशがありました。我々の分ଢ଼では、院ඤ感染の֦ࡔは

̷の事が֦ࡔではなく、ある患者さんをٚしての΀ͺυΖσ感染がڐఱの֦ࡔであって、

೒常のζス·௡಍だけではະخ๰であったとࣉえています。この࠯に̾いては、最੝に༗

、ਫ਼に報࣬したときにもきちんと୰明したのですが、਱分理解されていなかったと思い࠲

Ֆၻ༗࠲ਫ਼ਫ਼ಿに抗݈のഩდをいれました。༗࠲ਫ਼ಿからは、൚院が行った໳き取り಺औ

の中で、ࠆݝ、૙事のশに一໐職員同আがζス·を௡಍せずに、会დをしていたというܱ

शがあったために、̷の様にࡇに報࣬したとのことでした。৘षは、̷のことが·ρスタ

Ȝの֦ࡔになっているのではないことをあらためて୰明し、ある೾ഽは理解したとのこと

で、ࡇには̷の様に改めて報࣬するとのことでしたが、ഁୃされるかどうかは分からな

いとのことでした。一๊の૽に֑ۼったඤယがഥͩった事は非常にॼැです。COVID-19

がਞ௳するまでは、院ඤ感染を防ぐため、院ඤٸでの行൲には਱分ܨを̾けていただくよ

うにおܐいいたします。

୊ࣥๅ　���� ೧̐ ݆ 1�ೖ
୶਩ ĳİķȪ日ȫにု଻患者さんが発୆したのを最後に、ུ 日まで˕日ۼ新たなု଻患者、

スタッフの発୆はありません。今回のCOVID19院ඤ感染は͕͖ਞ௳したものとࣉえます。

ု଻やෛ࢚୪૘者となったスタッフも、஠員ྫ事に職ાに໘ܦできたことがなによりでし

た。このままいけば、ြ਩の࠮ဟ日にਞ௳୹࡞を੄す予定です。今後もܨをาかずに਱分

ಕ意していただくようおܐいいたします。߃ႋの病院、ঔ୭での·ρスタȜ発୆のため、

多くの͇たきりで਀のかかる COVID19 ု଻患者さんが൚院の CCŖ 病൓に入院してきて

います。CCŖ 病൓のスタッフは、他の病൓からの応׳も࿙いながら、ྵ࠼にॽ事をこな

してくれています。院ඤで会ったときは、୊をかけてあげてください。

Ӳġలˎ回目の·ρスタȜ発୆と経ً
ĳıĳĳ ා˔࠮ˑ日、൚院でのˎഽ目の·

ρスタȜが発୆した。ˑٴ病൓の職員ତྴ

のု଻฻定をࠀ機にষ々に職員、患者に੊

くۼにڐがった。このࣼは日ུ中がల˓෨

に͙ࣺ֩まれており、൚院でもい̾のۼに

か COVID-19 が院ඤに྘װしていたとい

う֣યであった。ˍഽ目の·ρスタȜの経

験を୆かしଇ௸に対応できたが、感染力、

感染௸ഽはஜ回とは๤べものにならないも クϧηνʖ対ࡨチʖϞのϝʖτΡンή
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ု଻患者ˎྴ、ု଻スタッフ 1Ĵ ྴ、ෛ࢚୪૘スタッフ 1Ķ ྴです。֨き௽き்ܢਞ௳に

向けた対ॐをࠑ௽していきます。൚࿂の病院のא׋方ૻに̾いては、病院 ŉő にࠇशして

います。今後も感染防ࢌॐをしっかり৿っていただくようにおܐいいたします。たとえࠚ

๷な症ેでも、֯さずਫ਼௺ಿに੄޲ஜに報࣬してください。ྩ޲中に੄࡛したાࣣも்ݢ

に報࣬してください。

୊ࢀๅ　���� ೧̐ ݆̐ ೖ
お๦れ様です。ུ日 ĳİĳġ1Ĺশশതでの院ඤの感染ેޙを報࣬いたします。ု଻患者さ

ん ĳ ྴȪ1İĴ1 にˍྴঘཌ、ĳİ1 にあらたにˍྴု଻確認ȫ、ု଻スタッフ 1Ĵ ྴ、ෛ࢚୪

૘患者Ȫڞၗ中ȫ1Ĵ ྴ、ෛ࢚୪૘スタッフ 1ĳ ྴ、ෛ࢚୪૘ڞၗ解ੰされ職ા໘ܦされ

たスタッフˏྴです。ུ日の院ඤု଻者の確認はΔυです。ု଻となったスタッフの皆さ

ん஠員症ેは๤ڛ的ࠚ๷で՛化もなく、̷れ̸れ療ူ中とのことです。ڞၗ解ੰされたス

タッフの皆さんお๦れ様でした。خྩ޲ෝなスタッフがࠣࡘしている中、૗々ご໅౜をお

かけしますが、皆さん協力しࣣってこのܓ機を乗り越えまし͡う。

୊࢝ๅ　���� ೧̐ ݆̒ ೖ
お๦れ様です。ུ日 ĳİĵġ1Ĺ শশതでの院ඤの感染ેޙを報࣬いたします。ု଻患者さ

んˏ ȪྴĳİĴ にあらたにˍྴု଻確認ȫ、ု ଻スタッフ 1Ĵྴ、ෛ࢚୪૘患者Ȫڞၗ中ȫ11ྴ、

ෛ࢚୪૘スタッフˏྴ、ෛ࢚୪૘ڞၗ解ੰされ職ા໘ܦされたスタッフ˕ྴです。自఺ڞ

ၗ中のෛ࢚୪૘者Ȫスタッフはȫ࡛ শതでˏྴです。ུ日あらたな院ඤု଻者はΔυです。

あらたにု଻になった患者さんはෛ࢚୪૘者として 1İĴı からڞၗしていた方で、1İĳ9

の࠿औ֮଻、1İĴı ֮଻、ĳİ1 も֮଻だったのですが、ĳİĴ に発෎し࠿औでု଻となって

います。このことから感染してからု଻になるのに、少しশۼがかかる૽がいる事がাऐ

されます。̷のതはಕ意がຈါです。また院ඤ発୆ではྫく、زೳඤ感染でု଻となるス

タッフもいますので、زೳඤ、同ݳ者のۯࢫ࠲理も਱分行い、少しでも症ેが੄ている૽

がいたら、ຈず報࣬するようにしてください。ෛ࢚୪૘者としてڞၗ解ੰされたスタッフ

の皆さんお๦れ様でした。֨き௽きࢫ࠲ΙͿッ·をおこないながら、症ેが੄たときは௸

やかにご報࣬ください。

୊ޔๅ　���� ೧̐ ݆̕ ೖ
ུ日 ĳİĸȪ࠮ȫ1Ĺ শশതでの院ඤ感染ેޙです。ĳİķȪ日ȫに新ܰု଻患者Ȫもともと

ෛ࢚୪૘者としてڞၗされていた方ȫの発୆あり、CCŖ ͒ഢ൓しています。これで൚院

での入院患者のု଻者はࣣࠗˑྴȪˍྴঘཌȫ発୆し、࡛हːྴ CCŖ で治療中です。ෛ

、ၗ解ੰされた患者さんに̾いてもڞ。ၗ中の患者さんはࣣࠗˑྴですڞ୪૘者として࢚

今後も発෎ેޙなどの۷ख़を਱分行ってください。ု଻ڞၗ中のスタッフは、ུ日ˎྴ解

ੰされ、࡛ह 11 ྴです。この方たちも、߃日中に解ੰされる見ࣺ͙です。ෛ࢚୪૘者と

して੄޲೪গされているスタッフもॼりˎྴとなりました。このˎྴも߃日੄خ޲ෝにな

るでし͡う。院ඤ感染もなんとかਞ௳に向かっています。今後もܨを۱めることなく、਱

分ಕ意していただきますようおܐいいたします。
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のであった。̷れでも൚院のςΕȜスを最ఱࡠ୆かすことによって、்ܢにਞ௳させるこ

とができた。経ًに̾いてはոئのιȜσを参ચ。

୊一ๅ　���� ೧̖ ݆̓ ೖ
おはようございます。ौ日、ˎഽ目の院ඤ感染が確認されました。࡛শതで฻明してい

る感染者ତは、職員 1ı ྴ、患者˒ྴです。今のところ、ˑˢ病൓を中૤にڐがっている

ようです。ຈါに応じてଟশ࠿औを行っています。職員の皆さんは、֨き௽きۯࢫ࠲理、

感染対ॐにၣ意してください。අにྩ޲ஜの体أ௶定、症ેが有るાࣣの૭࣬、ࠆݝ、૙

事中の行൲Ȫ࿑૙、ఱ୊で会დをしない、໐ؚの換ܨなどȫにಕ意することなど਱分෻ၪ

するようにおܐいいたします。発෎ٸြ、CCŖ病൓のેޙは૬࣫なくらい຋ทしています。

これո上の感染のڐఱは病院の経אにも多ఱな๭ٺをもたらしますので、なにと̸よろし

くおܐいいたします。ŏ9Ķ ζス·が入਀ࣾඳになりました。ຈါ最઀ࡠのঀဥをおܐい

します。ະ૕ືζス·をˎ重に௡಍するなど、ࢥຳしてください。

୊್ๅ　���� ೧̖ ݆̖ ೖ
お๦れ様です。院ඤ感染に̾いて、̷の後の経ًを報࣬します。ུ日 1Ĵ শのশതで、

ု଻職員 ĳĹ ྴ、ု଻患者 1ı ྴです。ု଻職員の症ેはいずれもࠚ๷で、自఺療ူ中で

す。ု଻患者は˕ྴが CCŖ 病൓で療ူ中です。今回の院ඤ感染に̾いては、感染力も感

染の்さも明らかにஜ回を上回っています。࡛শതでは ĶŇ 病൓を中૤にڐがっています

が、い̾他໐੤にڐがってもおかしくないと思ͩれます。࠿औํսはڐげています。院ඤ

感染とは༆に、ز௼からもしくは感染࡙ະ明のု଻職員も੄ていますので、ةഽも߫り༐

しますが、਱分な感染防ࢄ、症ે੄࡛শの௸やかな報࣬をおܐいします。

୊ࢀๅ　���� ೧̖ ݆ 1�ೖ
お๦れ様です。ஜ回報࣬からの新たなેޙに̾いてお知らせします。Ĺİ1ĳġ1ĸ শのশ

തでု଻職員 Ĵ1 ྴȪĬĴ ྴȫု଻患者 1ĸ ྴȪĬ1ı ྴȫです。職員の௩加はဲえられて

いますが、ෛ࢚୪૘者だった患者がု଻化したため、患者ତは௩加しています。CCŖ で

。௽治療中です。これとは༆に院ඤ感染と΃;ϋΠしていないု଻職員が௩加していますࠑ

අに૽ତ的余力のྫい໐੤Ȫ医事ه、薬स໐、ۯူו理໐ȫでの感染者の௩加で、ఱ་ඳ

ਸ਼しています。ॼったྩ޲者の໅౜もఱきくなっていますが、なんとか他の໐੤からخෝ

なࡠりの応׳をもらって乗り୨れるよう܎ಫっています。ြ਩からは、療ူしていた職員

が少しず̾࿗ってきます。あともう少しです。

୊࢝ๅ　���� ೧̖ ݆ �1ೖ
院ඤ感染に̾いての௽報です。˔࠮ 1ı 日に新ܰにスタッフˎྴ、患者ˍྴのု଻の報

࣬ոြ、新ܰのု଻者は੄ていません。͕͖ਞ௳と思ͩれます。しかし、新たにز௼ඤ感

染したスタッフから、院ඤで༆なスタッフに感染した疑いのあるΉȜスが報࣬されていま

すȪあくまでもଔ௶ですȫ。このようなΉȜスは今後もܳこることが予想されますので、

今まで೒りの報࣬と対応をటらないようにおܐいいたします。院ඤのスタッフະ௷は、か

なり解કされているとは࡞え、زೳඤ感染によるု଻、ෛ࢚୪૘者は、ອ้にでており、
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スタッフະ௷の໐੤は、他の໐੤からの応׳をもらって乗り୨っていただくようおܐいい

たします。

୊ޔๅ　���� ೧̖ ݆ ��ೖ
お๦れ様です。Ĺİ11 ոြ今回の院ඤ感染関Ⴒでの新ܰု଻者は੄ていませんので、院

ඤ感染はਞ௳したと฻断しました。今回の院ඤ感染では職員 Ĵ1 ྴġ患者 1Ĺ ྴと、ஜ回よ

りも、ု଻者のତもڐがるスάȜΡも、๤べものにならないぐらいでしたが、皆さんのご

協力により௸やかにਞ௳することができました。ུ൚に有りඳうございました。ˑٴ病൓

のスタッフがඅにະ௷しましたが、ːٴ病൓、ٸြスタッフの応׳により乗り୨ることが

できましたし、̷の他の໐੤も他໐੤からの׳੩でなんとかしのいでいただきました。青

雲௝のঔ୭ඤ感染も重なったことも有り、ུ൚にどうなることかと思いましたが、皆さん

のおかげで青雲௝も၂ち಍いたようです。発෎ٸြでの਋診者のု଻ၚは、ྚだࡘるಣし

はありません。またCCŖ͒の入院ջှは௖་ͩらず、ࣞ Ⴂのૢたきりに߃い患者ばかりで、

CCŖ スタッフも௖൚๦໺していますが、なんとか܎ಫってくれています。まだまだܨは

าけないેޙですので、今後もよりいっ̷う感染には਱分ಕ意して、ުྩと日常୆ڰをࠑ

௽していただくようおܐいいたします。

ӳġ·ρスタȜ発୆ۼܢ中のުྩに̾いて
·ρスタȜの発୆ۼܢ中、職員の感染者、ෛ࢚୪૘者の੄޲೪গのため、極ഽのスβȜ

スະ௷に͙まͩれたため、新ܰ入院の਋け入れȪݢݣ৬͚܄ȫのݝগを余ܻなくされたが、

೒常のٸြުྩ、発෎ٸြȪྫၳ࠿औを͚܄ȫのא׋、他院、他ঔ୭からの΋υ΢入院患

者の਋け入れ、΋υ΢χ·Ιϋ୪ਅなどのުྩは、職員のࡃ૸的な഼力でࠑ௽できた。

Ӵġˎഽの院ඤ·ρスタȜが๤ڛ的்ܢにਞ௳できたါ֦に̾いて
ˍȅ·ρスタȜ発୆に๵えて、対ॐΙȜθを事ஜに発௷し、発୆শの役ڬ分౜に̾い

てあらかじめ࠿൦、੔๵していたこと

ˎȅ院ඤの࠿औ体ଷがା๵されていたため、感染者の発見、෤՜がଇ௸にخෝであっ

たこと

ˏȅ院ඤでのڞၗ体ଷȪ病઄確༗ȫが਱分であったため、独自฻断で余ဉを঵って患

者のڞၗがخෝであったこと

ːȅႲ日の்ಱηȜΞͻϋΈで、ڎ໐੤ۼでの情報共有ができていたため、互いの協

力がスθȜΒに得られたこと

ˑȅܓ機を乗り୨るために、職員が一౿౬ࠫしたこと
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のであった。̷れでも൚院のςΕȜスを最ఱࡠ୆かすことによって、்ܢにਞ௳させるこ

とができた。経ًに̾いてはոئのιȜσを参ચ。

୊一ๅ　���� ೧̖ ݆̓ ೖ
おはようございます。ौ日、ˎഽ目の院ඤ感染が確認されました。࡛শതで฻明してい

る感染者ତは、職員 1ı ྴ、患者˒ྴです。今のところ、ˑˢ病൓を中૤にڐがっている

ようです。ຈါに応じてଟশ࠿औを行っています。職員の皆さんは、֨き௽きۯࢫ࠲理、

感染対ॐにၣ意してください。අにྩ޲ஜの体أ௶定、症ેが有るાࣣの૭࣬、ࠆݝ、૙

事中の行൲Ȫ࿑૙、ఱ୊で会დをしない、໐ؚの換ܨなどȫにಕ意することなど਱分෻ၪ

するようにおܐいいたします。発෎ٸြ、CCŖ病൓のેޙは૬࣫なくらい຋ทしています。

これո上の感染のڐఱは病院の経אにも多ఱな๭ٺをもたらしますので、なにと̸よろし

くおܐいいたします。ŏ9Ķ ζス·が入਀ࣾඳになりました。ຈါ最઀ࡠのঀဥをおܐい

します。ະ૕ືζス·をˎ重に௡಍するなど、ࢥຳしてください。

୊್ๅ　���� ೧̖ ݆̖ ೖ
お๦れ様です。院ඤ感染に̾いて、̷の後の経ًを報࣬します。ུ日 1Ĵ শのশതで、

ု଻職員 ĳĹ ྴ、ု଻患者 1ı ྴです。ု଻職員の症ેはいずれもࠚ๷で、自఺療ူ中で

す。ု଻患者は˕ྴが CCŖ 病൓で療ူ中です。今回の院ඤ感染に̾いては、感染力も感

染の்さも明らかにஜ回を上回っています。࡛শതでは ĶŇ 病൓を中૤にڐがっています

が、い̾他໐੤にڐがってもおかしくないと思ͩれます。࠿औํսはڐげています。院ඤ

感染とは༆に、ز௼からもしくは感染࡙ະ明のု଻職員も੄ていますので、ةഽも߫り༐

しますが、਱分な感染防ࢄ、症ે੄࡛শの௸やかな報࣬をおܐいします。

୊ࢀๅ　���� ೧̖ ݆ 1�ೖ
お๦れ様です。ஜ回報࣬からの新たなેޙに̾いてお知らせします。Ĺİ1ĳġ1ĸ শのশ

തでု଻職員 Ĵ1 ྴȪĬĴ ྴȫု଻患者 1ĸ ྴȪĬ1ı ྴȫです。職員の௩加はဲえられて

いますが、ෛ࢚୪૘者だった患者がု଻化したため、患者ତは௩加しています。CCŖ で

。௽治療中です。これとは༆に院ඤ感染と΃;ϋΠしていないု଻職員が௩加していますࠑ

අに૽ତ的余力のྫい໐੤Ȫ医事ه、薬स໐、ۯူו理໐ȫでの感染者の௩加で、ఱ་ඳ

ਸ਼しています。ॼったྩ޲者の໅౜もఱきくなっていますが、なんとか他の໐੤からخෝ

なࡠりの応׳をもらって乗り୨れるよう܎ಫっています。ြ਩からは、療ူしていた職員

が少しず̾࿗ってきます。あともう少しです。

୊࢝ๅ　���� ೧̖ ݆ �1ೖ
院ඤ感染に̾いての௽報です。˔࠮ 1ı 日に新ܰにスタッフˎྴ、患者ˍྴのု଻の報

࣬ոြ、新ܰのု଻者は੄ていません。͕͖ਞ௳と思ͩれます。しかし、新たにز௼ඤ感

染したスタッフから、院ඤで༆なスタッフに感染した疑いのあるΉȜスが報࣬されていま

すȪあくまでもଔ௶ですȫ。このようなΉȜスは今後もܳこることが予想されますので、

今まで೒りの報࣬と対応をటらないようにおܐいいたします。院ඤのスタッフະ௷は、か

なり解કされているとは࡞え、زೳඤ感染によるု଻、ෛ࢚୪૘者は、ອ้にでており、
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COVID-19 感染ڐఱを防ぐためのχ·Ιϋٳ発がݢがれた中で、Χϋ΄ςȜ૽੫଻୆

化学者΃ς΋Ȝ・΃タςϋฎআらˎ૽ ĩ 後に ĳıĳĴ ාΦȜασ୆理学・医学ર਋ર Ī がٳ

発した Ůœŏł χ·Ιϋのୋ௮ܿ੅をࡓに、ༀ࣭のフ͹ͼΎȜ২らがٳ発した΋η΢Ξͻ

Ȝ ® が ĳıĳ1 ාˎ࠮ 1ĵ 日に࣭ඤઇ認され、ˎ࠮ 1ĸ 日から医療従事者͒の୶行୪ਅがٳ

ইされた。これに୶立って、Ֆၻঌからχ·Ιϋ୪ਅْࠗの୰明、ջှを਋け、൚院はܖ

を਋けたχ·Ιϋの༗ం、対ય者͒の୪ਅ、΍ΞρͼΠঔ୭͒の分෻ȫݯ୪ਅঔ୭Ȫ෻߿ུ

として機ෝすることをࠨ定した。加えて、Ֆၻঌのχ·Ιϋ୪ਅْࠗを৘ঔする上で、൚

院にてྀ日 1ĳı ྴの୪ਅの਋け入れါ୏があったが、̷れだけのତの୪ਅを行うのはະ

ෝと思ͩれた。̷れまでのͼϋフσ΀ϋΎχ·Ιϋਬ౬୪ਅは、਋ັ後に࿚診医঍のもخ

とに๭୪ਅ者が֊൲し、さらに୪ਅۭࢌ঍のところ͒֊൲するという਀ਜ਼で行っていたが、

この方法では、ࣞႢ者も多く֊൲শۼと਀ۼを取られ、ౣশۼにఱၾの୪ਅをঔ行できな

いのは明らかだった。̷こで௙ྩ໐ಿが、୶に਋診者をまとめて୘にजらせてఞ機しても

らい、਋ັ、࿚診、୪ਅをこちらが֊൲し̾̾行う方が࢘ၚ的ではとのմを೹াした。̷

して、୪ਅ会ાをఱ会݈৒、ςΧΫςΞȜΏοϋ৒の一໐のˎ΃ਫ਼に౾き、̷れ̸れඵ̾

のশۼఝで行えば、一̾のΩȜΠ Ĵı ྴず̾の୪ਅがخෝで、ْࠗがଛ行できる目ੜがた

った。୪ਅஜのχ·Ιϋ関Ⴒの୰明も、ࡢ༆にするຈါもなく一ഽにफませられたことも、

Ⴛ力のॉࡘになった。୪ਅ会ાがྟにならないよう、換ܨやज୘の෻Ⴅにも਱分෻ၪした。

ĳıĳ1 ාˏ࠮ 1ĸ 日からలˍ回目の医療従事者͒のχ·Ιϋ୶行୪ਅをٳইし、ˏ日ۼ

で院ඤٸの医療従事者 19Ķ ྴにঔ行された。青雲方৆の୪ਅ方法のΏηντȜΏοϋと

して行ったが、スθȜΒに׋ဥできることを確認できた。̷の後もݢݣబ員͒の୶行୪ਅ、

లˎ回目の୪ਅを経て、˒࠮からইまる一๊対યȪķĶ पո上ࣞႢ者ȫχ·Ιϋ୪ਅٳই

͒の੔๵を行ったが、අに予࿩方法をどうするかが࿚ఴであった。ഩდ予࿩では、਋ັު

ྩが多ནとなること、回線がすぐにΩϋ·して、一๊ުྩに঑વが੄ることが明ฒであっ

たため、;Ϳή予࿩を໵ဥすることにした。̷のषは௙ྩ Iŕ 。がఱきかったڬಿの役ه

ഩდ予࿩に̾いては、୺ဥ回線にしたり、إ୊մඤを൵入したり、いろいろࢥຳはしたが、

ࠫޫのところ;Ϳή予࿩のできないࣞႢ者から、ഩდが̾ながらないとのߎ情をた͍た͍

਋けた。

ࠨにྟࡕχ·Ιϋのၾもあらかじめݯই。൚੝෻ٳ日から一๊対યχ·Ιϋ୪ਅˍ࠮˒

められており、またྟࡕなأഽۯ理のຈါ଻や、ˍΨͼͺσで˒૽分となっていたため、

χ·Ιϋの取りեいにはळ૤のಕ意がຈါであったが、院ඤڎ໐੤の協力により、൚੝の

ْࠗ೒り୪ਅが進んで行ったȪ଎ 1ĵȫ。୪ਅ予࿩のიはすぐにོまり、΅λϋΓσも͕と

んどなかった。࠮から߄ဟ日までྀ͕͖日߫り༐し行ͩれた。一๊対ય者向け୪ਅもইま

り、予࿩は常にྖ員のેఠが௽いた。同ා˕࠮ː日からྀ਩ാဟ日に、職員ز௼からါབ

のあった中ࣞࢷ୆͒の୪ਅをٳইした。࿩ 1ĭııı べװ、ྴ ĳĭııı 回୪ਅを行った。

ĳıĳĳ ාˏ࠮ոࣛは、行ଽがఱܰ࿅χ·Ιϋ୪ਅ会ાٳ୭を୭౾し、࿡ݝ、ۼ日の୪ਅ

もخෝとなったことや、回ତを経るごとに৹ා者が୪ਅをࢱえる߹向にあったため、੭々

に൚院での୪ਅତもࡘ少し予࿩იもੀ઀していき、ĳıĳĴ ාˎ࠮ˎ日൚院でのਬ౬୪ਅを

ਞၭした。
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図 14 　COVID-19 ワクチン接種数の月次推移
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COVID-19 感染ڐఱを防ぐためのχ·Ιϋٳ発がݢがれた中で、Χϋ΄ςȜ૽੫଻୆

化学者΃ς΋Ȝ・΃タςϋฎআらˎ૽ ĩ 後に ĳıĳĴ ාΦȜασ୆理学・医学ર਋ર Ī がٳ

発した Ůœŏł χ·Ιϋのୋ௮ܿ੅をࡓに、ༀ࣭のフ͹ͼΎȜ২らがٳ発した΋η΢Ξͻ

Ȝ ® が ĳıĳ1 ාˎ࠮ 1ĵ 日に࣭ඤઇ認され、ˎ࠮ 1ĸ 日から医療従事者͒の୶行୪ਅがٳ

ইされた。これに୶立って、Ֆၻঌからχ·Ιϋ୪ਅْࠗの୰明、ջှを਋け、൚院はܖ

を਋けたχ·Ιϋの༗ం、対ય者͒の୪ਅ、΍ΞρͼΠঔ୭͒の分෻ȫݯ୪ਅঔ୭Ȫ෻߿ུ

として機ෝすることをࠨ定した。加えて、Ֆၻঌのχ·Ιϋ୪ਅْࠗを৘ঔする上で、൚

院にてྀ日 1ĳı ྴの୪ਅの਋け入れါ୏があったが、̷れだけのତの୪ਅを行うのはະ

ෝと思ͩれた。̷れまでのͼϋフσ΀ϋΎχ·Ιϋਬ౬୪ਅは、਋ັ後に࿚診医঍のもخ

とに๭୪ਅ者が֊൲し、さらに୪ਅۭࢌ঍のところ͒֊൲するという਀ਜ਼で行っていたが、

この方法では、ࣞႢ者も多く֊൲শۼと਀ۼを取られ、ౣশۼにఱၾの୪ਅをঔ行できな

いのは明らかだった。̷こで௙ྩ໐ಿが、୶に਋診者をまとめて୘にजらせてఞ機しても

らい、਋ັ、࿚診、୪ਅをこちらが֊൲し̾̾行う方が࢘ၚ的ではとのմを೹াした。̷

して、୪ਅ会ાをఱ会݈৒、ςΧΫςΞȜΏοϋ৒の一໐のˎ΃ਫ਼に౾き、̷れ̸れඵ̾

のশۼఝで行えば、一̾のΩȜΠ Ĵı ྴず̾の୪ਅがخෝで、ْࠗがଛ行できる目ੜがた

った。୪ਅஜのχ·Ιϋ関Ⴒの୰明も、ࡢ༆にするຈါもなく一ഽにफませられたことも、

Ⴛ力のॉࡘになった。୪ਅ会ાがྟにならないよう、換ܨやज୘の෻Ⴅにも਱分෻ၪした。

ĳıĳ1 ාˏ࠮ 1ĸ 日からలˍ回目の医療従事者͒のχ·Ιϋ୶行୪ਅをٳইし、ˏ日ۼ

で院ඤٸの医療従事者 19Ķ ྴにঔ行された。青雲方৆の୪ਅ方法のΏηντȜΏοϋと

して行ったが、スθȜΒに׋ဥできることを確認できた。̷の後もݢݣబ員͒の୶行୪ਅ、

లˎ回目の୪ਅを経て、˒࠮からইまる一๊対યȪķĶ पո上ࣞႢ者ȫχ·Ιϋ୪ਅٳই

͒の੔๵を行ったが、අに予࿩方法をどうするかが࿚ఴであった。ഩდ予࿩では、਋ັު

ྩが多ནとなること、回線がすぐにΩϋ·して、一๊ުྩに঑વが੄ることが明ฒであっ

たため、;Ϳή予࿩を໵ဥすることにした。̷のषは௙ྩ Iŕ 。がఱきかったڬಿの役ه

ഩდ予࿩に̾いては、୺ဥ回線にしたり、إ୊մඤを൵入したり、いろいろࢥຳはしたが、

ࠫޫのところ;Ϳή予࿩のできないࣞႢ者から、ഩდが̾ながらないとのߎ情をた͍た͍

਋けた。

ࠨにྟࡕχ·Ιϋのၾもあらかじめݯই。൚੝෻ٳ日から一๊対યχ·Ιϋ୪ਅˍ࠮˒

められており、またྟࡕなأഽۯ理のຈါ଻や、ˍΨͼͺσで˒૽分となっていたため、

χ·Ιϋの取りեいにはळ૤のಕ意がຈါであったが、院ඤڎ໐੤の協力により、൚੝の

ْࠗ೒り୪ਅが進んで行ったȪ଎ 1ĵȫ。୪ਅ予࿩のიはすぐにོまり、΅λϋΓσも͕と

んどなかった。࠮から߄ဟ日までྀ͕͖日߫り༐し行ͩれた。一๊対ય者向け୪ਅもইま

り、予࿩は常にྖ員のેఠが௽いた。同ා˕࠮ː日からྀ਩ാဟ日に、職員ز௼からါབ

のあった中ࣞࢷ୆͒の୪ਅをٳইした。࿩ 1ĭııı べװ、ྴ ĳĭııı 回୪ਅを行った。

ĳıĳĳ ාˏ࠮ոࣛは、行ଽがఱܰ࿅χ·Ιϋ୪ਅ会ાٳ୭を୭౾し、࿡ݝ、ۼ日の୪ਅ

もخෝとなったことや、回ତを経るごとに৹ා者が୪ਅをࢱえる߹向にあったため、੭々

に൚院での୪ਅତもࡘ少し予࿩იもੀ઀していき、ĳıĳĴ ාˎ࠮ˎ日൚院でのਬ౬୪ਅを

ਞၭした。



− 138 −－ 31 －

中高生対象接種開始（2021.9 ～）

ワクチン接種前の説明

高齢者等優先者接種開始（2021.6 ～）
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９．各部署の取り組みと体験談

૧߿΋υ΢発症̥ͣˑ႒֊͈࣐́͘૦ͤ༐ͤ

֓ၷհ஠ۯၑచॐ৒ ઀మ　̥ͤ͠

ĳı19 ාྎから発୆した新߿΋υ΢感染症Ȫոئ΋υ΢ȫが、႓გˑාˑ࠮˔日でˑ႒

感染症に֊行しましたが、まだ、感染ࡘ少のಣしは分からずの࡛ેです

൚院は、ĳıĳ1 ාˏ࠮からࡇのါ୏により、΋υ΢病൓Ȫոئ CCŖȫをٳ୭、ː࠮ 1Ķ

日から˔઄でスタȜΠ、˕࠮ ĳĹ 日フͿȜΒԈにより Ĵĳ ઄に௩઄、̷の後もフͿȜΒ་

化で病઄ତを་ࢵ。病઄ତに応じたτͼͺ;Πや、ΖȜΣϋΈ、൲線など感染ۯ理にཱི௢

してきました。CCŖに入৒するまでの਀ਜ਼や経Ⴙは、୪૘や交ओ感染防গをࣉၪしました。

΋υ΢患者の入院শは΀ταȜタȜ၌ဥの院ඤ༶௣を行い、ٸြ໓ੰ৒ྌは、ˎٴから਋

け入れ、শには、他໐੤の࠿औや਀੅患者と重なることもあったև、̷のസഽ、Ⴒ၁を取

りࣣい思ࢋ॒ࣉで行ってきました。

CCŖ を׋ဥするうえで、ྮോঌ医঍会医療ΓϋタȜに΋υ΢病൓の見学に行き、ా५

ͺΡΨͼスをೀきました。CCŖ ໤なܤ୭ஜの੔๵、ζΣνͺσै଼、ςΥϋや感染෱ٳ

どտుު者と఑ちࣣͩせを行い、取եい方法をै଼し、スタッフ֗ޗを行いました。スタ

ッフには「院ඤに感染を঵ちࣺまない・঵ちࣺませない」の一૤でঐ൵、֗ޗを行いまし

た。行ଽとのႲ၁はຈଌで、අに΋υ΢感染流行ܢは、༗࠲ਫ਼から入院ջှも多く、͚ݝ

症から中൝症ࠚもなく対応を行うなど、スタッフも๦Ⴛࣾᐾだったと思います。൚院はۼ

Ԇの患者さん਋け入れていますが、自立の患者は少なくᏑᏋや認知症などのࣞႢ者、ୈ૰

৖患、ܕݟࡤ௡಍・൫ଢ଼・̷の他、様々なੜ౾やΉͺがຈါで、ۭࢌ঍の໅౜が重たかっ

たと思います。

このようなުྩેޙでも CCŖ スタッフはުྩの流れをࣉえ、௖਀Ȫ患者・スタッフȫ

をいたͩり、ளୀらしい職ા໓ാであり有ඳいܨ঵ちでした。ྌ、΋υ΢でཌくなられる

患者さんもいました。ˑ႒ஜは病院からೄ୪、غ௞ા͒เ௣するևに、院ಿから「患者さ

んをۣに入るときはఱ事なܻ৆だから、̷してز௼と最後のশだから、少しでもいいから

௼から「会えてز、れました。スタッフに௖談し流れを̾くりͩ࡞を見せてあげて」と܏

ၻかった、有ඳうございます」と႐を流され、জたちスタッフも૤を఑たれるા࿂であり

「会ͩせてあげてၻかった」とやりがいを感じました。ࢵにਞྎܢにおける患者さん൝は

śOOŎ ࿂会を取り入れていきました。CCŖ スタッフはఱ་で多ནな日々であっても患者

やز௼が١ࠚしていくউを見ることが、ةよりܘしく感じたと思います。CCŖ の׋ဥに

あたり、院ಿ・୼֔ന஝ఊ჊医঍には常にご଄力してೀいたこと、また、病院஠体の協力

と঑׳に感৫いたします。

CCŖ ոٸに取りழんだ事として、一๊病൓や青雲௝の·ρスタȜ発୆শの対応やスタ

ッフ֗ޗまた、発෎ٸြの応׳も行いました。「自分が੄ြることをୈ一෵行う」のୈ૰

で患者・スタッフの「հ஠」と「հ૤」をࣉၪしながら、今回の COVID-19 で様々な経

験を౿しました。ॽ事ၾがཛྷఱに௩え՛୽ߎ൰の日々でしたが、জ自૸医療հ஠ۯ理৒ಿ

としてఱきく଼ಿさせてくれたと思います。今後もۯ理者という役ڬを஠う੄ြるようୈ

進して参ります。「஠職員のおかげで乗り越えることが੄ြました。有ඳうございました」

－ 31 －

中高生対象接種開始（2021.9 ～）

ワクチン接種前の説明

高齢者等優先者接種開始（2021.6 ～）
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୒׌会΋υ΢͈ܴ୥

外ြ　଎঍　ဇࣝၖ

ĳıĳı ාˍ࠮、ΘͼμκϋΡίςϋΓス࣢のΣνȜスを他૽事のように見ていたのも、

̾かのۼ、日ུでもじͩじͩと感染がࢩがり、൚院でもː࠮から、໓ੰ৒での発෎・໓৯

症ેٸြをٳইしました。;ͼσスのમळもͩからず、ทってくる;ͼσスに対し、感染

対ॐをどのようにしたらよいのか、দ行॒ࢋの日々でした。΋υ΢対応で感染したાࣣの

ことをࣉえ、౜൚ۭࢌ঍をࡥ定化し、情報共有と感染対ॐのޑ化を଎り、他のުྩもଛ行

できるよう഼めてきました。

ː࠮ 1Ĺ 日൚院で診ख़した患者さんの中から੝めてု଻者が੄たࣼには、઼ًな報ൽ、

医療従事者や̷のز௼͒のओ༆があり、ঀྵ感でॽ事をしていたজたちにとって、とても

Ώοッ·なことでした。̷れは、感染した患者や、·ρスタȜがܳきたழ૕に向けられる

ओ༆も૬࣫でした。

੭々に感染者は௩え、11 ြٸより病院ಛ৬ાにίτΧήを୭౾し、発෎・໓৯症ે࠮

をٳইしました。·ρスタȜ発୆が൚たりஜになり、߃くの学ࢷでもု଻者が௩え、職員

や̷のز௼がষ々と感染しました。院ඤでု଻者が੄れば、職員がෛ࢚୪૘者となり、੄

औが࠿ஜに֮଻を確認してからުྩに入るようになりました。ා明けには、ྫၳ΋υ΢޲

ইまり、多いশで ĳıı ૽もの࠿体をन取しました。ಱから防ࢌ໚をまとい、͍ۦっし͡

りになって௢り回るذ、਀がかじか͚ൃ、ఱַの日も໓がޑい日も、ۭࢌ঍というঀྵ感

だけで܎ಫってきました。̷れでも、౲取りが՛い、ఞちশۼがಿいなどと෭ുされ、Ⴚ

ࣸに࠹なఠഽを取られるなど、ൎげ੄したくなることもありました。࠹な思いもすること

も多々ありました。̷ れでも、青雲会病院がな̶ここまで取りழ͚のかといͩれたとき、「ة

かଲのև૽のև」自分がةをすべきなのか、ةをやれるのか、一૽一૽がࣉえ行൲してき

たࠫضだと思います。

また、౷֖の方のࠣ႗などもとても႗͙になりました。「あなたたちがいてくれて感৫

しています」と႐ながらに୊をかけてくれた方、਋診ఞちの患者さんが、৬のည൵を一੣

にしてくれたこと、ུ൚に有ඳかったです。

このˏාۼで、医療の発ోもೄに感じていました。࠿औや薬のٳ発はすさまじく、൚院

ではすぐに取り入れ、患者さん͒೹ރできる۪ޏにありました。これも、૗々な方の力ഞ

えがあったからこ̷のことです。

病院஠体で取りழんできたからこ̷乗り越えてこられた΋υ΢対ॐ、今後い̾まで௽く

か分かりませんが、জたちがこのުྩにͩࠈってこられたことにࡶりを঵ち、たくさんの

方に঑えられてきたことをདྷれず、感৫してこれからもުྩに႗んでいきます。

૧߿΋υ΢発症̥ͣˑ႒֊͈࣐ͤ৾́͘ழ͙

΋υ΢ȪńńŖȫພ൓　ஜศ　ץঊ

ĳı19 ාྎから新߿΋υ΢感染症が流行し、൚院も৅঱ോࡇのါ୏を਋け、回໘ܢ病൓

の一໐を΋υ΢病൓Ȫ重ത医療機関ঐ定˔઄ȫにすることになりました。フͿȜΒߊ分が

上がるに̾れ、ĳıĳ1 ා˕࠮からは Ĵĳ ઄͒௩઄しました。߃ႋでの医療機関やঔ୭での
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·ρスタȜにより、たくさんの΋υ΢患者さんの入院を਋け入れましたが、͕とんどがࣞ

Ⴂでٚࢌഽのࣞい患者さんでした。൚੝はࠚ症から中൝ഽԆまでの入院਋け入れでしたが、

ࣞႢ者でܖய৖患があり重症化する患者さんも少なくありませんでした。

ĳıĳĳ ාˍྎ࠮、൚院での院ඤ感染が発症しましたが、自院の΋υ΢病઄確༗があった

ため、スθȜΒな入院਋け入れができ、感染ڐఱ防গができたと思います。

Ĵĳ ઄ྖ઄শは΋υ΢病൓のۭࢌ঍の͙ではުྩが回らず、他໐੤からの応׳体ଷ、૽

員の確༗・಺ାを行いました。ςΧΫςスタッフ͒も防ࢌ໚の಍౎ঐ൵を行い、患者の૙

事ٚ੩やτッΡΖȜϋඤのୄ௉など協力をもらい、ۭࢌ঍の໅౜ࡘࠚが଎れたと思いま

す。また他医療機関やঔ୭の入院やప院শの಺ାを、ΕȜΏλσχȜ΃Ȝがުྩをこなし

てくれたことも、かなりの໅౜ࡘࠚにࠒがったとࣉえます。また΋υ΢病൓にຈါな๵຦

や őőņ の確༗などษ中໐ಿがၚ୶して൲いてئさり੩かりました。͕とんどの΋υ΢患

者さんは、ঀဥする病֏やタ΂σ႒をτϋタσ၌ဥしていただくように୰明し、ު者とも

取りեいに̾いて行っていきました。

重症化しॼැながらཌくなられた患者さんもいました。΋υ΢患者さんのཌくなられた

শの対応のॽ方も、௞ܻ২とႲࠈを取りながら感染にၣ意し行いました。ො体నにご֒体

を入れ、ۣ にොめた後、ො体నに入ったままのお܏でしかごز௼と最ܢ会えなかったこと、

̷のまま自఺にܦることはできずغ௞ાにเ௣される最ܢはૹく๟しいことでした。

多くの患者さんはࠚ、 ١してప院されました。١ࠚしてప院されるউや、「ۭࢌ঍の方々

のಢ෋な対応と૶し͙のある࡞ဩかけがܨ঵ちの঑えになっていました。」「ྵをݣってئ

さりありがとうございました。」「感染のࡏܓ଻がある中、୪してئさり、対応してئさっ

たこと感৫します。」などࢄႛの਀ঞをೀき、ఱ་で多ནな日々でありましたが、このॽ

事を経験できたからこ̷、ఱきな͍ܔを得ることができました。

΋υ΢病൓の׋ဥにあたり、院ಿ୶୆・୼֔ന஝ఊ჊୶୆には、ご଄力ೀき感৫いたし

ます。また઀మ৒ಿには日々様々な੄ြ事がある中、常に௖談にのってೀき、ΖȜΣϋΈ

や൲線などの感染ۯ理、病൓ۯ理に関ͩってئさり、૤ޑかったです。感৫いたします。

青雲会職員஠員でこのఱ་なশܢを乗り越えられたと思います。ུ൚にありがとうござい

ました。

΋υ΢͈͒৾ͤழ͙

ːٴພ൓　੨࿐　ࠃ

ĳıĳı ාˍ࠮ 1ķ 日ġ日ུで੝めて新߿΋υ΢;ͼσス感染症が確認されました。今まで

໳いたことがないような「ෛ࢚୪૘者」「ٸ੄自ੁ」「२̾のྟ」などの࡞ဩを໳き、ູさ

とະհを感じ、また、ζス·ະ௷࿚ఴで、どのように対応すればいいのかේんだのをژえ

ています。病院では、院ඤに発୆したশの対応や、感染した患者の਋け入れなど会݈を೒

じて、őőņ ௡಍方法・໤຦の༞ਰとۯ理、感染した患者さんの感染予防対ॐや、เ௣経

Ⴙに̾いて意見交換を行いました。

病൓の対応でも、࿂会޺গや患者さんز௼͒の対応はఱきく་ͩりました。ਞྎܢにか

かる患者さんも多く、ز௼から「会いたい」「ેޙが分からない」「ಿく会っていないです」

とͩ࡞れていました。জたちも最後のশۼをఱ୨にしたいと思うܨ঵ちと、今までのよう

に࿂会はできないことをࣉえ、少しでも܏が見られるようにと、ςκȜΠ࿂会を行いまし
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୒׌会΋υ΢͈ܴ୥

外ြ　଎঍　ဇࣝၖ

ĳıĳı ාˍ࠮、ΘͼμκϋΡίςϋΓス࣢のΣνȜスを他૽事のように見ていたのも、

̾かのۼ、日ུでもじͩじͩと感染がࢩがり、൚院でもː࠮から、໓ੰ৒での発෎・໓৯

症ેٸြをٳইしました。;ͼσスのમळもͩからず、ทってくる;ͼσスに対し、感染

対ॐをどのようにしたらよいのか、দ行॒ࢋの日々でした。΋υ΢対応で感染したાࣣの

ことをࣉえ、౜൚ۭࢌ঍をࡥ定化し、情報共有と感染対ॐのޑ化を଎り、他のުྩもଛ行

できるよう഼めてきました。

ː࠮ 1Ĺ 日൚院で診ख़した患者さんの中から੝めてု଻者が੄たࣼには、઼ًな報ൽ、

医療従事者や̷のز௼͒のओ༆があり、ঀྵ感でॽ事をしていたজたちにとって、とても

Ώοッ·なことでした。̷れは、感染した患者や、·ρスタȜがܳきたழ૕に向けられる

ओ༆も૬࣫でした。

੭々に感染者は௩え、11 ြٸより病院ಛ৬ાにίτΧήを୭౾し、発෎・໓৯症ે࠮

をٳইしました。·ρスタȜ発୆が൚たりஜになり、߃くの学ࢷでもု଻者が௩え、職員

や̷のز௼がষ々と感染しました。院ඤでု଻者が੄れば、職員がෛ࢚୪૘者となり、੄

औが࠿ஜに֮଻を確認してからުྩに入るようになりました。ා明けには、ྫၳ΋υ΢޲

ইまり、多いশで ĳıı ૽もの࠿体をन取しました。ಱから防ࢌ໚をまとい、͍ۦっし͡

りになって௢り回るذ、਀がかじか͚ൃ、ఱַの日も໓がޑい日も、ۭࢌ঍というঀྵ感

だけで܎ಫってきました。̷れでも、౲取りが՛い、ఞちশۼがಿいなどと෭ുされ、Ⴚ

ࣸに࠹なఠഽを取られるなど、ൎげ੄したくなることもありました。࠹な思いもすること

も多々ありました。̷ れでも、青雲会病院がな̶ここまで取りழ͚のかといͩれたとき、「ة

かଲのև૽のև」自分がةをすべきなのか、ةをやれるのか、一૽一૽がࣉえ行൲してき

たࠫضだと思います。

また、౷֖の方のࠣ႗などもとても႗͙になりました。「あなたたちがいてくれて感৫

しています」と႐ながらに୊をかけてくれた方、਋診ఞちの患者さんが、৬のည൵を一੣

にしてくれたこと、ུ൚に有ඳかったです。

このˏාۼで、医療の発ోもೄに感じていました。࠿औや薬のٳ発はすさまじく、൚院

ではすぐに取り入れ、患者さん͒೹ރできる۪ޏにありました。これも、૗々な方の力ഞ

えがあったからこ̷のことです。

病院஠体で取りழんできたからこ̷乗り越えてこられた΋υ΢対ॐ、今後い̾まで௽く

か分かりませんが、জたちがこのުྩにͩࠈってこられたことにࡶりを঵ち、たくさんの

方に঑えられてきたことをདྷれず、感৫してこれからもުྩに႗んでいきます。

૧߿΋υ΢発症̥ͣˑ႒֊͈࣐ͤ৾́͘ழ͙

΋υ΢ȪńńŖȫພ൓　ஜศ　ץঊ

ĳı19 ාྎから新߿΋υ΢感染症が流行し、൚院も৅঱ോࡇのါ୏を਋け、回໘ܢ病൓

の一໐を΋υ΢病൓Ȫ重ത医療機関ঐ定˔઄ȫにすることになりました。フͿȜΒߊ分が

上がるに̾れ、ĳıĳ1 ා˕࠮からは Ĵĳ ઄͒௩઄しました。߃ႋでの医療機関やঔ୭での
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た。会დができる患者さんにはܔんでもらえましたが、ਞྎܢの患者さんز௼にとっては

ො得がいく対応だったのか分かりません。ただز௼から「病院もఱ་です͇、܎ಫってく

ださい」と୊をかけられると、少しͩݣれたようなܨ঵になりました。

ĳıĳĳ ාˍ࠮ ĳĹ 日、病൓で最੝の感染が発見され·ρスタȜになりました。職員˓ྴ

の感染と˔ྴのෛ࢚୪૘によりˍ日 1Ķ ྴの͙ݝがでました。ྀ日のように་ͩるࠁྩ޲

ఠ、ࢩがる感染、೒常ո上のުྩඤယで、ުྩၾのً多が୆じてしまいۭࢌ঍・ۭࢌ༞੩

者の૽਀ະ௷にೄ࿂しました。ྀ日行ͩれたಱの会݈で、感染ેޙとݝんでいる職員、患

者のેޙを報࣬し、αッΡ΋ϋΠυȜσや職員͒のঐাを院ಿからೄ୪਋け、他の໐੤と

共有することは、分かりやすく病൓スタッフにもഥえられたので、հ૤してުྩに入るこ

とができました。

感染して体಺が՛いなか、ز௼や職ાに૭し࿫ないと思うスタッフや、他に感染させて

いたらどうしようというະհを༴えているスタッフに、職ાに໘ܦしてくるときの਋け入

れや࡞ဩかけなど、一̾一̾ේ͚ことがありましたが、١くྩ޲་ࢵを֨き਋けるスタッ

フや、႗ましࣣっている࡞ဩかけを໳くと、૽͒の思いやりに「ありがとう」と思う日々

でした。ఱ་な感染症でしたが૽とのᣏを感じ、スタッフ一૽一૽が力をࣣͩせて乗り越

えてきたことに感৫しています。

·ρΑΗȜ̦発୆̱̹

ˑٴພ൓　಴田　๼םঊ

ˑٴ病൓は、႓გːාのˍ࠮と˔࠮に·ρスタȜが発୆しました。අに˔࠮は職員 ĵı

ྴ中、ĳı ྴが感染しました。新߿΋υ΢χ·Ιϋ୪ਅ、੄޲ஜࢫ࠲ΙͿッ·、࿑૙、໐

ؚの換ܨ、ୄ௉൝を行いましたが、感染ڐఱはগめられず、「あっというۼにࢩがった」

という֣યでした。ྀ日新ܰの感染者が発୆し、ˍ日にةഽもྩ޲者の੄޲಺ାをし、と

うとう˔࠮のྩ޲表は͖ろ͖ろになりました。

入院患者さんにも感染者がࢩがりました。CCŖ ͒のഢ൓、ز௼対応、ෛ࢚୪૘者対応

と目まぐるしいྀ日でした。新ܰ入院は一শスΠッίとなり、入院患者さんは Ķı ઄中、

1ķ઄までࡘり、࿡ࢌۭ޲঍をˏྴからˎྴにࡘらし、ݢાをしの̨ました。

জもًݲに႒を見ない経験で、あの੟いྀ日のことをདྷれることはできません。しかし、

「皆で知ࠃを੄し、協力すればةとかなる」という自信に̾ながりました。患者さんにも「૸

さり、୺࿝の病൓があることでհ૤します」と感৫のئな病院で΋υ΢χ·Ιϋをして߃

ဩをೀくことがあります。まだまだ΋υ΢対応はඋきます。今後も֨き௽き感染対ॐに࡞

഼めていきます。

૧߿΋υ΢;ͼσΑ͈చ؊

ႉ઄࠿औ科　ཪ　ఽढ

࣭ඤで新߿΋υ΢;ͼσスが発୆した൚শ、ႉ઄࠿औشはまずՖၻ༗࠲ਫ਼と新߿΋υ΢

;ͼσス࠿औの流れを確認しႲࠈを଎りました。ࡇඤ̷して൚院で新߿΋υ΢;ͼσスが

発୆したのをきっかけに࠿औତが少しず̾௩えていくことで༗࠲ਫ਼͒の໅كがかかるこ
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と、̷して࠿औࠫضが੄るまでの日ତがかかることから、新߿΋υ΢;ͼσス࠿औのջှ

を৅঱ോႉ઄࠿औΓϋタȜ͒་ࢵしました。̷れにより、今まで࠿औࠫضが࿩ˏ日かかっ

ていたのが࿩ˍ日でࠫضが੄るようになり、ள்く࠿औࠫضを෤՜することできました。

̷の様な中ある日、୼֔ന理事ಿから「院ඤで࠿औはできないかȉ」の一࡞をきっかけに、

院ඤでの新߿΋υ΢;ͼσス࠿औをスタȜΠしました。ߘடにも、ࠫړ菌࠿औでঀဥして

いる֒ഥঊ࠿औ機ܕ ĩōłŎő 法 Ī で新߿΋υ΢;ͼσスの࠿औができることを知り、まず

は ōłŎő 法で院ඤでの࠿औをইめました。̷れにより、多くの࠿体を̷の日のඤに࠿औ

を੄すことができました。しかし̷の฽࿂、ōłŎőضࠫ 法はࠧതもあります。࠿औࠫض

が੄るまでにশۼがかかることと఍סの࠿体によりܺု଻が੄ることです。ōłŎő 法は

਀ैުで࠿औを行います。࠿体ତが多ければ、̷の਀ैުが௩え、ࠫضが੄るのにশۼが

かかります。また൚শ、๽֤൮͆ぐいと఍סの࠿体で࠿औをしていましたが、఍סの࠿体

はܺု଻が੄ることがあり、๽֤൮͆ぐいでठ࠿औをすることもありました。̷のࠧതを

ྫくすևに、すぐにࠫضが分かる抗ࡔ定଻࠿औもスタȜΠし、ōłŎő 法と໵ဥして少し

でも்く஠ての࠿औࠫضを੄せるようにしていましたが、抗ࡔ定଻࠿औは感ഽがあまりࣞ

くなく、֮ܺ଻が੄ることからすぐに断ැしました。

఍סによるܺု଻のठ࠿औは、新しく őCœ ֒ഥঊ࠿औ機ܕを൵入し、̷の őCœ でܺ

ု଻のठ࠿औを行い ōłŎő 法でのठ࠿औを少なくすることができました。また、新しい

ܕऔ機࠿ IDġŏOŘĩŏņłœ 法 Ī も൵入しました。この࠿औ機ܕは感ഽがၻく、ౣশۼ ĩ ࿩

1ı 分 Ī で࠿औࠫضが分かります。感ഽがၻいことから、ܺု଻になるΉȜスもあり̷の

ાࣣは、༆の࠿औ方法でठ࠿औをしていました。

今では、さらに感ഽがၻくౣশۼ ĩĳı 分 Ī でࠫضが分かる őCœ ֒ഥঊ࠿औ機͒ܕの入

れఢえと、ōłŎő 法よりも、শۼも਀ۼもڥからず、多くの࠿体を今までよりも்く௶

定できる抗ࡔ定ၾ࠿औ機͒ܕの入れఢえ・൵入をし、抗ࡔ定ၾ࠿औ・ŏņłœ 法・őCœ で

発෎ٸြ࠿औや院ඤ·ρスタȜなどの΋υ΢;ͼσス࠿औ対応をしています。多くの΋υ

΢;ͼσス࠿औを̷の日のඤにࠫضを੄せるのが൚院ႉ઄࠿औشのඅಿです。ˑ႒に֨き

ったりの࡛ેですが、これからも̷ࡘऔତは௩えたり࠿΋υ΢;ͼσスの߿がっても新ئ

のඅಿを୆かし、スタッフ同আで協力しࣣいながら、新߿΋υ΢;ͼσス࠿औの対応をし

ていきます。

ႉ઄࠿औ科　ֽ井　ཆྶ

জはίτΧήでの࠿औがইまって、ある೾ഽの流れができあがった後฼໐分でͩࠈらせ

ていただきましたが、発෎ٸြスタȜΠশはఱ་なߎႻがあったと思います。スタȜΠশ

にͩࠈった院ಿ୶୆はじめ、職員の皆さまお๦れ様でした。জは࠿औ常ྩを৽としてお਀

ഥいしていましたが、医঍、ۭ 。がる思いでしたئ঍のೄ୪患者さんと୪するউには൮のࢌ

また他໐੤の方々とდす機会も೒常あまりない中、同じުྩにͩࠈることでお互いの໐੤

のდもでき、有意݅なশۼでもありました。しかしةよりこのような感染症がࢩがらない

ことをܐいたいと思います。
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た。会დができる患者さんにはܔんでもらえましたが、ਞྎܢの患者さんز௼にとっては

ො得がいく対応だったのか分かりません。ただز௼から「病院もఱ་です͇、܎ಫってく

ださい」と୊をかけられると、少しͩݣれたようなܨ঵になりました。

ĳıĳĳ ාˍ࠮ ĳĹ 日、病൓で最੝の感染が発見され·ρスタȜになりました。職員˓ྴ

の感染と˔ྴのෛ࢚୪૘によりˍ日 1Ķ ྴの͙ݝがでました。ྀ日のように་ͩるࠁྩ޲

ఠ、ࢩがる感染、೒常ո上のުྩඤယで、ުྩၾのً多が୆じてしまいۭࢌ঍・ۭࢌ༞੩

者の૽਀ະ௷にೄ࿂しました。ྀ日行ͩれたಱの会݈で、感染ેޙとݝんでいる職員、患

者のેޙを報࣬し、αッΡ΋ϋΠυȜσや職員͒のঐাを院ಿからೄ୪਋け、他の໐੤と

共有することは、分かりやすく病൓スタッフにもഥえられたので、հ૤してުྩに入るこ

とができました。

感染して体಺が՛いなか、ز௼や職ાに૭し࿫ないと思うスタッフや、他に感染させて

いたらどうしようというະհを༴えているスタッフに、職ાに໘ܦしてくるときの਋け入

れや࡞ဩかけなど、一̾一̾ේ͚ことがありましたが、١くྩ޲་ࢵを֨き਋けるスタッ

フや、႗ましࣣっている࡞ဩかけを໳くと、૽͒の思いやりに「ありがとう」と思う日々

でした。ఱ་な感染症でしたが૽とのᣏを感じ、スタッフ一૽一૽が力をࣣͩせて乗り越

えてきたことに感৫しています。

·ρΑΗȜ̦発୆̱̹

ˑٴພ൓　಴田　๼םঊ

ˑٴ病൓は、႓გːාのˍ࠮と˔࠮に·ρスタȜが発୆しました。අに˔࠮は職員 ĵı

ྴ中、ĳı ྴが感染しました。新߿΋υ΢χ·Ιϋ୪ਅ、੄޲ஜࢫ࠲ΙͿッ·、࿑૙、໐

ؚの換ܨ、ୄ௉൝を行いましたが、感染ڐఱはগめられず、「あっというۼにࢩがった」

という֣યでした。ྀ日新ܰの感染者が発୆し、ˍ日にةഽもྩ޲者の੄޲಺ାをし、と

うとう˔࠮のྩ޲表は͖ろ͖ろになりました。

入院患者さんにも感染者がࢩがりました。CCŖ ͒のഢ൓、ز௼対応、ෛ࢚୪૘者対応

と目まぐるしいྀ日でした。新ܰ入院は一শスΠッίとなり、入院患者さんは Ķı ઄中、

1ķ઄までࡘり、࿡ࢌۭ޲঍をˏྴからˎྴにࡘらし、ݢાをしの̨ました。

জもًݲに႒を見ない経験で、あの੟いྀ日のことをདྷれることはできません。しかし、

「皆で知ࠃを੄し、協力すればةとかなる」という自信に̾ながりました。患者さんにも「૸

さり、୺࿝の病൓があることでհ૤します」と感৫のئな病院で΋υ΢χ·Ιϋをして߃

ဩをೀくことがあります。まだまだ΋υ΢対応はඋきます。今後も֨き௽き感染対ॐに࡞

഼めていきます。

૧߿΋υ΢;ͼσΑ͈చ؊

ႉ઄࠿औ科　ཪ　ఽढ

࣭ඤで新߿΋υ΢;ͼσスが発୆した൚শ、ႉ઄࠿औشはまずՖၻ༗࠲ਫ਼と新߿΋υ΢

;ͼσス࠿औの流れを確認しႲࠈを଎りました。ࡇඤ̷して൚院で新߿΋υ΢;ͼσスが

発୆したのをきっかけに࠿औତが少しず̾௩えていくことで༗࠲ਫ਼͒の໅كがかかるこ
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ႉ઄࠿औ科　঎ླྀ　๼ࣝ

ຽ౲あまりდす機会が少ない୶୆やۭࢌ঍の方々と΋ηνΣΉȜΏοϋをとるশۼが௩

えてܘしかったです。জにとってとても貴重な経験になりました。ありがとうございまし

た。

ႉ઄࠿औ科　૧ݠ　࿹ၑջ

੝めて࠿औުྩで関ͩらせていただいたときには、こんなにたくさんの患者さんを対応

されているのだととてもޥきました。জも青雲会病院の一員として、΋υ΢のުྩにͩࠈ

ることができてとてもうれしかったです。ありがとうございました。

୒׌会΋υ΢͈ܴ୥

༶ৣ஌科　೗　ၻ໹　ġಎఆ　ߗ࿟

ĳı19 ා 1ĳ ࢩにٮに஠ଲۼ΋υ΢;ͼσス感染症は੊く߿に中࣭໌ۧで発୆した新࠮

まりました。日ུ࣭ඤでも感染者ତが௩え、ĳıĳı ාː࠮にはݢ޽事ఠ୹࡞が੄されるな

どఱきなई၄にۿりました。̷のような中で、青雲会病院は்くから発෎ٸြを୭౾し対

応に൚たっていましたが、൚੝は࡛ह৘ঔされているような őCœ औなどを院ඤで行う࠿

ことができず、ଇ௸な診断ができませんでした。

しかしながら、Cŕ ௨が見られるとの報࣬׶΋υ΢の感染者にඅಭ的な෹߿औでは新࠿

がໝତの病院から上がっていたことから、༶ৣ線شでは発෎ٸြにြられた患者஠員の

໐ޝ Cŕ औを৘ঔすることで感染者を院ඤに入れないようにକष対ॐの一౤を౜いまし࠿

た。൚শは őőņ のତにࡠりがあったことから、同じ防ࢌ໚や ŏ9Ķ ζス·をة回もঀဥし

ながら࠿औに൚たりました。

őCœ औがଇ௸に৘ঔできるようになった後も、入院をါする患者においては重症ഽ࠿

の確認や薬सൎဓのါ๛を฻断するために Cŕ औはຈါでした。Cŕ࠿ औのषは感染者࠿

が他の患者や職員と୪૘しないようΖȜΣϋΈを行い、また診療༶ৣ線ܿ঍ˎྴにて、感

染者に୪૘する者と Cŕ ௡౾をௌैする者とに分かれて対応するなどして感染対ॐに഼め

ました。

΋υ΢病൓の病઄ତが Ĵĳ ઄までڐఱしたশには入院শのޝ໐࠿औもອ回に行ͩれまし

た。また、患者がݢ་したषには、εȜタήσ௡౾をঀい΋υ΢病൓にてτϋΠΊϋをज़

日に行ͩれたこともありましたݝやۼऔはশには࿡࠿することもありました。これらのג

が、༶ৣ線شスタッフ஠員が協力しながら、患者のため、感染ڐఱ防গのためにުྩをଛ

行していたと思います。

௡౾の新ܰ൵入もありました。ĳıĳ1 ා˕࠮にはݢݣ৒に Ĺı Ⴅの Cŕ ௡౾が൵入され、

よりْࣞ質のْ௨をౣশۼで೹ރできるようになりました。さらに、ĳıĳĳ ා 1ı には࠮

COVID-19 ෹ْ׶௨解ଢ଼ΕフΠが൵入され、Cŕْ௨の解ଢ଼がخෝになりました。

の研ਘ会や学会にも積極的に参加しました。ྮോ・Ֆၻ౷֖の研ਘ会が΂ϋρͼٸඤࡇ

ϋで行ͩれたषには、൚院における感染者の Cŕ ज़גの流れや日ࣼの感染対ॐに̾いて発
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表しました。また、他ঔ୭の発表から感染対ॐ͒の取りழ͙に̾いて学͍、ުྩに役立て

ることができました。

新߿΋υ΢;ͼσス感染症が Ķ႒に分႒された࡛हも入院শのޝ໐Cŕ࠿औはຈଌであ

り、ΖȜΣϋΈや őőņ の௡಍をഔೲして࠿औに൚たっています。新߿΋υ΢;ͼσス感

染症のڐఱはまさしくྚன有の事ఠでしたが、青雲会病院が「ةかଲのև૽のև」の理ැ

のもと感染者を਋け入れ、̷れにฺい༶ৣ線شもできる事を৘行しழ૕に࣓ࡃできたこと

をࡶりに思います。

΋υ΢͈͒৾ͤழ͙

࿪ޫ　ඃࢼ　ז๼

新߿΋υ΢;ͼσス感染症の発୆ೄ後、਀ঐકඉが຦ถેఠになり、૗んなιȜ΃Ȝの

કඉဥ΀タΦȜσの確༗にあたり、また、̷ のయఢえとなるકඉを取りܙせたりしました。

̷の後は、౷֖での΋υ΢χ·Ιϋ୪ਅがইまり、൚院はՖၻ౷ߊの෻௣のݶത病院とな

り、ྀ਩߄ဟ日、ڎ医療機関͒の分෻・෻௣੔๵を行いました。また、院ඤでもχ·Ιϋ

୪ਅがইまり、χ·Ιϋのۯ理を行いました。̷の後は新߿΋υ΢;ͼσスの治療薬も੄

てきて、発෎ٸြでのੜ方の಺स、患者୰明を行いました。࡛हでも、΋υ΢患者͒の薬

「΃υ΢Ȝσ・υ΅ΕίυフͿϋ・ͺスΠηϋ・ΐΪΡυ΋Οͼϋ・ΠρΥ΅΍θॸなど」

ΏȜΒϋにより、຦ถેఠが௽き、医঍・ۭࢌ঍͒のഐୃঀဥをおܐいしています。

୒׌会΋υ΢͈ܱ჏

֓মه　࿤田　ഘ໹

ȸCOVID-19ȹの対応はࣾඳのႲ௽でした。新たな感染症ということで診療報ਫやঔ୭

୆Ⴛ൱જや関Ⴒ機関から੄ており、̷の͕とんどがඅ႕࢚੔に関する多くの೒知໲੥がܖ

的・শࡠ的ந౾です。最新の情報を確認して、院ඤでの情報共有や診療報ਫ୏ྩުݥを行

ってきました。

医事هでも感染対ॐをはじめ様々な取りழ͙を行ってきましたが、۰ౙに解ࠨするよう

なことは一̾もありませんでした。̷れでも「まずはやって͙る」というୈ૰で、দ行॒

ြٸఱのάȜ·শは発෎ڐを੄しࣣい協力して乗り୨ることができました。感染ࠃし知ࢋ

の患者がบ発的に௩え、院ඤ·ρスタȜやزೳඤ感染による職員の͙ݝも重なり、これま

でにないܓ機的ેޙにۿり、೒常ުྩができるのかະհになりましたが、他の職員がྩ޲

を಺ାするなど対応してくれました。目に見えない;ͼσスとの൰いにྀ日޽ಫし๦れき

ってܦり、自఺と病院の؉໘でܨ঵ちが྽入る事もあったと思います。他のުਅո上に行

൲ଷࡠもあり、自ဇに͒ٸࡇ行ったり࿻૽と૙事に行ったりすることも੄ြず、எましく

思うこともあったかと思います。

̷れでも「ةかଲのևġ૽のև」一૽͌とりがঀྵを঵ち、ུ൚によく܎ಫってくれま

した。医事هの職員はもちろん、૶૸になって௖談に乗ってくれた他໐੤の皆様に感৫し

ています。今後も新߿΋υ΢感染がྫくなることはありませんが、これまでの経験をၺに

一౿協力してة事にも取りழんでいきます。

－ 37 －

ႉ઄࠿औ科　঎ླྀ　๼ࣝ

ຽ౲あまりდす機会が少ない୶୆やۭࢌ঍の方々と΋ηνΣΉȜΏοϋをとるশۼが௩

えてܘしかったです。জにとってとても貴重な経験になりました。ありがとうございまし

た。

ႉ઄࠿औ科　૧ݠ　࿹ၑջ

੝めて࠿औުྩで関ͩらせていただいたときには、こんなにたくさんの患者さんを対応

されているのだととてもޥきました。জも青雲会病院の一員として、΋υ΢のުྩにͩࠈ

ることができてとてもうれしかったです。ありがとうございました。

୒׌会΋υ΢͈ܴ୥

༶ৣ஌科　೗　ၻ໹　ġಎఆ　ߗ࿟

ĳı19 ා 1ĳ ࢩにٮに஠ଲۼ΋υ΢;ͼσス感染症は੊く߿に中࣭໌ۧで発୆した新࠮

まりました。日ུ࣭ඤでも感染者ତが௩え、ĳıĳı ාː࠮にはݢ޽事ఠ୹࡞が੄されるな

どఱきなई၄にۿりました。̷のような中で、青雲会病院は்くから発෎ٸြを୭౾し対

応に൚たっていましたが、൚੝は࡛ह৘ঔされているような őCœ औなどを院ඤで行う࠿

ことができず、ଇ௸な診断ができませんでした。

しかしながら、Cŕ ௨が見られるとの報࣬׶΋υ΢の感染者にඅಭ的な෹߿औでは新࠿

がໝତの病院から上がっていたことから、༶ৣ線شでは発෎ٸြにြられた患者஠員の

໐ޝ Cŕ औを৘ঔすることで感染者を院ඤに入れないようにକष対ॐの一౤を౜いまし࠿

た。൚শは őőņ のତにࡠりがあったことから、同じ防ࢌ໚や ŏ9Ķ ζス·をة回もঀဥし

ながら࠿औに൚たりました。

őCœ औがଇ௸に৘ঔできるようになった後も、入院をါする患者においては重症ഽ࠿

の確認や薬सൎဓのါ๛を฻断するために Cŕ औはຈါでした。Cŕ࠿ औのषは感染者࠿

が他の患者や職員と୪૘しないようΖȜΣϋΈを行い、また診療༶ৣ線ܿ঍ˎྴにて、感

染者に୪૘する者と Cŕ ௡౾をௌैする者とに分かれて対応するなどして感染対ॐに഼め

ました。

΋υ΢病൓の病઄ତが Ĵĳ ઄までڐఱしたশには入院শのޝ໐࠿औもອ回に行ͩれまし

た。また、患者がݢ་したषには、εȜタήσ௡౾をঀい΋υ΢病൓にてτϋΠΊϋをज़

日に行ͩれたこともありましたݝやۼऔはশには࿡࠿することもありました。これらのג

が、༶ৣ線شスタッフ஠員が協力しながら、患者のため、感染ڐఱ防গのためにުྩをଛ

行していたと思います。

௡౾の新ܰ൵入もありました。ĳıĳ1 ා˕࠮にはݢݣ৒に Ĺı Ⴅの Cŕ ௡౾が൵入され、

よりْࣞ質のْ௨をౣশۼで೹ރできるようになりました。さらに、ĳıĳĳ ා 1ı には࠮

COVID-19 ෹ْ׶௨解ଢ଼ΕフΠが൵入され、Cŕْ௨の解ଢ଼がخෝになりました。

の研ਘ会や学会にも積極的に参加しました。ྮോ・Ֆၻ౷֖の研ਘ会が΂ϋρͼٸඤࡇ

ϋで行ͩれたषには、൚院における感染者の Cŕ ज़גの流れや日ࣼの感染対ॐに̾いて発
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ˍȅௗ࢛చ؊

院ඤの感染対ॐとして、௙ྩهの協力を得てୃ࿂࡚関の໓ੰ৒にζス·಍ဥ、発෎か̶

症ેの方͒のմඤۭโ、΍ȜκΈρフͻȜの୭౾、਋ັ΃;ϋタȜに൫明な΃ȜΞϋを୭

౾するなど様々な対ॐを行ってきました。また、਋診されるすべての方͒か̶症ેがྫい

か୊ڥけによる確認を৘ঔしています。発෎か̶症ેがある方は、発෎ٸြをմඤするか、

院ඤでの਋診がخෝかٸြとႲࠈを取り対応しています。

ˎȅอ෎̶̥છે外ြ

新しく୺ဥの࿚診ຘをै଼し、਋ັから会ࠗまでの流れをةഽもٸြと௖談しました。

感染のάȜ·শには、ˍ日 ĳıı い患者の਋ັからࠗॳまで行いました。ྀ日のよう߃࠯

に༗࠲ਫ਼から࠿औջှがあり、発෎ٸြに関するഩდも多く、೒常ުྩがあるなか他໐੤

の協力を得てުྩをਞͩらせてܦる日々でした。ڎ෨ごとに感染ڐఱを߫り༐し、職員の

໅౜もఱきくなったև、発෎か̶症ેٸြの਋ັশۼや૽ତଷࡠを୭けました。

ˏȅ૧߿΋υ΢ພ൓

回໘ܢ病൓の一໐を COVID19 病઄とし、႓გˏාː࠮ 1Ķ 日に੝回入院患者を਋けま

した。感染ڐఱにより対応病઄も௩え、άȜ·শは Ĵĳ ઄で対応し、ۭࢌ঍とةഽもდし

ࣣい対応方法をອ้に་ࢵしながら入院からప院までの流れを࢘ၚ化しました。ॳ定方法

の確認や࢖๯૭୏、༗࠲ਫ਼・߃ႋ病院とのഩდ対応など、ުྩは௩え௽け、医事ه஠体が

非常にఱ་なેޙの中、病൓౜൚者を௩やしةとか乗り୨りました。࡛हも様々なΉȜス

がありますが、関係໐者とႲࠈしႉ機応་に対応しています。

ːȅ૧߿΋υ΢χ·Ιϋ୪ਅ

予࿩方法をࠨめるところからইまりました。ോඤ院ಿ、௙ྩهのזനهಿと共同してഩ

დだけではなくͼϋタȜΥッΠによる ĳĵ শۼ਋ັخෝなΏスΞθを൵入しました。లˍ

回目の୪ਅ予࿩ٳইশはഩდ回線がࠒがらない、ͼϋタȜΥッΠ予࿩方法が分からないと

情も多く、予࿩౜൚者もఱ་๦໺しました。࡛हは˒回目のχ·Ιϋ୪ਅがইまっておߎ

り、୪ਅ者も流れを理解しスθȜΒに予࿩対応が੄ြていますȪಕχ·Ιϋ予࿩はすでに

ਞၭしています。ȫ

ˑȅഩდठ૷

ྕ଻৖患を有する定ܢ਋診者のഩდठ診のႉশ的ந౾は႓გˎාː࠮ˎ日からٳইして

႓გˑා˓࠮ Ĵ1 日でਞၭしました。病院਋診による感染ςス·をࡘࠚするևのந౾で、

新߿΋υ΢発୆൚শはඅにࣞႢ者の方が多く၌ဥしました。病院਋診にະհを感じる方に

̾いては、院ඤの感染対ॐはしっかりとしているので、հ૤して਋診してئさいとմඤを

しました。

୒׌会΋υ΢͈ܱ჏

ςΧΫςΞȜΏοϋ໐　૱　ု֚

ĳıĳı ාː࠮ 1ķ 日஠࣭ݢ޽事ఠ୹࡞が発႓されました、ံ日にはՖၻঌ੝の

COVID-19 ု଻者が൚院で診断された事を਋け COVID-19 に対する༓ޑ会を໐ඤで行い

ました。新߿΋υ΢;ͻσスの事など知りもしなかったև、一から಺べ感染経Ⴙやୄ௉の

ॽ方、őőņ の਀ਜ਼やًݲのΩϋΟηッ·のતٚをしました。職員のະհの解કや医療従
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事者として੄ြる事の確認をしました。院ඤ感染症対ॐとして入院患者とٸြ患者の治療

ાਫ਼を分けて行いました。ςΧΫςΞȜΏοϋ৒がˍ̾しかなかったև、ڎ病൓঍ಿとდ

しࣣい、病൓γȜσに治療రを౾きΖȜΣϋΈを行いました。回໘ܢςΧΫςΞȜΏοϋ

病൓ではγȜσの͙では対応しきれなかったև、ρ;ϋΐを治療ાਫ਼としました。ࡓ々の

ςΧΫςΞȜΏοϋ৒はٸြ患者୺ဥとしました。ٸြ患者͒は自૸のࢫ࠲ΙͿッ·と感

染対ॐのև、΃τϋΘȜタͼίの体أΙͿッ·表を෻り感染予防に഼めました。

ςΧΫςΞȜΏοϋは患者とのݻၗが߃い事や୪૘শۼがಿいことから感染ςス·がࣞ

いです。̷こで患者ٚ入শにはζス·に加えてΌȜΈσ、਀నの௡಍を行い治療にあたり

ました。また、治療ਞၭのഽにͺσ΋Ȝσによるୄ௉、ܬ୯を࿚ͩず換ܨを行いました。

ĳıĳĳ ාˍ࠮からは΋υ΢病൓入院患者の௩加を਋け、ୄ௉ैުの਀ഥい、ˎ࠮からは׋

൲療法・૙事ٚ入をٳইしました。࿂会ଷࡠにฺいະհをஶえる患者さんやز௼の୊を多

くীにしました。̷こでタήτッΠをࣔ入してೀき ōIŏņ をঀいςκȜΠ࿂会をٳইしま

した。患者さんから͍ܔの୊やز௼から今のෝ力がͩかりհ૤した、これならႲれてܦる

事が੄ြるなどప院঑׳にも࣓ࡃしました。

ĳıĳĳ ාˎ࠮より回໘ܢςΧΫςΞȜΏοϋ病൓を໾ङし、ˍフυͺすべてが΋υ΢病

൓となり、同ා 1ı がྫくなっܢςΧΫςΞȜΏοϋ病൓に࿗りました。回໘ܢに回໘࠮

たことによりࢵなるప院঑׳のޑ化、ςΧΫςΞȜΏοϋの質の向上をݥめられました。

これもၻい経験となりました。

ĳıĳĳ ාˍ࠮よりݰ೒ਫ਼ςΧΫςΞȜΏοϋフυͺをలˎςΧΫςΞȜΏοϋ৒として

で治療をしていたためとてもありがたかったです。ςۼߗられたࡠဥしました。病൓の׋

ΧΫςΞȜΏοϋոٸのުྩとして、ٸြ体أ௶定ည൵係、χ·Ιϋ୪ਅ਋ັ・ည൵・会

ા୭א・୪ਅ༞੩、発෎ٸြಛ৬ાည൵係、ςΧΫςΞȜΏοϋ৒でのχ·Ιϋ୪ਅ・入

院մඤのાਫ਼の೹ރなどを行いました。

発෎ٸြ໭൰ܱ

อ෎外ြ౜൚ۭࢌ঍　଎঍ġဇࣝၖ　ġୌġζ΅ঊġ　川ഞġংġ　田ಎġ̥ͤ͠

਀ౝりでইまった΋υ΢対応でした。最੝はݢݣ入り࢛を໓ੰ৒とし໓৯症ેのある患

者の対応を৬ఞ機でおܐいしていました。౲々と患者は௩え、ݢݣ৬เ入࢛からୃ࿂࡚関

まで৬は໼んでいました。

̷のࣼは༗ࡏબをဖかりͺσ΋Ȝσでકඉし医事͒ه਋ັջှし、ඤ໚も院ඤ薬ޫで಺

स。会ࠗもお߄をဖかり、お߄も࿚診表もͺσ΋Ȝσでકඉしていました。

౲々とজోも知ࠃが̾き、ٸြಛ৬ાのࢩいスβȜスをڰဥしてίτΧήを୭౾、患者

はίτΧήਔ༏のಛ৬ાで৬をগめ、২ඤでఞ機。༗ࡏબはৢ真をΥッΠ೒信で医事͒ه

௣り਋ັ、薬もຈါ最೩ࡠの薬をίτΧή͒౾き、̷のાでΘήσΙͿッ·し患者͒ളし

会ࠗは後日。とてもスθȜΒになりました。͙んながະհの中いろいろな໐੤が協力し、

病院஠体が一̾となっているのを感じました

まだྲは઀学୆で、ૢるときはز௼ː૽୼のলでૢていましたが、΋υ΢対応をইめて

一੣にૢることがະհで一૽Εフ͹Ȝでૢていました。ྲから「お༦さん一੣にૢてよ」

とͩ࡞れ、「ごめん。我ྕして」とおܐいしていました。「学ࢷでঊރたちがなにかͩ࡞れ
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ˍȅௗ࢛చ؊

院ඤの感染対ॐとして、௙ྩهの協力を得てୃ࿂࡚関の໓ੰ৒にζス·಍ဥ、発෎か̶

症ેの方͒のմඤۭโ、΍ȜκΈρフͻȜの୭౾、਋ັ΃;ϋタȜに൫明な΃ȜΞϋを୭

౾するなど様々な対ॐを行ってきました。また、਋診されるすべての方͒か̶症ેがྫい

か୊ڥけによる確認を৘ঔしています。発෎か̶症ેがある方は、発෎ٸြをմඤするか、

院ඤでの਋診がخෝかٸြとႲࠈを取り対応しています。

ˎȅอ෎̶̥છે外ြ

新しく୺ဥの࿚診ຘをै଼し、਋ັから会ࠗまでの流れをةഽもٸြと௖談しました。

感染のάȜ·শには、ˍ日 ĳıı い患者の਋ັからࠗॳまで行いました。ྀ日のよう߃࠯

に༗࠲ਫ਼から࠿औջှがあり、発෎ٸြに関するഩდも多く、೒常ުྩがあるなか他໐੤

の協力を得てުྩをਞͩらせてܦる日々でした。ڎ෨ごとに感染ڐఱを߫り༐し、職員の

໅౜もఱきくなったև、発෎か̶症ેٸြの਋ັশۼや૽ତଷࡠを୭けました。

ˏȅ૧߿΋υ΢ພ൓

回໘ܢ病൓の一໐を COVID19 病઄とし、႓გˏාː࠮ 1Ķ 日に੝回入院患者を਋けま

した。感染ڐఱにより対応病઄も௩え、άȜ·শは Ĵĳ ઄で対応し、ۭࢌ঍とةഽもდし

ࣣい対応方法をອ้に་ࢵしながら入院からప院までの流れを࢘ၚ化しました。ॳ定方法

の確認や࢖๯૭୏、༗࠲ਫ਼・߃ႋ病院とのഩდ対応など、ުྩは௩え௽け、医事ه஠体が

非常にఱ་なેޙの中、病൓౜൚者を௩やしةとか乗り୨りました。࡛हも様々なΉȜス

がありますが、関係໐者とႲࠈしႉ機応་に対応しています。

ːȅ૧߿΋υ΢χ·Ιϋ୪ਅ

予࿩方法をࠨめるところからইまりました。ോඤ院ಿ、௙ྩهのזനهಿと共同してഩ

დだけではなくͼϋタȜΥッΠによる ĳĵ শۼ਋ັخෝなΏスΞθを൵入しました。లˍ

回目の୪ਅ予࿩ٳইশはഩდ回線がࠒがらない、ͼϋタȜΥッΠ予࿩方法が分からないと

情も多く、予࿩౜൚者もఱ་๦໺しました。࡛हは˒回目のχ·Ιϋ୪ਅがইまっておߎ

り、୪ਅ者も流れを理解しスθȜΒに予࿩対応が੄ြていますȪಕχ·Ιϋ予࿩はすでに

ਞၭしています。ȫ

ˑȅഩდठ૷

ྕ଻৖患を有する定ܢ਋診者のഩდठ診のႉশ的ந౾は႓გˎාː࠮ˎ日からٳইして

႓გˑා˓࠮ Ĵ1 日でਞၭしました。病院਋診による感染ςス·をࡘࠚするևのந౾で、

新߿΋υ΢発୆൚শはඅにࣞႢ者の方が多く၌ဥしました。病院਋診にະհを感じる方に

̾いては、院ඤの感染対ॐはしっかりとしているので、հ૤して਋診してئさいとմඤを

しました。

୒׌会΋υ΢͈ܱ჏

ςΧΫςΞȜΏοϋ໐　૱　ု֚

ĳıĳı ාː࠮ 1ķ 日஠࣭ݢ޽事ఠ୹࡞が発႓されました、ံ日にはՖၻঌ੝の

COVID-19 ု଻者が൚院で診断された事を਋け COVID-19 に対する༓ޑ会を໐ඤで行い

ました。新߿΋υ΢;ͻσスの事など知りもしなかったև、一から಺べ感染経Ⴙやୄ௉の

ॽ方、őőņ の਀ਜ਼やًݲのΩϋΟηッ·のતٚをしました。職員のະհの解કや医療従
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るのではないか」̷んなະհもありました。Ȫ΋υ΢対応ۭࢌ঍ز௼͒のओ༆などのΣν

Ȝスもありましたȫ有ඳいことにজోのঊރのਔりには̷んなことをする૽はいませんで

した。߃ਫ਼の方が「あなたたちのおかげです。ありがとう。なにかどうしてもしたくて」

とスΩθを঵ってきてくださいました。

༗࠲ਫ਼ջှ・診ख़ܛབ・ྫၳ őCœ ൝患者が௩えたことに対して、他໐੤のۯ理職から

৹いスタッフまで交೒ା理に੟い中ێい中協力をおܐいしました。͍ۦっし͡りで交೒ା

理をしているഷ中で୪ߚの༓ޑ会参加などུ൚にఱ་だったと思います。

・ĳıĳĳį1 ྫၳ őCœがٳইされたときにはঘ͆かと思いました。

・ĳıĳĳį1įĳ1 ྫၳ őCœġĳ1Ĵ ྴġ౲取りが՛いと患者が΅τました。

・ĳİĳ9 ാဟ日ġ฼日ྩ޲なのにܦったのは 1ķĻıı。ঘ͆かと思いました。

・ಱυȜίをٸすなどの੔๵をしていたら、८歩しているおばさんに、「あなたたちがい

てくれてၻかった」と႐ながらに୊をかけてೀきました。

・ಱ発෎ٸြ਋診で৬ఞ機をしていたおじさんが、交೒ା理をしてくれました「֑ۼっ

て໼͐૽がいたから、ା理したから。明日もくるから͇」と࡞ってくれました。

・৬ఞ機なので、ΨッΞςȜ上がりなどの৬の࡬વがち͡こち͡こありました

・まだ୰明をしているのに、ௗをしめて発進していく৬がいました

・ַの日は、ௗをٳけてくれない૽もいました。

・ַの日、χͼΩȜをずっと൲かしている૽がいるので、ַକがΫΏλΫΏλにかかっ

て࠹でした。

・こんなに࠿औをしたのに΋υ΢にはかかりませんでした。

・੟いশܢは、൲ᐇがして΍ϋςΒθを֩んでいました。でも΋υ΢にはかかりません

でした。

औをしていました࠿は੟す̨ました。΃ȜεȜΠ୭౾してもらいΡρͼήスσȜでذ・

が、ち͡うど院ٸ薬ޫの৒ٸ機が෎໓を༶っているાਫ਼でਞͩるころにはܨ分が՛く

てఱ་でした。৒ٸ機の໓よけをษ中໐ಿが୭౾してくださいましたが、̷のせいで

院ٸ薬ޫの΀ͺ΋ϋが࡬વしました。̷のあともいろいろদ行॒ࢋしていただきまし

た。

・向֔୶୆が૤෻して֩ၳକを঵ってきてくださいました。

・஝ఊ჊୶୆が患者から「Ρρ௳ঊ」とͩ࡞れ、ູޔを感じΓ΋θのήΎȜを୭౾しま

した。

・ഩდでのࠫض報࣬もఱ་でした。༗࠲ਫ਼の౲取りの՛さに૦り回されました。

・༗࠲ਫ਼ջှでြた方に「࠿औなんて਋けたくないんだ」とീྺられることも多々あり

ました。

かく୊をأると͙んなܦきたくなることも多々ありましたが、ίτΧήから院ඤにݧ・

かけてくれུ൚にͩݣれました。

・患者さんからの「ありがとう。܎ಫってください」の࡞ဩが力になりました。
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ńńŖ͈̀ࠐͬྩ޲感ே

CCU　ܮྶ　ྖޘଲ

COVID-19 感染が྘װり、൚院でも CCŖ 病൓を୭立し COVID19- 患者を਋け入れる

ことがࠨ定した൚੝より CCŖ でのྩ޲をしてきましたが、ֲもऒも分からないેఠから

スタッフ一丸となって܎ಫってきました。院ඤ感染をܳこしてはならない・ݢ་がい̾ܳ

こるかͩからない・۝れない防ࢌ໚・ྺり௽けるκΣタȜإと śOOŎ い̾ြるかͩ・إ

からない༗࠲ਫ਼からのഩდ൝にޓえながら日々୽々ޔ々としてުྩに൚たっていました。

࿡޲でも日޲でもະհが常にັきまとい、ྨبも取れず、ॼުが௽き、͙ݝの日もྩ޲日

に་ࢵになったりしました。一ഽ防ࢌ໚を಍るとなかなかτッΡΖȜϋから੄られず、ة

শۼもΠͼτに行けず、֩まず૙ͩずのેఠでുれ̷うになっていました。

ུ൚にఱ་でしたが、CCŖからの院ඤ感染はܳきずၻかったと思います。

ńńŖ͈ྩ޲感ே

CCU　ࡓߨ　ဇ๼ঊ

জ自૸も΋υ΢に感染しγΞσでの療ူを 1ĳ 日ۼ経験しました。防ࢌ໚を಍た職員が

自఺ஜまでࠞえにြて、˔૽ぐらい乗れる৬でঌඤまでႲれて行ってくれたのですが・・・。

৬の中は丸見え、防ࢌ໚をきた૽の後໐ज୘に乗৬している૽に対して、೒りすがりの૽

からは明らかに「あの૽たちはة者ȉどこ͒׋ばれていくのȉ」̷んな͏うに思った૽は

いたと思います。̷んなΡ΢Ρ΢ેఠでγΞσ͒行った経験は一୆の中ˍ回でいいと思い

ました。

΋υ΢病൓でྩ޲してུ൚にき̾かったです。ٸြから入院ջှがあり、入院してેఠ

が՛くなりˑশۼでཌくなる患者、฼ාո上入院していた患者、ܕݟࡤঀဥの患者、஠໐

͌とりで฻断し応׳を͍ࡤ対応することはとても૤ळいでした。΋υ΢病൓でྩ޲する૽

にしか̷んなܨ঵ちは理解してもらえないと思っています。「අ༆に਀൚てもらっていい

͇・・・」こんな࡞ဩもীにしました。๟しいです。防ࢌ໚を಍てˑশۼո上੟い中൲い

て͙てئさい。Πͼτに行きたくても行けず我ྕができますか。൚ೄも śOOŎ とにらめ

っこ、κΣタȜۯ理で一ଗもできない事も多々ありました。一૽で฻断することも多く、

ະհでしかありませんでした。しかし、઀మ৒ಿは࿡ۼやಱ方でもഩდするとすぐにߐけ

̾けてくださり、জోのフ΁υȜをしてくださいました。あのとき一૽でະհなশ、૰が

ြたȊུ൚にありがとうございました。

΋υ΢ພ൓̱ͬ̀ࡑࠐ

ːٴພ൓　࿐ئ　ཻ๼

জは΋υ΢が流行したশܢに少しだけ応͒׳行きました。一๊病൓とは֑い防ࢌ໚での

患者さん対応やˍ日にˑȡ˒૽入院する事もありࠆݝも取れずにশۼだけがً̨ていきあ

ͩただしく൱いた事を思い੄します。また、患者さんの最ܢに立ち会ͩせてもらったশ、

にも立ち会えずۣの上から見るの͙で、とても৺しい思いがしました。今は۱ܢ௼は最ز
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るのではないか」̷んなະհもありました。Ȫ΋υ΢対応ۭࢌ঍ز௼͒のओ༆などのΣν

Ȝスもありましたȫ有ඳいことにজోのঊރのਔりには̷んなことをする૽はいませんで

した。߃ਫ਼の方が「あなたたちのおかげです。ありがとう。なにかどうしてもしたくて」

とスΩθを঵ってきてくださいました。

༗࠲ਫ਼ջှ・診ख़ܛབ・ྫၳ őCœ ൝患者が௩えたことに対して、他໐੤のۯ理職から

৹いスタッフまで交೒ା理に੟い中ێい中協力をおܐいしました。͍ۦっし͡りで交೒ା

理をしているഷ中で୪ߚの༓ޑ会参加などུ൚にఱ་だったと思います。

・ĳıĳĳį1 ྫၳ őCœがٳইされたときにはঘ͆かと思いました。

・ĳıĳĳį1įĳ1 ྫၳ őCœġĳ1Ĵ ྴġ౲取りが՛いと患者が΅τました。

・ĳİĳ9 ാဟ日ġ฼日ྩ޲なのにܦったのは 1ķĻıı。ঘ͆かと思いました。

・ಱυȜίをٸすなどの੔๵をしていたら、८歩しているおばさんに、「あなたたちがい

てくれてၻかった」と႐ながらに୊をかけてೀきました。

・ಱ発෎ٸြ਋診で৬ఞ機をしていたおじさんが、交೒ା理をしてくれました「֑ۼっ

て໼͐૽がいたから、ା理したから。明日もくるから͇」と࡞ってくれました。

・৬ఞ機なので、ΨッΞςȜ上がりなどの৬の࡬વがち͡こち͡こありました

・まだ୰明をしているのに、ௗをしめて発進していく৬がいました

・ַの日は、ௗをٳけてくれない૽もいました。

・ַの日、χͼΩȜをずっと൲かしている૽がいるので、ַକがΫΏλΫΏλにかかっ

て࠹でした。

・こんなに࠿औをしたのに΋υ΢にはかかりませんでした。

・੟いশܢは、൲ᐇがして΍ϋςΒθを֩んでいました。でも΋υ΢にはかかりません

でした。

औをしていました࠿は੟す̨ました。΃ȜεȜΠ୭౾してもらいΡρͼήスσȜでذ・

が、ち͡うど院ٸ薬ޫの৒ٸ機が෎໓を༶っているાਫ਼でਞͩるころにはܨ分が՛く

てఱ་でした。৒ٸ機の໓よけをษ中໐ಿが୭౾してくださいましたが、̷のせいで

院ٸ薬ޫの΀ͺ΋ϋが࡬વしました。̷のあともいろいろদ行॒ࢋしていただきまし

た。

・向֔୶୆が૤෻して֩ၳକを঵ってきてくださいました。

・஝ఊ჊୶୆が患者から「Ρρ௳ঊ」とͩ࡞れ、ູޔを感じΓ΋θのήΎȜを୭౾しま

した。

・ഩდでのࠫض報࣬もఱ་でした。༗࠲ਫ਼の౲取りの՛さに૦り回されました。

・༗࠲ਫ਼ջှでြた方に「࠿औなんて਋けたくないんだ」とീྺられることも多々あり

ました。

かく୊をأると͙んなܦきたくなることも多々ありましたが、ίτΧήから院ඤにݧ・

かけてくれུ൚にͩݣれました。

・患者さんからの「ありがとう。܎ಫってください」の࡞ဩが力になりました。
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გされ΋υ΢もͼϋフσ΀ϋΎと་ͩらない対応に少しず̾་ͩってきたのでၻかったで

す。

΋υ΢̜̀̽͜ͅؼॽম̦ু໦̳̩ͬͥޑ

CCU　川Ⴙ　࿻ঊ

΋υ΢病൓˔઄ ĳıĳ1įġĳ え੥き੄しࣉから੔๵がইまりました。ຈါな໤を一̾一̾࠮

ު者とのやりとりがইまりました。自分たちの൲きにࣣったΖȜΣϋΈ、໤຦の෻౾をࣉ

え˔઄と΢ȜススΞȜΏοϋが੄ြ上がりました。入院մඤ、入院の流れ、ز௼の方͒の

մඤ、一日の流れ、ప院の流れ、؄染ςΥϋなど̷の他にもତ多くのζΣνͺσをै଼し

ました。৘ष患者さんが入院してきてからࣉえさせられること̿ܨかされることも多くあ

りଟশζΣνͺσのਘୃはしてきました。

入院਋け入れஜのΏηντȜΏοϋはఱ་޽ಫしたことをژえております。੝日、တ方

ຳິでˎ૽の患者さんが入院してきました。஠૸防ࢌしていますが患者さんに̿߃く、૘

れることにູޔ૤と޽ಫ感があったこともޑくژえています。感染ڞၗによるୈ૰的ߎ೑

を取りੰくために、患者さんのஶえには߹ಶし、フͿͼスΏȜσΡで目だけしか見えない

জたちですので、ઢ܏で࿹しく、思いやりのあるఠഽで୪することを૤ڥけました。

জたちが体で感じ、最後までఱ་と感じたことは、ӱ真ذの防ࢌ໚಍ဥশの࿊Ⴇな੟さ、

Ӳ਀నˎȡˏཿ಍ဥしているのでनࠬのし̿らさ、ӳフͿͼスΏȜσΡ಍ဥশ、࢕の฽ৣ

とචりでの見̿らさ、Ӵ ŏ9Ķ ζス·をτッΡΖȜϋඤでˏȡˑশۼ௽けて಍ဥしている

শの、ࣾݟࡤඳとକ分༞ݯができないことなど、一๊病൓では経験できないことで、͕ん

とうに貴重な経験をさせていただきました。

΋υ΢ພ൓́൱̞͙̀̀এ̹̭̽͂

CCU　ఱୌ　̪͙͛

いままで経験したことのなかった感染症でのۭࢌを経験させてもらい、とても༓ޑさせ

ていただきました。

΋υ΢の情報がΞτΫで報ൽされていたため、患者・ز௼はڞၗをすることの重ါ଻は

スθȜΒに਋け入れてもらえてとても੩かりました。患者がཌくなられたশに、ز௼が体

に૘れられないশはૹ̷うで૭し࿫ないܨ঵ちになりました。΋υ΢病൓を立ち上げた൚

੝は、ةもͩからないેఠでスタȜΠしましたが、一̾一͙̾んなで࿚ఴを解ࠨし、ͩか

らないことはޗえあって、少ない૽ତでしたがやりがいのあるॽ事ができたと思いました。

やはり、一๔ఱ་だったことは、ذの੟い中で防ࢌ໚をةশۼも಍たまま、体は͍ۦっ

し͡りでもτッΡΖȜϋから੄れないことでした。༗႖सをັけていても஠くض࢘はあり

ませんでした。ଲۼでは、΋υ΢病൓で൱いていることがばれると׿ࠉされると報ൽされ

たりしていたので、౗にも࡞えませんでした。でも、このような経験はめったに੄ြない

ので、いい༓ޑになったと思いました。
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΋υ΢ພ൓́൱̞̀感̲̹̭͂

ˑٴພ൓　݌ז　ഓ࿟

病൓で൱き、΋υ΢感染したことで਀ഥいとしてˑȡ˒回೾ഽ਀ഥいに行かٴ々はːࡓ

せてೀきました。はじめに਀ഥいにいって感じたことはުྩのً࣯さとスタッフの๦Ⴛ感、

̷して病൓のߛまで௉ੰが行きඑいていなかったことです。੟さとުྩً多・૽員ະ௷の

中、܎ಫってくれていたスタッフがすごいと感じるとともに、自分ができる事をౝし少し

でも、病൓の力になることが੄ြればと思いました。̷れまで感染ۯ理をしっかりするު

ྩの経験はなく、一からޗえて࿙いながらのॽ事となり、૗々学ばせていただきました。

自分はশ୬しか൱くことがないので、૸体を൲かすことを意識して、病൓ඤの௉ੰや患者

さんのΉͺ൝行っていきました。他のスタッフの൲きを見て、感染をܨにしながら、࠿औ・

入ప院・日ࣼのΉͺ൝行っていくことのఱ་さを感じました。また病൓をैっていくとい

う۷തから、໤຦であったり、Όηの෱ܤ方法であったり、一๊病൓とは֑うところもた

くさんあり、̷れらの体ଷをାえることのඳしさを感じ、しかし̷の体ଷを்くしっかり

ାえていくことで、࡛ાで൱くスタッフのުྩၾࡘࠚ・൱きやすさにࠒがっていくような

。がしましたܨ

΋υ΢ພ൓́൱̞̀এ̹̽ম

ːٴພ൓　॥ോ　Քၐ

΋υ΢病൓でྩ޲をしていて一๊病൓とは֑い、思うようなۭࢌが੄ြないΐτϋζを

を௡಍している患者・認知症の患者などさまざܕݟࡤ・く感じました。ૢたきりの患者ޑ

まな患者さんが入院する中、Ψͼタσ΍ͼϋ௶定・病൓ඤୄ௉・࢛࣌Ήͺ・ෳᘩٚ੩など

の日常୆ڰのΉͺを行ってきました。一๊病൓とは֑いۭྩުࢌだけでなく患者さんの஠

てのۭࢌΉͺを行うև、防ࢌ໚を಍てैުするのは೒常のˎ෼のশۼがかかるև、患者さ

んとの関ͩりもஃく思うようにۭࢌを೹ރすることが੄ြない事が多かったです。また、

ਞྎܢのز௼に対し一๊病൓では൚たりஜに行っていた࿂会・਀を՜って୊ڥけを行うな

どのز௼とのশۼを感染対ॐなどの理ဇで੄ြない事のྫ力さ、٣しさを感じました。̷

れらを൩まえ、ௗ越し࿂会・őŉŔ をঀဥして୊をಶくなどޱかではありますが「΋υ΢

で会えないと思っていました。最後に܏を見ることができてၻかった」とز௼から୊をڥ

けてもらえたশはすごくうれしかったです。患者さんの経ًが١方に向かう事でۭࢌのや

りがいを感じた事も多々ありました。΋υ΢病൓で学んだ感染対ॐを今後のުྩでもいか

していきます。

΋υ΢ພ൓̱ͬ̀ࡑࠐ

ːٴພ൓　५࢛　ླྀႈ

Ⴒ日ΣνȜスで報じられະհの中、ֲऒも分からず目のஜのުྩをこなす日々でした。

感染者はগめどなく௩えていき、૽員も໤຦も௷りずスタッフ஠員が๦໺していたশもあ

りました。感染άȜ·ܢは、൫ଢ଼、࣌ޝΡτϋ、中૤୓ྤ΃ΞȜΞσ、૽ܕݟࡤࢥ൝ྀ日
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ので、いい༓ޑになったと思いました。
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のように医療ੜ౾がされているેޙ。ૢたきりがఱ฼を୸め、֍ឝ Ʀ 経ူוۯ、ෳᘩ交換、

ができࢌ௼Ήͺもᅄならない。思うようなۭز体պ་換などのΉͺに೏ͩれ、また、֨ݟ

ない、ా५のΐτϋζにߎし͙ました。̷の฽࿂、ਞྎࢌۭܢのहり方をࣉえさせられる

機会となり、スタッフ同আでా५の意見交換をし、最઀ࡠではありましたがز௼が患者に、

̷してজోがز௼にܙりഞえるۭࢌができたと思います。൚スタッフ、౜൚医঍はじめ、

他໐੤の理解や΍εȜΠがあり貴重な経験をさせてೀけたこと感৫しております。

୒׌会΋υ΢͈ܴ୥ġȡġ൫ଢ଼৒༎ġȡ

൫ଢ଼৒　൥ॄ　ࢤਝ

႓გˎාˏ࠮に新߿΋υ΢感染が日ུ࣭ඤで確認され、੊くۼに感染者がݢ௩し日ུ࣭

ඤがఱई၄にۿりました。΋υ΢感染を防ぐためには、ྟ৒、ྟ಍、ྟ໾の२ྟをさける

ことが重ါとされていましたが、൫ଢ଼治療はୃに२ྟのેఠでの治療となり、い̾ةশ感

染者がでて、ယօに·ρスタȜとなることが࠼ැされました。ࢨいにも新߿΋υ΢感染ల

ˍ෨では൚院の൫ଢ଼患者には感染者はいませんでしたが、஠࣭の൫ଢ଼患者では感染者がい

たと確認されました。̷のশതでは൫ଢ଼患者の新߿΋υ΢感染がでたાࣣの対応はະ明で

したので、༗࠲ਫ਼͒確認したところ、感染者の਋け入れを表明した൫ଢ଼ঔ୭͒൫ଢ଼をջှ

するとの༐答でした。

新߿΋υ΢感染లˍ෨ਞ௳後のలˎ෨ոࣛは஠࣭の感染者がบ発的に௩え、๤႕して൫

ଢ଼患者の感染者もఱ໙に௩加し、Ֆၻ・ྮോ医療࠷での新߿΋υ΢感染൫ଢ଼患者の਋け入

れ୶がະ௷していたため、൚院͒༗࠲ਫ਼より਋け入れできないかとါ୏がありました。൚

শ൚院で新߿΋υ΢感染൫ଢ଼患者はいませんでした。জ自૸、൚院൫ଢ଼৒で感染者が੄な

いように対応するのがୈ一෵のેޙで非常にࣾთしました。しかし、院ಿからՖၻ・ྮോ

医療࠷のために਋け入れができないかとठഽါ୏があり、青雲会のུܖ理ැである「ةか

ଲのև૽のև」のもとに、਋け入れのための੔๵に取りڥかりました。

情報ਓਬのため、ոஜ΋υ΢ု଻൫ଢ଼患者の਋け入れを行っていた৅঱ോࡇඤの病院͒

࿚いࣣͩせしたところ、΋υ΢ု଻者は感染ڐఱを防ぐために、΋υ΢୺ဥ病൓にڞၗし、

൫ଢ଼のևに൫ଢ଼৒͒֊൲することは、感染ڐఱのςス·があるため、΋υ΢୺ဥ病൓ඤで

൫ଢ଼を৘ঔしていたとの情報でした。൚院でも΋υ΢ု଻患者の֊൲はςス·がࣞいの

で、΋υ΢病൓Ȫոئ CCŖȫඤでの൫ଢ଼がབましいと฻断し࠿൦しました。൫ଢ଼は多ၾ

のକの確༗がຈါະࠧخであり、CCŖでは多ၾのକの確༗はࣾඳです。̷ こで࠿൦のࠫض、

କをຈါとしないࠬס૆化療法の঵௽的ࠬס൫ଢ଼ᚹً法Ȫոئ CŉDŇȫを஖఼しました。

しかし CŉDŇ ৘ঔに൚たりࠬס൫ଢ଼Ȫոئ ŉDȫに๤べてඉளのੰݲၚがႦること、൚

院ではজを܄めˎྴしか৘ঔ経験がなく、ζϋΩχȜにະհがありました。ඉளのੰݲに

̾いては൫ଢ଼౜൚医と࠿൦しڞၗۼܢ中のۼなら࿚ఴないと฻断、ζϋΩχȜ的には൚࿂

ˎྴ体ଷで行うとし、理事ಿ、院ಿのઇ認を得て୺ဥ機ܕ、୺ဥ໤຦をఁえて、႓გːා

˒ਫ਼͒එけました。਋け入れ表明後から႓გ࠲に΋υ΢ု଻൫ଢ଼患者の਋け入れを༗࠮ˏ

ාˏྎ࠮まで他൫ଢ଼ঔ୭から 1ıྴ、൚院患者˕ྴ、ࠗ 19ྴȪCŉDŇȇ1Ĺ ྴ、ŉDȇ̱ ྴȫ

の΋υ΢ု଻൫ଢ଼患者のࠬס૆化を৘ঔしました。

৘षの CCŖ での CŉDŇ ৘ঔでは、防ࢌ໚を಍ဥし੔๵から治療、治療中の患者۷ख़、
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後༌ັけまで一૽で行い、防ࢌ໚಍ဥশの੟さ、ΏȜσΡのචりでণٮが՛く機ܕのௌै

のະ༒、ةかあったાࣣに他のスタッフからフ΁υȜが਋けられない、治療中は常に۬ণ

がຈါでၗれることが੄ြない൝の重գで、ఱきな໅౜となりました。૽ࡢ໅౜をࡘࠚす

るために、൚੝ˎྴでの治療体ଷでしたが、新たにˎྴのႉ઄ࢥ学ܿআを֗ޗしːྴ体ଷ

として૽ࡢ໅౜をࡘࠚすることができました。また႓გˑාに日ུ൫ଢ଼医会からࠚ症の΋

υ΢ု଻൫ଢ଼患者は自ঔ୭で治療を行うようにとの΄ͼΡρͼϋがাされ、他ঔ୭の΋υ

΢ု଻൫ଢ଼患者の਋け入れါ୏はなくなりました。また႓გ˒ාには৅঱ോࡇの新߿΋υ

΢感染フͿȜΒがˌとなり൚院でも CCŖ が෱গとなり、入院শは CŉDŇ の༗ࡏ୏ݥが

੄ြなくなりました。̷こで、႓გ˒ාˎ࠮より൫ଢ଼৒でڞۼߗၗ、শڞۼၗをして ŉD

を行うようにしました。৘षに൫ଢ଼৒での৘ঔにあたり日ུ൫ଢ଼医会からの΋υ΢対応΄

ͼΡρͼϋを参ࣉに੔๵をାえ、ˍྴの΋υ΢ု଻൫ଢ଼患者の ŉD を࿚ఴなく৘ঔでき

ました。

Ֆၻ・ྮോ医療࠷の΋υ΢ု଻൫ଢ଼患者の਋け入れを行ったことで、患者を਋け入れた

൫ଢ଼ঔ୭のスタッフからೄ୪感৫の࡞ဩをೀき、౷֖医療に࣓ࡃできたのではないかとࣉ

えております。また൫ଢ଼৒においては、感染防গ対ॐとして൫ଢ଼患者のࢫ࠲ΙͿッ·表を

ै଼し、ྀ 日のેࢫ࠲ఠの確認、治療中のশྀۼの換ܨ、۪ 。のકඉୄ௉をഔೲしましたޏ

ౙ発的に൫ଢ଼スタッフ、൫ଢ଼患者で΋υ΢感染者がでましたが、൫ଢ଼৒ඤで·ρスタȜの

発୆を防げたことは、൫ଢ଼スタッフ஠員の഼力のপ໤と思います。しかし新߿΋υ΢対ॐ

にਞͩりはなく今までの経験を൩まえࠑ௽しなければならないとࣉえます。

΋υ΢చ؊ͬ૦ͤ༐̽̀

ْܑ౷֖Ⴒࠈ৒　ஜै࠲　ࡔ

ȡอ෎外ြȆထཡ୪ਅȆأ࠿߸ȡ

஠職員で΋υ΢に立ち向かうܨ঵ちでいましたので、ةかできることはないかと、ಛ৬

ા係͒਀をݷげました。ইまった൚শは、࠿औにもশۼがかかり、ಛ৬ાもఱਸ਼తする中、

患者さんから「まだかȉಁい、い̾までఞたせるのかȉ」൝ߎ情も਋けながらの対応でし

た。̷れと໼行して、΋υ΢χ·Ιϋ予防୪ਅのմඤ係、院ඤにȦ঵ちࣺませないȧևに、

入܁する方͒のأ࠿係も交యଷで行いました。

ȡ΋υ΢ພ൓ȡ

΋υ΢患者の入院を਋け入れる事になり、我々、౷֖Ⴒࠈ৒の役ڬは΋υ΢対応خෝ病

઄を確༗することでした。΋υ΢病઄を˔઄、1ĳ઄、Ĵĳ઄と੭々に確༗する病઄が௩え、

ల˒෨ඏ入শには、Ĵĳ ઄のαッΡを࿩ˍ਩ۼで確༗する事が੄ြました。൚শ入院して

いた患者さんをইめ、߃ႋのঔ୭や医療機関の理解と協力があったから੄ြた事だと思い

ます。႓გːාˍࣼ࠮のల˒෨からは、ࣞႢ者の感染・入院も௩加。ࣞႢ者がڞၗ入院す

ると、認知症の՛化、૸体機ෝの՛化をြたしڞၗ解ੰ日೾をࠞえても、ప院ࣾඳなΉȜ

スも௩えてきました。患者さんを਋け入れるևに、入院ஜの患者さんの情報ਓਬ、ప院঑

௼͒の੥႒ဍ௣対応൝にཱུႾしました。また、他病院、ঔ୭ඤ·ρスز方にいるご׿、׳

タȜでの入院਋け入れါ୏も多く、ķı を಼えるՖၻঌ、ྮോঌ、չऎঌの医療機関やঔ

୭から入院・ప院঑׳を行いました。ঔ୭や医療機関͒のప院಺ାをする中で「もうܦっ
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のように医療ੜ౾がされているેޙ。ૢたきりがఱ฼を୸め、֍ឝ Ʀ 経ူוۯ、ෳᘩ交換、

ができࢌ௼Ήͺもᅄならない。思うようなۭز体պ་換などのΉͺに೏ͩれ、また、֨ݟ

ない、ా५のΐτϋζにߎし͙ました。̷の฽࿂、ਞྎࢌۭܢのहり方をࣉえさせられる

機会となり、スタッフ同আでా५の意見交換をし、最઀ࡠではありましたがز௼が患者に、

̷してজోがز௼にܙりഞえるۭࢌができたと思います。൚スタッフ、౜൚医঍はじめ、

他໐੤の理解や΍εȜΠがあり貴重な経験をさせてೀけたこと感৫しております。

୒׌会΋υ΢͈ܴ୥ġȡġ൫ଢ଼৒༎ġȡ

൫ଢ଼৒　൥ॄ　ࢤਝ

႓გˎාˏ࠮に新߿΋υ΢感染が日ུ࣭ඤで確認され、੊くۼに感染者がݢ௩し日ུ࣭

ඤがఱई၄にۿりました。΋υ΢感染を防ぐためには、ྟ৒、ྟ಍、ྟ໾の२ྟをさける

ことが重ါとされていましたが、൫ଢ଼治療はୃに२ྟのેఠでの治療となり、い̾ةশ感

染者がでて、ယօに·ρスタȜとなることが࠼ැされました。ࢨいにも新߿΋υ΢感染ల

ˍ෨では൚院の൫ଢ଼患者には感染者はいませんでしたが、஠࣭の൫ଢ଼患者では感染者がい

たと確認されました。̷のশതでは൫ଢ଼患者の新߿΋υ΢感染がでたાࣣの対応はະ明で

したので、༗࠲ਫ਼͒確認したところ、感染者の਋け入れを表明した൫ଢ଼ঔ୭͒൫ଢ଼をջှ

するとの༐答でした。

新߿΋υ΢感染లˍ෨ਞ௳後のలˎ෨ոࣛは஠࣭の感染者がบ発的に௩え、๤႕して൫

ଢ଼患者の感染者もఱ໙に௩加し、Ֆၻ・ྮോ医療࠷での新߿΋υ΢感染൫ଢ଼患者の਋け入

れ୶がະ௷していたため、൚院͒༗࠲ਫ਼より਋け入れできないかとါ୏がありました。൚

শ൚院で新߿΋υ΢感染൫ଢ଼患者はいませんでした。জ自૸、൚院൫ଢ଼৒で感染者が੄な

いように対応するのがୈ一෵のેޙで非常にࣾთしました。しかし、院ಿからՖၻ・ྮോ

医療࠷のために਋け入れができないかとठഽါ୏があり、青雲会のུܖ理ැである「ةか

ଲのև૽のև」のもとに、਋け入れのための੔๵に取りڥかりました。

情報ਓਬのため、ոஜ΋υ΢ု଻൫ଢ଼患者の਋け入れを行っていた৅঱ോࡇඤの病院͒

࿚いࣣͩせしたところ、΋υ΢ု଻者は感染ڐఱを防ぐために、΋υ΢୺ဥ病൓にڞၗし、

൫ଢ଼のևに൫ଢ଼৒͒֊൲することは、感染ڐఱのςス·があるため、΋υ΢୺ဥ病൓ඤで

൫ଢ଼を৘ঔしていたとの情報でした。൚院でも΋υ΢ု଻患者の֊൲はςス·がࣞいの

で、΋υ΢病൓Ȫոئ CCŖȫඤでの൫ଢ଼がབましいと฻断し࠿൦しました。൫ଢ଼は多ၾ

のକの確༗がຈါະࠧخであり、CCŖでは多ၾのକの確༗はࣾඳです。̷ こで࠿൦のࠫض、

କをຈါとしないࠬס૆化療法の঵௽的ࠬס൫ଢ଼ᚹً法Ȫոئ CŉDŇȫを஖఼しました。

しかし CŉDŇ ৘ঔに൚たりࠬס൫ଢ଼Ȫոئ ŉDȫに๤べてඉளのੰݲၚがႦること、൚

院ではজを܄めˎྴしか৘ঔ経験がなく、ζϋΩχȜにະհがありました。ඉளのੰݲに

̾いては൫ଢ଼౜൚医と࠿൦しڞၗۼܢ中のۼなら࿚ఴないと฻断、ζϋΩχȜ的には൚࿂

ˎྴ体ଷで行うとし、理事ಿ、院ಿのઇ認を得て୺ဥ機ܕ、୺ဥ໤຦をఁえて、႓გːා

˒ਫ਼͒එけました。਋け入れ表明後から႓გ࠲に΋υ΢ု଻൫ଢ଼患者の਋け入れを༗࠮ˏ

ාˏྎ࠮まで他൫ଢ଼ঔ୭から 1ıྴ、൚院患者˕ྴ、ࠗ 19ྴȪCŉDŇȇ1Ĺ ྴ、ŉDȇ̱ ྴȫ

の΋υ΢ု଻൫ଢ଼患者のࠬס૆化を৘ঔしました。

৘षの CCŖ での CŉDŇ ৘ঔでは、防ࢌ໚を಍ဥし੔๵から治療、治療中の患者۷ख़、
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てြるのですかȉ」「̷の日は਋け入れ੄ြません」「今後ঔ୭での対応は੄ြません」൝

の୊も多々あり、൮をේます日々でした。̷れでもˍ૽൚たりの入院日ତを 1ı 日ஜ後で

ప院΋ϋΠυȜσ੄ြたのは、୶୆方をຊ൮に΋υ΢に従事されてきた院ඤスタッフの࠼

ྵなۭ病のお֮だと感৫しています。

ȡ૦ͤ༐ͤȡ

「青雲会病院はࣾっている૽を੩けるևのழ૕だ」ということで、৅঱ോࡇඤでもˍȄ

ˎ๔目の௸さで、青雲会は΋υ΢対応خෝ医療機関として਀をݷげました。

૦り༐って͙るとോඤ୶୆をຊ൮に青雲会஠体で΋υ΢;ͼσスにಯんでいった࿩ːා

あまりは貴重な経験となったと思いますし、青雲会の౬ࠫ力を感じられるːාۼだったと

思います。我々౷֖Ⴒࠈ৒は診療やಕৣ、࠿औ൝は੄ြませんが、「੄ြることはやろうȊ」

えながら行൲してきました。೒常ުྩを行いながら、೏ࣉと皆で「が੄ြるだろうかة」

加で΋υ΢対応が加ͩることになりましたが、この־中を乗り越えられたのは、໐੤ඤの

ΙȜθχȜ·のၻさと、໐੤ඤ౗一૽৻إをഫかず協力してくれたಏۼのお֮だと思いま

す。改めて感৫したいと思います。

֓঍মྩैު༞੩৪̱͈͂̀΋υ΢చ؊

֓঍মྩैު༞੩　५神　૯ܮঊ

COVID-19 患者の診療にあたる医঍͒、ոئの༞੩をさせていただきました。

ӱġ発෎ٸြ患者の診療჏入力

ӲġCCŖ入院予定患者の予࿩、患者情報の入力、ప院শ΍ζςȜなど

ӳġŉņœ-ŔŚŔ ഴ჏Ȫ༗࠲ਫ਼͒のඑけ੄様৆ȫ

Ӵġාྎ・ාইȁ発෎ٸြの診療༞੩

ӵġ療ူબ明੥などの診断੥ै଼

Ӷġ職員感染者の情報ۯ理

発෎ٸြは、άȜ·শは ĳıı ྴを಼え、̷の診療჏入力や、CCŖ 入院患者予࿩、ప院

শの΍ζςȜなど対応しました。ŉņœ-ŔŚŔ ഴ჏は、਱ତࣜ目ո上の入力があり、患者の

ྴஜやႲ၁୶に֑ۼいがないかΘήσΙͿッ·を行いながらのഴ჏、また、療ူબ明੥な

どの診断੥ै଼などˍ日の฼分は΋υ΢対応に೏ͩれ、ު ྩশۼを಼える日もありました。

しかし、今回の経験でڎ々の立ちպ౾で୺࿝職とし、目ດを見̾け、自ၙを௯す機会にな

りました。また、ඳօഽのࣞいॽ事に取りழ͚ことでやりがいを感じました。スタッフ஠

員のܨ঵ちが一౿し、職ྩྖ௷̾ながる貴重な経験ができたと思います。

今回のުྩに̾いてお୊かけいただいた୶୆方に感৫૭し上げます。

΋υ΢ˏාܱ͈ۼ჏

ঊܮၑ໐　川࿤　Տۯူו

႓გːාˍ࠮ 11 日から CįCįŖ 病൓ ĩ ˔઄ Ī 、をঀဥしܕইとなり、૙事はΟͻスε૙ٳ

෻ணは回໘ܢ病൓の෻ண৬に一੣に乗せることになりました。なるべくأかいેఠで೹ރ

できるように、ܱئのσȜσを定め、෻ணೄஜにݑめࣺ͙ैުを஠員で行っていました。
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࠮ˍ ĳĸ 日より෻ண৬を੄すਜ਼๔が་ͩりまし

た。理ဇとしては CįCįŖ スタッフの੄入りをࡘら

すため、ಓ૙はːٴ病൓スタッフ、တ૙はˑٴ病

൓スタッフが෻ண৬を取りにြるためです。ˎ࠮

˕日からはಱ૙の෻ணをςΧΫς職員が行うなど

職員஠員がCįCįŖを΍εȜΠしていたと思います。

̷のころからːٴ・ˑٴ病൓でも職員、患者とも

に΋υ΢感染者が੄ていました。ۯူו理໐職員には「院ඤにはྫ症ેの感染者がいると

想定して行൲してください」と୊ڥけを行い਱分に感染対ॐしていました。̷の後いく̾

かの感染の෨は乗り越えましたが、̾いに˔࠮˒日、ۯ理ူוআ、ူוআのˎྴが感染し

ました。̷の後も஄૆職員、಺理঍とষ々に感染しました。˔࠮ 1ĳ 日には૙ܕ஄૆が੄

ြないેޙとなり஠員Οͻスε૙ܕとなりました。青雲௝でも·ρスタȜが発୆し、˔࠮

ˏ日からは CįCįŖ と青雲௝ˍ病൓がすべてΟͻスε૙ܕとなっていましたが、૽਀ະ௷

の中、ྀ૙ 1ıı ૙ո上のお༕൚のݑめࣺ͙はུ൚にఱ་でした。͙ݝの職員が౜൚して

いたުྩを౜うため、ྀ日ॼުも௽き、૤૸共に๦れضてたときに、ఱきなͼϋΏΟϋΠ

がܳこりました。રྙࡠܢ୨れ「ݱ඿」の೹ރです。お༕൚では༊૙に対応する余ဉがな

く、ಱのݱ඿を஠員ΐνȜスに་ࢵしていました。発ಕ分が΅λϋΓσできていませんで

した。̷ れがॼって೹ރされたͼϋΏΟϋΠでした。ຽ౲であれば確認できていたことも、

ઙりや๦Ⴛなど、ຽ౲とは֑う۪ޏの中で、౗もୣめられないેޙだったと思います。̷

の後いろいろなࣾඳがありましたが、このশܢ೾、ནしく૽਀ະ௷になったことはありま

せん。この経験は、今では「自信」になっています。

૧߿΋υ΢;ͼσΑ感染症͈૦ͤ༐ͤ

໗֭ಿࢌۭ࠳໐ಿ　ࣽఆ　ဇ๼ঊ

新߿΋υ΢;ͼσス感染症が確認されてːාを経ًしていますが、ˑ႒に֊行した࡛ह

でもု଻者があり、ۖ஠にਞ௳したと࡞えるેޙではありません。

このːාۼを૦り༐り、職員一૽一૽がঀྵ感を঵ちながら、自分に੄ြる事をୈ一෵

を൩まえなޙಫってくださった事に改めて感৫૭し上げます。自分ోの౾かれているે܎

がら患者、ز௼、౷֖のևに、૽員ະ௷と࡞いながらもڎ໐࿝協力し発෎ٸြ、新߿΋υ

΢χ·Ιϋ୪ਅ、΋υ΢病൓など೒常ުྩにίρスして日々ఱ་なેޙをこなしてきまし

た。このような事を৘行੄ြたのは൚院の͙ޑである「一౿౬ࠫ」でやろうという૤意ܨ

があったからだと思います。回໘ܢ病൓が஠て΋υ΢病൓に་ࢵしたশ、ςΧΫς໐より

「自分ోに੄ြることは協力します」この࡞ဩにどれ͕どͩݣれたかしれません。΋υ΢

病൓の患者のςΧΫςは࿔აですが、۪ޏା๵൝積極的に協力してくださったことは今も

དྷれません。

঍確༗でした。΋υ΢病൓患者の਋け入れࢌۭ、໐࿚として一๔ඳఴだったことはࢌۭ

をするஜよりۭࢌ঍確༗にߎႻしていましたが、ࡇの方より「ଵ非おܐいします」とͩ࡞

れ、この࡞ဩは協力したいと思うܨ঵ちと病൓のۭࢌ঍ະ௷がࣉえられるというのがあり

まり、重ത医療機関となれば病൓ࠨ൥しましたが、重ത医療機関として਋け入れる事がڳ

į˟˟ į˱ į̤༕൚͈σȜσ
* 夕食は16時30分以降に詰める
 （ただし、汁物は17時30分以降）

* 荘の配膳時間は厳守する

* ディスポ食器は
　配膳台を拭いてから並べる
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てြるのですかȉ」「̷の日は਋け入れ੄ြません」「今後ঔ୭での対応は੄ြません」൝

の୊も多々あり、൮をේます日々でした。̷れでもˍ૽൚たりの入院日ତを 1ı 日ஜ後で

ప院΋ϋΠυȜσ੄ြたのは、୶୆方をຊ൮に΋υ΢に従事されてきた院ඤスタッフの࠼

ྵなۭ病のお֮だと感৫しています。

ȡ૦ͤ༐ͤȡ

「青雲会病院はࣾっている૽を੩けるևのழ૕だ」ということで、৅঱ോࡇඤでもˍȄ

ˎ๔目の௸さで、青雲会は΋υ΢対応خෝ医療機関として਀をݷげました。

૦り༐って͙るとോඤ୶୆をຊ൮に青雲会஠体で΋υ΢;ͼσスにಯんでいった࿩ːා

あまりは貴重な経験となったと思いますし、青雲会の౬ࠫ力を感じられるːාۼだったと

思います。我々౷֖Ⴒࠈ৒は診療やಕৣ、࠿औ൝は੄ြませんが、「੄ြることはやろうȊ」

えながら行൲してきました。೒常ުྩを行いながら、೏ࣉと皆で「が੄ြるだろうかة」

加で΋υ΢対応が加ͩることになりましたが、この־中を乗り越えられたのは、໐੤ඤの

ΙȜθχȜ·のၻさと、໐੤ඤ౗一૽৻إをഫかず協力してくれたಏۼのお֮だと思いま

す。改めて感৫したいと思います。

֓঍মྩैު༞੩৪̱͈͂̀΋υ΢చ؊

֓঍মྩैު༞੩　५神　૯ܮঊ

COVID-19 患者の診療にあたる医঍͒、ոئの༞੩をさせていただきました。

ӱġ発෎ٸြ患者の診療჏入力

ӲġCCŖ入院予定患者の予࿩、患者情報の入力、ప院শ΍ζςȜなど

ӳġŉņœ-ŔŚŔ ഴ჏Ȫ༗࠲ਫ਼͒のඑけ੄様৆ȫ

Ӵġාྎ・ාইȁ発෎ٸြの診療༞੩

ӵġ療ူબ明੥などの診断੥ै଼

Ӷġ職員感染者の情報ۯ理

発෎ٸြは、άȜ·শは ĳıı ྴを಼え、̷の診療჏入力や、CCŖ 入院患者予࿩、ప院

শの΍ζςȜなど対応しました。ŉņœ-ŔŚŔ ഴ჏は、਱ତࣜ目ո上の入力があり、患者の

ྴஜやႲ၁୶に֑ۼいがないかΘήσΙͿッ·を行いながらのഴ჏、また、療ူબ明੥な

どの診断੥ै଼などˍ日の฼分は΋υ΢対応に೏ͩれ、ު ྩশۼを಼える日もありました。

しかし、今回の経験でڎ々の立ちպ౾で୺࿝職とし、目ດを見̾け、自ၙを௯す機会にな

りました。また、ඳօഽのࣞいॽ事に取りழ͚ことでやりがいを感じました。スタッフ஠

員のܨ঵ちが一౿し、職ྩྖ௷̾ながる貴重な経験ができたと思います。

今回のުྩに̾いてお୊かけいただいた୶୆方に感৫૭し上げます。

΋υ΢ˏාܱ͈ۼ჏

ঊܮၑ໐　川࿤　Տۯူו

႓გːාˍ࠮ 11 日から CįCįŖ 病൓ ĩ ˔઄ Ī 、をঀဥしܕইとなり、૙事はΟͻスε૙ٳ

෻ணは回໘ܢ病൓の෻ண৬に一੣に乗せることになりました。なるべくأかいેఠで೹ރ

できるように、ܱئのσȜσを定め、෻ணೄஜにݑめࣺ͙ैުを஠員で行っていました。
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がˍౙպとなるևに߇ਗ࢚୆ޫに௖談し、൚院にخෝなܖ੔でのۭࢌ঍෻౾で進めました。

̷の後もフͿȜΒにࣣͩせαッΡ၌ဥତが֑うため、̷のസഽ職員の෻౾ତをࠨめていき

ました。

΋υ΢病൓の౜൚ۭࢌ঍を౗にしてೀくかもේんでいましたが、ະհを঵ちながらも職

員自ら਀上げをしてئさりスθȜΒに෻౾することができ、ུ ൚に൮のئがる思いでした。

定してからは、い̾でも患者を਋け入れられるように઀మ৒ಿと共にঐাをަ̨ながらࠨ

੔๵、感染防গ対ॐのࢥຳなど಍々と੔๵を進めてくれました。

ĳıĳĳ ාˍ࠮˓日に「院ඤからの発୆ˌを目ঐす」というܨ঵ちでいましたが一๊病൓

から、患者・職員のု଻が฻明し院ඤ·ρスタȜ発୆となりました。̷の後も院ඤ·ρス

タȜ発୆があり、ۭࢌ঍ະ௷は、࡛ાにもఱきな໅౜となり新入院、ݢ޽ոٸの਀੅൝ଷ

。にఱきな೑਀となりましたאしてೀきましたが、経ࡠ

ːා経ًした今でもۭࢌ঍確༗はࣾඳでαッΡؾ൱のଷࡠをしており૤ߎしいેޙで

す。とにかくۭࢌ঍、ۭࢌ༞੩者を確༗し、ոஜのようなαッΡؾ൱ၚͺッίが੄ြたら

と思います。新߿΋υ΢;ͼσス感染症が関ဓしているのかはっきりとしていませんが、

ࢷːࢷ学ࢌではۭࡇの情報で৅঱ോ߃職ၗれがܳきているようにも感じられます。最ࢌۭ

が໾ࢷ予定となります。ף々ۭࢌ঍ະ௷となります。職員がಿく൱きやすい職ા۪ैޏり

が今までո上に重ါなهఴです。常に職員͒感৫、Ⴛいのܨ঵ちをདྷれることのないよう

にୈ進してまいります。

Ƀ͂͛͘Ʉ

新߿΋υ΢;ͼσス感染症に関ͩるא׋は、スタȜΠশよりോඤ院ಿ、୼֔ന஝ఊ჊୶

୆に、貴重な意見、ळかなͺΡΨͼスをೀいたことでスθȜΒにא׋੄ြたと思います。

૤より感৫૭し上げます。また、઀మ৒ಿは、֗ޗ、੔๵、ٸ໐とのႲࠈなどしてくださ

りةもかもが੝めてでະհやスΠτス൝があった職員のևにい̾も૶୨に対応されるউに

感൲しました。ུ൚に感৫しております。ษ中௙ྩ໐ಿは、職員がհ஠、հ૤してॽ事が

スθȜΒにいくように๵຦や機ऺの੔๵、ཛྷఱな事ྩに೏ͩれる日々でしたが日常ުྩտ

をこなしながらུ൚に܎ಫってくださり感৫しております。

今回の経験は、一૽一૽が様々な経験を積͙重͇ながら対応ෝ力を上げました。̷の対

応ෝ力は೒常ではࣉえられない͕どのものだと思います。職員が一౿౬ࠫし対応੄ြたこ

とに自信とࡶりを঵ち௽けてဳしいと思います。

ˑ႒̈́ͥ́ͬ͘ͅ૦ͤ༐ͥ

௙ྩ໐ಿ　ษಎ　ణޗ

஠ଲٮに͐ݞΩϋΟηッ·というેޙに、൚੝はةをしてၻいのか分からず࡫თいまし

たが、事ྩ໐࿝としては、࣭やࡇから発せられる情報はもちろん、関係する౬体からの情

報をਬめ、院ඤ感染・職員感染防গのևに஠力で取りழ͙ました。

࣭などの行ଽ機関からのါ୏により、࣭ܦ者୪૘者ٸြのٳ୭、őCœ࠿औ機関͒のഴ჏、

༗࠲ਫ਼のయ行で࿡ۼのഩდ௖談ௗ࢛、ͼϋフσ΀ϋΎ流行ܢにおける発෎ٸြ体ଷのା๵、

΋υ΢病઄確༗とষ々に取りழ͚中で、様々な਀௽きを行うຈါがありました。また、χ

·Ιϋ୪ਅもˍ日 1ĳı ૽ず̾਋け入れを行うべく協݈をして、医঍やۭࢌ঍が֊൲して
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୪ਅする青雲独自の体ଷをାえました。

ࣉたせたのではないかとضをڬに対応できたことは、௙ྩとしての役ݢਅ਀௽きを்ڎ

えます。また、法૽஠体としては、感染症流行にฺい、発୆൚੝は、病院਋診をࢱえる൲

きやٸ੄自ੁによる体಺ະၻ者・٢我૽൝のࡘ少により、ٸြ・入院・૽ۼΡッ·など஠

てにおいて患者・၌ဥ者ତがࡘ少。これにฺい病院やჇ࠲ঔ୭もࡘਓが௽き૤෻されまし

た。加えて、୶に੆べた新߿΋υ΢感染症に対応すべく医療体ଷをାえるにあたっては、

૗々な୭๵の൵入がຈါでしたので、法૽の経๯をဲଷすべく情報をਬめ、ຈါな୭๵を

。できたものと確信しますࡃ࿂においても࣓אでვえたことは、経߄ਅ༞੩ڎ

日常ުྩにおいては、ڎ໐੤との΋ηνΣΉȜΏοϋをしっかり行うべく、「࡛ાల一

৽݅」で院ඤを௢り回り、職員のါབを໳き取り、জなりに࿹୶ਜ਼պをࠨめ、経אଈ͒の

報࣬・௖談・ᠰ݈૭୏ࠨ͍ݞफを਋け、あら͠る事ࣜをスάȜΟͻに進めることを૤がけ

ました。

΋υ΢関Ⴒոٸの日常ުྩにおける࿚ఴ൝も重なり૽਀ະ௷をౚき̷うになりました

が、「このような経験は今後੄ြない。今、਀をาけば後٣するだろう」とஜ向きにٽܨ

૤で乗り越えました。このようなࣉえ方で行൲できたのは、「ةかġଲのևġ૽のև」の理

ැがあり、࡛ાの職員がྵがけで患者対応するউを見ていたからだとࣉえます。૗々なવ

がありましたが、患者や職員の役に立̾ことが੄ြたと৘感੄ြて、জとしても自信にٺ

もなりました。これからも、理ැを૤にၣめ、࡛ાの୊にীを߹け、職員のհ૤հ஠、ࢵ

には২ު発ജに࣓ࡃできるようୈ進して参ります。

ńŐŗŊŅĮ19 ͬ૦ͤ༐̽̀

脳神経外科　川井田　善太郎

ĳıĳı ාː࠮˔日൚院に最੝の COVID-19 ု଻者が਋診されました。൚শ、この新ܰ;

ͻσスに対して、情報が͕とんどなかったため、様々な対ॐをდしࣣいました。൚੝は

༗࠲ਫ਼のخݺでしか őCœ ・もံ日ոࣛになるため、࿚診・ႉ઄ਫ਼見ضࠫ、औができず࠿

नࠬ・ޝ໐ৢ真・Cŕ ໐ৢ真ではޝऔで対ੜせざるをえませんでした。̷の後、ಶ診や࠿

COVID-19 を診断することはࣾඳなことがͩかり、੝めからनࠬ・ޝ໐Cŕ࠿औを行うこ

とにしました。;ͻσスの๲ྏを防ぐため、患者さんの協力を得て൫明ΫΣȜσ΃ΨȜを

か͐ってもらい࠿औを行いました。またनࠬでඅಭ的なζȜ΃Ȝがないかদ行॒ࢋしてい

たのをژえています。このশܢは、多くの໓৯症ેの患者さんに対してޝ໐ Cŕ औを行࠿

いました。

院ඤで őCœ औ΅ッΠも新し࠿。औができるようになると患者ତも௩えていきました࠿

い機ऺを൵入し、࠿औশۼも੭々にౣੀされていきました。༗࠲ਫ਼からの࠿औջှも௩え

一日で Ķıྴを಼える日々も多くなりました。

「職員・Ֆၻঌྦྷが COVID-19 に感染したら、自分たちが৿らないでどうする」入院

対応病院に患者入院を断られたことをࠀ機に、この理事ಿの࡞ဩを৘行するために入院対

応もできるように୭๵をାえていきました。理事ಿ・ോඤ院ಿをはじめ多くの方々のご঑

ご協力で・׳ ĳıĳ1 ාː࠮ 1Ķ日より COVID-19 感染病൓の׋ဥがٳইされました。後に、

COVID-19ġCłœņġŖŏIŕとྵྴしCCŖ病൓と͐ࡤようになりました。予防୪ਅもইまり、
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がˍౙպとなるևに߇ਗ࢚୆ޫに௖談し、൚院にخෝなܖ੔でのۭࢌ঍෻౾で進めました。

̷の後もフͿȜΒにࣣͩせαッΡ၌ဥତが֑うため、̷のസഽ職員の෻౾ତをࠨめていき

ました。

΋υ΢病൓の౜൚ۭࢌ঍を౗にしてೀくかもේんでいましたが、ະհを঵ちながらも職

員自ら਀上げをしてئさりスθȜΒに෻౾することができ、ུ ൚に൮のئがる思いでした。

定してからは、い̾でも患者を਋け入れられるように઀మ৒ಿと共にঐাをަ̨ながらࠨ

੔๵、感染防গ対ॐのࢥຳなど಍々と੔๵を進めてくれました。

ĳıĳĳ ාˍ࠮˓日に「院ඤからの発୆ˌを目ঐす」というܨ঵ちでいましたが一๊病൓

から、患者・職員のု଻が฻明し院ඤ·ρスタȜ発୆となりました。̷の後も院ඤ·ρス

タȜ発୆があり、ۭࢌ঍ະ௷は、࡛ાにもఱきな໅౜となり新入院、ݢ޽ոٸの਀੅൝ଷ

。にఱきな೑਀となりましたאしてೀきましたが、経ࡠ

ːා経ًした今でもۭࢌ঍確༗はࣾඳでαッΡؾ൱のଷࡠをしており૤ߎしいેޙで

す。とにかくۭࢌ঍、ۭࢌ༞੩者を確༗し、ոஜのようなαッΡؾ൱ၚͺッίが੄ြたら

と思います。新߿΋υ΢;ͼσス感染症が関ဓしているのかはっきりとしていませんが、

ࢷːࢷ学ࢌではۭࡇの情報で৅঱ോ߃職ၗれがܳきているようにも感じられます。最ࢌۭ

が໾ࢷ予定となります。ף々ۭࢌ঍ະ௷となります。職員がಿく൱きやすい職ા۪ैޏり

が今までո上に重ါなهఴです。常に職員͒感৫、Ⴛいのܨ঵ちをདྷれることのないよう

にୈ進してまいります。

Ƀ͂͛͘Ʉ

新߿΋υ΢;ͼσス感染症に関ͩるא׋は、スタȜΠশよりോඤ院ಿ、୼֔ന஝ఊ჊୶

୆に、貴重な意見、ळかなͺΡΨͼスをೀいたことでスθȜΒにא׋੄ြたと思います。

૤より感৫૭し上げます。また、઀మ৒ಿは、֗ޗ、੔๵、ٸ໐とのႲࠈなどしてくださ

りةもかもが੝めてでະհやスΠτス൝があった職員のևにい̾も૶୨に対応されるউに

感൲しました。ུ൚に感৫しております。ษ中௙ྩ໐ಿは、職員がհ஠、հ૤してॽ事が

スθȜΒにいくように๵຦や機ऺの੔๵、ཛྷఱな事ྩに೏ͩれる日々でしたが日常ުྩտ

をこなしながらུ൚に܎ಫってくださり感৫しております。

今回の経験は、一૽一૽が様々な経験を積͙重͇ながら対応ෝ力を上げました。̷の対

応ෝ力は೒常ではࣉえられない͕どのものだと思います。職員が一౿౬ࠫし対応੄ြたこ

とに自信とࡶりを঵ち௽けてဳしいと思います。

ˑ႒̈́ͥ́ͬ͘ͅ૦ͤ༐ͥ

௙ྩ໐ಿ　ษಎ　ణޗ

஠ଲٮに͐ݞΩϋΟηッ·というેޙに、൚੝はةをしてၻいのか分からず࡫თいまし

たが、事ྩ໐࿝としては、࣭やࡇから発せられる情報はもちろん、関係する౬体からの情

報をਬめ、院ඤ感染・職員感染防গのևに஠力で取りழ͙ました。

࣭などの行ଽ機関からのါ୏により、࣭ܦ者୪૘者ٸြのٳ୭、őCœ࠿औ機関͒のഴ჏、

༗࠲ਫ਼のయ行で࿡ۼのഩდ௖談ௗ࢛、ͼϋフσ΀ϋΎ流行ܢにおける発෎ٸြ体ଷのା๵、

΋υ΢病઄確༗とষ々に取りழ͚中で、様々な਀௽きを行うຈါがありました。また、χ

·Ιϋ୪ਅもˍ日 1ĳı ૽ず̾਋け入れを行うべく協݈をして、医঍やۭࢌ঍が֊൲して
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「診断・入院治療・予防」とCOIVID-19 に真っ向から立ち向かっていきました。

患者対応をこなしていく上で、自分独りではどうすることもできず、多くの方々から

協力をいただきました。また、少しでも自分が役立てるように、感染症学会に参加す

るようになりました。最新の研究や、他病院での対応を確認し、質疑応答の機会があれ

ば積極的に意見交換をしました。学会で得られた知識は、自分の中でまとめ、すぐに

COVID-19 関係者スタッフに情報を流していきました。お互いに知識を共有し、理解す

ることで、同じ目線で感染症に立ち向かっていくことができたと思います。余談ですが、

自分の COVID-19 体験談を学会で発表し抗菌薬化学療法学会の認定をいただきました。

COVID-19 に関係した職員皆様の協力のおかげです。ありがとうございました。

今回、貴重な経験をさせていただきました。今後、どんな新たな感染症が流行したとし

ても青雲会病院は職員一丸となって乗り越えていけるだろうと確信しました。医療は日々

進歩しています。今の常識が明日には非常識になっているかもしれません。我々医療従事

者は絶えず、最新の医療情報を取り入れ、柔軟な発想で診療を行うべきだと改めて思いま

した。
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10．学会発表（症例報告）第 97 回日本感染症学会総会・学術講演会

演題　長期にわたりCOVID-19 抗体検査陽性が持続する濾胞性リンパ腫患者の一例
演者　川井田　善太郎
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「診断・入院治療・予防」とCOIVID-19 に真っ向から立ち向かっていきました。

患者対応をこなしていく上で、自分独りではどうすることもできず、多くの方々から

協力をいただきました。また、少しでも自分が役立てるように、感染症学会に参加す

るようになりました。最新の研究や、他病院での対応を確認し、質疑応答の機会があれ

ば積極的に意見交換をしました。学会で得られた知識は、自分の中でまとめ、すぐに

COVID-19 関係者スタッフに情報を流していきました。お互いに知識を共有し、理解す

ることで、同じ目線で感染症に立ち向かっていくことができたと思います。余談ですが、

自分の COVID-19 体験談を学会で発表し抗菌薬化学療法学会の認定をいただきました。

COVID-19 に関係した職員皆様の協力のおかげです。ありがとうございました。

今回、貴重な経験をさせていただきました。今後、どんな新たな感染症が流行したとし

ても青雲会病院は職員一丸となって乗り越えていけるだろうと確信しました。医療は日々

進歩しています。今の常識が明日には非常識になっているかもしれません。我々医療従事

者は絶えず、最新の医療情報を取り入れ、柔軟な発想で診療を行うべきだと改めて思いま

した。
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